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第
三
章

　囃
子
（
シ
ャ
ギ
リ
）

第
一
節

　囃
子
の
経
緯

囃
子
は
長
浜
曳
山
祭
の
曳
山
の
曳
行
中
や
狂
言
執
行
の
前
後
・
裸
参
り
・

起
し
太
鼓
な
ど
で
演
奏
さ
れ
る
芸
能
で
あ
る
。
長
浜
で
は
囃
子
を
シ
ャ
ギ
リ

と
よ
ぶ
こ
と
が
多
い
。
楽
器
は
笛
・
大
太
鼓
・
締
め
太
鼓
・
す
り
鉦
で
、
人

数
は
五
人
程
度
か
ら
二
〇
人
を
超
え
る
大
所
帯
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
シ
ャ

ギ
リ
は
長
浜
曳
山
祭
だ
け
で
な
く
、
長
浜
市
で
お
こ
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

結
婚
式
・
郷
土
芸
能
の
披
露
の
場
な
ど
で
も
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
長
浜

を
代
表
す
る
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
シ
ャ
ギ
リ
が
曳
山
祭
を
執
行
す
る
山
組
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
い
く
。

山
組
に
お
い
て
シ
ャ
ギ
リ
の
伝
承
の
あ
り
方
は
昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）
長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
（
以
下
囃
子
保
存
会
）
の
発
足
を

契
機
に
大
き
く
か
わ
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
、
大
半
の
山
組
で

は
近
郊
農
村
か
ら
囃
子
方
と
呼
ば
れ
る
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
人
を
雇
い
、

シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
近
郊
農
村
で
は
農
家

の
兼
業
化
や
田
植
え
時
期
の
早
期
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
シ
ャ
ギ
リ
に
行

く
時
間
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
山
組
で
も
囃
子
方
を
雇
う
金
銭
的
負
担
を
減

ら
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
テ
ー
プ
や
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
す
る
山

組
・
チ
ン
ド
ン
屋
な
ど
に
シ
ャ
ギ
リ
の
演
奏
を
頼
む
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

囃
子
保
存
会
の
発
足
後
、
若
い
衆
や
子
ど
も
を
中
心
に
シ
ャ
ギ
リ
を
習
う
よ

う
に
な
り
、
そ
の
後
各
山
組
で
伝
承
さ
れ
現
在
に
至
る
。

一
方
で
囃
子
保
存
会
発
足
以
前
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い
た
山
組

も
あ
る
。
月
宮
殿
（
田
町
組
）・
青
海
山
（
北
町
組
）・
高
砂
山
（
宮
町
組
）・
猩
々

丸
（
船
町
組
）・
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）
で
あ
る
。
月
宮
殿
・
猩
々
丸
は
戦

前
に
山
組
で
伝
承
し
て
い
た
曲
を
戦
後
に
復
活
さ
せ
て
い
る
。
萬
歳
樓
も
戦

前
に
伝
承
し
て
い
た
曲
が
あ
っ
た
が
、
戦
中
に
途
絶
え
て
し
ま
い
、
戦
後
、

高
砂
山
と
と
も
に
近
郊
農
村
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ
た
。
さ
ら
に
青
海
山
は

昭
和
三
八
年
か
ら
三
、
四
年
間
活
動
し
た
長
浜
祭
囃
子
保
存
会
（
前
述
の
囃

子
保
存
会
と
は
別
組
織
）
が
指
導
し
た
曲
を
現
在
で
も
伝
承
し
て
い
る
。

囃
子
保
存
会
が
普
及
さ
せ
た
曲
は
、
高
砂
山
の
Ｓ
氏
が
長
浜
市
四
ツ
塚

（
旧
長
浜
市
）
で
習
い
楽
譜
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
①
囃
子
保
存
会

発
足
の
経
緯
、
②
囃
子
保
存
会
の
曲
を
伝
承
す
る
山
組
な
ど
、
③
独
自
の
曲

を
伝
承
す
る
山
組
、
④
囃
子
保
存
会
の
曲
と
独
自
の
曲
を
伝
承
す
る
山
組
に

分
け
て
、
長
浜
曳
山
祭
の
シ
ャ
ギ
リ
の
経
緯
を
見
て
い
き
た
い
。
な
お
、
昭

和
四
〇
年
代
ま
で
の
近
郊
農
村
で
の
詳
細
な
伝
承
に
つ
い
て
は
、
論
考
編
の

「
長
浜
曳
山
祭
と
周
辺
村
落
ー
長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
以
前
の
シ
ャ
ギ
リ

を
中
心
に
ー
」
に
記
載
し
て
い
る
。

第
一
項

　長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
発
足
の
経
緯

こ
こ
で
は
、
囃
子
保
存
会
の
曲
を
採
譜
し
た
二
代
目
会
長
Ｓ
氏
の
歩
み
を
中
心

に
、
保
存
会
が
発
足
す
る
経
緯
を
紹
介
す
る
。

昭
和
三
〇
年
代
初
頭
、
Ｓ
氏
は
個
人
的
な
興
味
か
ら
四
ツ
塚
の
囃
子
方
か
ら
シ
ャ

ギ
リ
を
習
得
し
、
シ
ャ
ギ
リ
を
五
線
譜
化
す
る
。
そ
の
後
、
所
属
す
る
高
砂
山
や

長
浜
市
立
西
中
学
校
に
お
い
て
指
導
を
始
め
る
。
昭
和
四
〇
年
代
中
頃
、
各
山
組
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れ
を
譜
面
に
書
き
、
自
分
な
り
に
覚
え
た
。
「
今
思
う
と
よ
う
や
っ
て
た
な
」
と

Ｓ
氏
は
い
う
。
当
時
は
ま
だ
保
存
会
を
結
成
す
る
意
識
は
な
か
っ
た
。

五
線
譜
に
採
譜
す
る　

昭
和
三
七
年
に
東
京
の
県
人
会
に
呼
ば
れ
て
三
越
劇
場

と
九
段
会
館
で
狂
言
の
東
京
公
演
を
上
演
し
た
。
そ
の
と
き
シ
ャ
ギ
リ
も
演
奏

し
た
。
シ
ャ
ギ
リ
を
聞
い
て
観
客
が
喜
ん
だ
り
、
湖
北
を
懐
か
し
が
っ
た
り
す

る
の
を
見
て
、
シ
ャ
ギ
リ
を
残
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
が
譜

面
化
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
太
鼓
は
自
分
な
り
に
譜
面
化
し
て
い

た
が
、
笛
も
譜
面
化
し
よ
う
と
思
い
、
「
ウ
ー
ヒ
ョ
ー
」
と
書
か
れ
た
メ
モ
を
五

線
譜
に
置
き
換
え
た
。
三
九
年
に
は
「
御
遣
り
」
と
「
神
楽
」
の
楽
譜
が
で
き
た
。

西
中
の
シ
ャ
ギ
リ
演
奏　

昭
和
三
九
年
頃
、
Ｓ
氏
は
長
浜
市
立
西
中
学
校
の
音

楽
の
Ｙ
先
生
か
ら
、
シ
ャ
ギ
リ
を
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
で
き
な
い
か
と
相
談
さ
れ

た
。
ピ
ア
ノ
で
音
を
採
っ
て
み
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
こ
で
変
調
し
て
、

ス
ペ
リ
オ
パ
イ
プ
（
リ
コ
ー
ダ
ー
）
で
吹
け
る
よ
う
に
五
線
譜
を
作
っ
た
。
そ

の
楽
譜
を
も
と
に
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
中
学
一
年
生
を
夏
休
み
一
か
月
指
導

し
た
。
そ
し
て
、
市
民
会
館
が
で
き
た
と
き
（
昭
和
四
〇
年
）
に
初
め
て
発
表

し
た
。
そ
の
後
、
授
業
な
ど
に
発
展
し
、
運
動
会
で
も
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
ほ
か
の
学
校
で
も
演
奏
す
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
子
ど
も
が
祭
り

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

京
都
交
響
楽
団
で
の
演
奏　

昭
和
四
〇
年
頃
、
外
山
雄
三
氏
に
譜
面
を
渡
し
、

そ
の
編
曲
・
指
揮
で
翌
年
京
都
交
響
楽
団
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏
さ
れ
た
。

ほ
か
の
シ
ャ
ギ
リ
伝
承
の
動
き　

昭
和
三
七
、
三
八
年
頃
に
猩
々
丸
の
尺
八
の
先

生
が
猩
々
丸
と
月
宮
殿
の
曲
を
混
合
さ
せ
て
作
曲
し
た
シ
ャ
ギ
リ
を
広
め
よ
う

と
、
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
参
加
者
を
公
募
し
た
。
し
か
し
、
猩
々
丸
と
月
宮
殿
を

混
ぜ
た
よ
う
な
シ
ャ
ギ
リ
が
敬
遠
さ
れ
た
の
か
、
集
ま
っ
た
人
は
少
な
か
っ
た
。

が
近
郊
農
村
か
ら
の
囃
子
方
の
確
保
が
難
し
く
な
る
な
か
、
囃
子
保
存
会
発
足
の

中
心
人
物
と
し
て
、
自
身
が
習
得
し
た
シ
ャ
ギ
リ
を
各
山
組
に
指
導
す
る
よ
う
に

な
る
。

二
代
目
会
長
が
シ
ャ
ギ
リ
を
習
得
す
る
ま
で　

高
砂
山
に
所
属
す
る
Ｓ
氏
が
山

組
の
若
い
衆
に
加
入
し
た
昭
和
二
九
年
頃
、
自
町
で
囃
子
方
の
後
継
者
は
養
成

し
て
い
な
か
っ
た
。
高
砂
山
で
は
、
戦
前
か
ら
「
起
し
太
鼓
」
以
外
の
曲
は
雇

い
シ
ャ
ギ
リ
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
て
い
て
、
戦
後
は
四
ツ
塚
に
専
属
で
シ
ャ
ギ

リ
を
頼
ん
で
い
た
。
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
当
時
、
町
の
人
々
は
お
酒
を

持
参
し
て
お
願
い
に
い
き
手
間
賃
を
払
え
ば
シ
ャ
ギ
リ
に
来
て
く
れ
る
と
い
う

感
覚
だ
っ
た
。
ま
た
、
近
郊
で
は
狂
言
見
た
さ
に
シ
ャ
ギ
リ
を
習
う
人
も
い
た
。

Ｓ
氏
は
彦
根
市
で
バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
も
と
も
と
音
楽
の

素
養
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
代
末
、
Ｓ
氏
は
初
め
て
シ
ャ
ギ
リ
を
聴
き
、
感

銘
を
受
け
、
興
味
を
持
っ
た
。
そ
こ
で
高
砂
山
と
萬
歳
樓
の
若
い
衆
一
三
人
で

四
ツ
塚
に
シ
ャ
ギ
リ
を
習
う
こ
と
に
し
た
。
四
ツ
塚
で
は
譜
面
が
な
く
、
「
ウ
ー

ヒ
ョ
ー
ロ
ウ
ヒ
ョ
ー
」
な
ど
と
う
た
い
、
口
伝
え
で
教
え
て
い
た
。
そ
こ
で
四

ツ
塚
の
シ
ャ
ギ
リ
の
リ
ー
ダ
ー
に
口
伝
え
の
旋
律
を
「
ウ
ー
・
ヒ
ョ
ー
」
で
書

い
て
も
ら
っ
た
。
毎
日
旋
律
を
「
ウ
ー
ヒ
ョ
ー
ロ
ウ
ヒ
ョ
ー
」
と
い
っ
て
練
習
し
、

頭
に
入
れ
た
ら
笛
が
吹
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
が
、
四
ツ
塚
の
リ
ー
ダ
ー

の
方
針
だ
っ
た
が
、
な
か
な
か
笛
を
持
た
せ
な
い
の
で
、
皆
飽
き
て
辞
め
て
い
っ

た
。
残
っ
た
の
は
Ｓ
氏
を
含
め
高
砂
山
の
二
人
だ
っ
た
。
太
鼓
は
な
か
な
か
教

え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
四
ツ
塚
の
太
鼓
の
人
に
頼
む
と
、
「
（
太
鼓
を
）
な
め

た
ら
あ
か
ん
」
と
怒
ら
れ
た
。
「
人
が
五
年
か
か
る
な
ら
、
三
か
月
、
い
や
一
か

月
で
覚
え
る
」
と
食
い
下
が
り
、
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
に
太

鼓
を
叩
い
て
練
習
さ
せ
ず
、
座
布
団
を
叩
か
せ
て
バ
チ
の
位
置
を
教
え
た
。
そ
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囃
子
方
が
揃
わ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
祭
り
で
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
か
ら

ス
ピ
ー
カ
ー
で
シ
ャ
ギ
リ
を
流
す
こ
と
に
し
た
が
、
音
が
途
切
れ
た
り
、
曲
を

間
違
え
た
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
音
が
出
せ
な
か
っ
た
り
と
無
茶
苦
茶
だ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
シ
ャ
ギ
リ
は
生
演
奏
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ

て
い
た
。

昭
和
四
六
年
五
月
に
山
組
で
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い
る
月
宮
殿
・
青
海
山
・

高
砂
山
・
萬
歳
樓
で
保
存
会
を
結
成
し
、
後
継
者
育
成
の
目
的
で
市
役
所
か
ら

助
成
金
が
下
り
た
。

当
初
出
番
山
が
保
存
会
に
囃
子
方
を
頼
ん
で
、
御
礼
を
出
す
仕
組
に
す
れ
ば
、

近
郊
の
囃
子
方
に
頼
み
に
い
か
な
く
て
も
よ
く
な
る
と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、

萬
歳
樓
か
ら
、
シ
ャ
ギ
リ
を
練
習
す
る
の
は
自
分
の
山
組
の
た
め
で
、
ほ
か
の

山
組
の
た
め
で
は
な
い
、
な
ど
の
不
満
の
声
が
上
が
り
、
結
成
二
年
目
に
萬
歳

樓
が
保
存
会
を
脱
退
す
る
恐
れ
が
生
じ
、
保
存
会
が
破
綻
す
る
危
機
と
な
っ
た
。

せ
っ
か
く
活
動
し
始
め
、
市
の
助
成
も
受
け
て
い
る
保
存
会
を
存
続
さ
せ
る
た

め
、
Ｓ
氏
は
毎
日
の
よ
う
に
萬
歳
樓
に
説
得
に
い
っ
た
。
よ
う
や
く
萬
歳
樓
の

囃
子
方
も
ほ
か
の
山
組
に
出
て
も
よ
い
と
な
っ
た
。
萬
歳
樓
は
翌
五
〇
年
に
は

諫
皷
山
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
る
。

Ｓ
氏
は
保
存
会
結
成
当
初
か
ら
、
各
山
組
で
子
ど
も
を
中
心
と
し
て
シ
ャ
ギ

リ
の
伝
承
さ
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
こ
の
破
綻
の
危
機
を
契
機
に
、
さ
ら
に

そ
の
思
い
を
強
く
し
た
。
し
か
し
、
「
奉
演
間
」
な
ど
譜
面
化
で
き
て
い
な
い
曲

が
あ
り
準
備
が
難
航
し
た
。
そ
の
間
は
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る
山
組
が
、
で
き
な

い
山
組
を
応
援
す
る
と
い
う
こ
と
で
時
間
を
つ
な
ご
う
と
し
た
。
一
方
で
Ｓ
氏

は
一
人
で
あ
ち
こ
ち
の
町
の
若
い
衆
に
教
え
に
い
き
続
け
た
。

子
ど
も
の
シ
ャ
ギ
リ
へ
の
参
加　

昭
和
四
九
年
、
Ｓ
氏
が
会
長
に
な
り
、
Ｓ
氏

結
局
青
海
山
だ
け
が
残
っ
た
。
今
で
も
青
海
山
に
残
る
「
豊
公
楽
」
・
「
太
平
楽
」

は
そ
の
と
き
に
習
っ
た
曲
で
あ
る
。
（
青
海
山
の
項
で
詳
細
を
記
載
）

Ｓ
氏
独
自
で
の
普
及
活
動　

囃
子
保
存
会
が
で
き
る
前
、
昭
和
四
五
年
の
祭
り

が
終
わ
っ
て
か
ら
Ｓ
氏
は
宮
町
会
館
や
公
民
館
な
ど
で
月
に
二
回
く
ら
い
、
高

砂
山
・
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）
な
ど
の
若
い
衆
な
ど
に
シ
ャ
ギ
リ
を
教
え
始
め
た
。

「
御
遺
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
の
順
に
教
え
た
。

こ
の
あ
と
諫
皷
山
は
若
い
衆
ら
が
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
で
き
る
よ
う
に
と
、

以
前
か
ら
Ｓ
氏
ら
に
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ
て
い
た
若
い
衆
数
名
を
中
心
に
シ
ャ
ギ

リ
を
練
習
し
始
め
た
。

山
組
を
越
え
た
シ
ャ
ギ
リ
の
応
援　

囃
子
保
存
会
が
で
き
る
以
前
か
ら
シ
ャ
ギ

リ
が
で
き
る
人
や
山
組
が
、
ほ
か
の
山
組
に
シ
ャ
ギ
リ
の
応
援
に
行
っ
て
い
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
早
く
も
猩
々
丸
は
孔
雀
山
に
応
援
に
行
き
、
昭
和
四
二
年
に

は
青
海
山
が
壽
山
に
、
昭
和
四
〇
年
代
前
半
中
頃
に
は
月
宮
殿
が
翁
山
な
ど
に
、

萬
歳
樓
が
鳳
凰
山
な
ど
に
、
そ
し
て
昭
和
四
六
年
に
は
Ｓ
氏
や
Ｓ
氏
が
教
え
た

諫
皷
山
の
若
い
衆
ら
が
常
磐
山
に
応
援
に
行
っ
て
い
る
。

囃
子
保
存
会
設
立
の
経
緯　

Ｓ
氏
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ギ
リ
の
保
存
で
月
宮
殿
囃

子
方
の
Ｍ
氏
（
の
ち
の
囃
子
保
存
会
初
代
会
長
）
か
ら
相
談
を
受
け
た
高
砂
山

出
身
の
市
議
会
議
員
が
、
市
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
各
山
組
の
囃
子
方

が
集
ま
っ
た
保
存
会
が
必
要
と
、
強
く
促
し
た
こ
と
が
結
成
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。
Ｍ
氏
か
ら
同
じ
く
高
砂
山
の
Ｓ
氏
に
話
が
い
き
、
さ
ら
に
四
ツ
塚
の
兄
弟

弟
子
関
係
で
あ
る
萬
歳
樓
に
も
話
が
い
っ
た
。
高
砂
山
で
は
、
自
町
で
は
な
く

ほ
か
の
山
組
に
先
に
話
を
持
ち
か
け
た
市
議
の
動
き
を
非
難
す
る
声
や
、
結
成

で
き
て
も
「
す
ぐ
に
分
裂
す
る
」
と
危
惧
す
る
声
が
出
た
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
が
戻
り
山
前
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
近
郊
か
ら
の
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で
、
夕
渡
り
の
パ
レ
ー
ド
（
先
導
隊
）
や
裸
参
り
の
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
な
ど
の
出

演
機
会
を
増
や
し
た
。
そ
の
う
ち
に
大
阪
な
ど
市
外
で
の
出
演
機
会
が
増
え
た
。

全
山
組
の
加
入　

昭
和
五
三
年
、
孔
雀
山
が
加
入
し
、
最
後
ま
で
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
猩
々
丸
が
、
Ｓ
氏
が
猩
々
丸
の
曲
を
五
線
譜
で
書
く
と
い
う
条
件
つ

き
で
囃
子
保
存
会
に
加
入
し
た
。

楽
譜
の
刊
行　

昭
和
五
四
年
に
は
猩
々
丸
の
採
譜
が
完
成
し
、
萬
歳
樓
を
除
く

全
曲
を
五
線
譜
化
し
た
楽
譜
を
刊
行
す
る
。

ほ
か
の
山
組
へ
の
応
援
体
制
の
強
化　

昭
和
五
四
年
、
祭
り
の
本
日
が
全
山
出

場
と
な
り
誰
が
ど
の
山
組
に
応
援
に
行
く
か
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
決
め
て
お

こ
な
っ
た
。
囃
子
方
だ
と
い
え
ば
、
ほ
か
の
山
組
に
も
上
げ
て
く
れ
た
。
当
時

は
既
に
テ
ー
プ
で
シ
ャ
ギ
リ
を
お
こ
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
出
番
山
は
狂

言
に
人
員
が
割
か
れ
シ
ャ
ギ
リ
が
手
薄
に
な
る
た
め
、
あ
ち
こ
ち
で
引
く
手
あ

ま
た
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
現
在
ま
で
囃
子
保
存
会
が
調
整
し
て
出
番
山
へ
暇
番
山
が
シ
ャ
ギ

リ
の
応
援
を
し
て
い
る
。
全
山
が
出
場
す
る
と
き
は
囃
子
方
が
足
り
な
く
な
り
、

複
数
の
山
組
を
掛
け
持
ち
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、
曲
の
違
う
山
組
が
シ
ャ

ギ
リ
の
応
援
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

宣
伝
パ
レ
ー
ド　

昭
和
五
四
年
か
ら
数
年
間
シ
ャ
ギ
リ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
組
ん

で
、
当
時
の
長
浜
市
内
を
一
巡
し
て
、
祭
り
と
子
ど
も
集
め
の
宣
伝
パ
レ
ー
ド

を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
介
護
施
設
に
行
っ
て
お
年
寄
り
に
演
奏
を
披
露
し
た
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加　

民
俗
芸
能
大
会
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
全

国
滋
賀
県
人
会
総
会
・
昭
和
五
五
年
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
で
の
記
念
演
奏
・

昭
和
五
六
年
滋
賀
国
体
・
昭
和
五
八
年
大
阪
城
四
〇
〇
年
祭
で
の
演
奏
な
ど
も

お
こ
な
っ
た
。
昭
和
五
五
年
前
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
大
変
過
密
だ
っ
た
。
ま

が
五
線
譜
化
し
た
楽
譜
を
も
と
に
、
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い
な
い
山
組
へ
の

指
導
を
始
め
、
子
ど
も
を
公
募
し
始
め
た
。
各
山
組
か
ら
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

と
世
話
役
の
大
人
が
参
加
し
た
。
世
話
役
は
山
組
で
決
め
ら
れ
た
と
い
う
よ
り

は
自
ら
名
乗
っ
た
人
が
多
か
っ
た
。
昭
和
四
九
年
頃
、
春
日
山
（
本
町
組
）・
猩
々

丸
・
孔
雀
山
（
神
戸
組
）
・
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）
を
除
く
八
つ
の
山
組
が
保
存

会
に
加
入
し
た
。
五
二
年
に
は
、
一
二
の
山
組
が
す
べ
て
参
加
し
た
。
猩
々
丸

は
当
初
自
分
の
山
で
シ
ャ
ギ
リ
を
ま
か
な
え
る
の
で
入
る
必
要
が
な
い
と
し
て

い
た
が
、
五
二
年
に
参
加
と
な
っ
た
。
練
習
は
、
各
山
組
で
お
こ
な
い
、
そ
こ

に
保
存
会
か
ら
指
導
に
行
く
形
態
を
採
っ
た
。
民
家
の
二
階
で
練
習
を
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

保
存
会
で
四
八
年
頃
に
小
松
（
石
川
県
）
に
行
っ
た
と
き
に
、
通
常
は
七
ツ

穴
の
獅
子
舞
の
笛
を
、
六
ツ
穴
で
吹
き
や
す
く
し
て
い
た
こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
七
ツ
穴
の
子
ど
も
用
の
笛
を
導
入
し
た
。
昔
の
笛
は
大
人
用
で
中
学
生

以
上
し
か
吹
け
な
か
っ
た
が
、
子
ど
も
用
の
笛
に
し
て
か
ら
、
小
学
生
で
も
音

が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
期
生
の
子
ど
も
た
ち
が
教
材
用
の
シ
ャ
ギ
リ
を
録

音
し
、
そ
の
レ
コ
ー
ド
が
基
本
と
な
っ
た
。

昭
和
四
九
年
、
翁
山
（
伊
部
町
組
）
で
壽
山
（
大
手
町
組
）
の
子
ど
も
の
囃

子
方
を
初
め
て
曳
山
に
上
げ
た
。
当
初
、
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
を
黙
っ
て
い
て
、

最
後
に
シ
ャ
ギ
リ
が
子
ど
も
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
、
み
ん
な
驚
い
た
。

子
ど
も
で
は
無
理
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
件
で
自
信
を
つ
け
、
そ
の
後
、

壽
山
や
、
鳳
凰
山
（
祝
町
組
）
、
諫
皷
山
な
ど
も
子
ど
も
を
曳
山
に
上
げ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
近
郊
農
村
か
ら
の
囃
子
方
の
確
保
が
大
変
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の
囃
子
方
へ
の
参
加
は
必
要
性
を
増
し
て
い
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
出
演
機
会
を
増
や
す　

昭
和
五
一
年
、
祭
り
だ
け
で
は
寂
し
い
の
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た
、
よ
そ
か
ら
の
視
察
も
多
か
っ
た
。
ま
た
昭
和
五
四
年
に
は
市
内
の
業
者
か

ら
二
〇
〇
ず
つ
パ
ン
ツ
と
草
履
の
寄
贈
も
受
け
、
そ
れ
を
着
て
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
し
て
い
た
。

長
浜
曳
山
祭
が
国
指
定
を
受
け
て
、
昭
和
五
四
年
か
ら
五
八
年
ま
で
全
山
組

が
曳
山
祭
に
出
場
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
出
演
の
度
ご
と
に
ご
ち
そ
う
を
食

べ
さ
せ
た
。
そ
う
す
る
な
か
で
子
ど
も
が
友
達
を
誘
い
合
う
よ
う
に
仕
向
け
た
。

女
子
の
参
加　

長
浜
市
立
西
中
学
校
の
校
長
に
、
子
ど
も
を
シ
ャ
ギ
リ
に
参
加

さ
せ
る
た
め
に
学
校
を
休
ま
せ
て
ほ
し
い
と
頼
み
に
い
く
と
、
男
子
の
み
休
ま

せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
男
子
も
休
ま
せ
ら
れ
な
く
な
る
と

い
わ
れ
た
。
こ
の
件
を
總
當
番
に
相
談
し
、
夕
渡
り
に
付
加
し
た
先
導
隊
の

パ
レ
ー
ド
な
ら
女
子
の
参
加
も
よ
い
と
許
可
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
五
四
年
、

一
二
基
揃
っ
た
年
か
ら
女
子
も
参
加
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
、
Ｓ
氏
や
現
会
長
の

Ｔ
氏
が
調
整
に
当
た
っ
た
が
、
一
部
山
組
か
ら
「
保
存
会
を
や
め
る
」
、
「
女
子

を
入
れ
る
な
ん
て
何
す
ん
ね
ん
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
揉
め
た
。

山
組
独
自
の
曲
の
継
続　

一
時
は
、
山
組
独
自
の
曲
を
伝
承
す
る
山
組
へ
も
保

存
会
の
曲
を
吹
く
よ
う
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
自
分
た
ち
の
山

組
の
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
方
向
修
正
し
た
。
月
宮
殿
・
猩
々

丸
・
萬
歳
樓
・
青
海
山
は
独
自
の
シ
ャ
ギ
リ
を
し
、
保
存
会
の
譜
面
は
強
制
し

て
い
な
い
。
曲
の
な
い
所
は
保
存
会
の
譜
面
を
使
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
発
表
会
で
も
、
保
存
会
の
シ
ャ
ギ
リ
と
自
分
の
山
組
の
シ
ャ
ギ
リ
を
交
互

で
演
奏
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

教
材
用
Ｃ
Ｄ
の
作
り
直
し　

保
存
会
で
、
五
線
譜
の
保
存
会
の
シ
ャ
ギ
リ
と
、

萬
歳
樓
・
月
宮
殿
・
猩
々
丸
の
も
の
を
加
え
た
Ｃ
Ｄ
を
作
り
直
し
た
。

第
二
項

　長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
の
曲
を
伝
承
す
る
山
組
な
ど

囃
子
保
存
会
の
曲
を
伝
承
す
る
の
は
、
八
つ
の
山
組
（
春
日
山
・
諫
皷
山
・
高
砂
山
・

壽
山
・
常
磐
山
・
鳳
凰
山
・
翁
山
・
孔
雀
山
）
と
豊
国
神
社
の
ゑ
び
す
囃
子
で
あ
る
。

八
つ
の
山
組
の
多
く
は
戦
前
か
ら
保
存
会
が
結
成
す
る
昭
和
四
六
年
前
後
ま
で
近

郊
農
村
か
ら
囃
子
方
を
雇
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
昭
和
四
〇
年
前
後
か
ら
、
近
郊

農
村
の
農
家
の
兼
業
化
、
田
植
え
の
早
期
化
な
ど
に
よ
り
、
囃
子
方
の
確
保
が
難

し
く
な
り
、
シ
ャ
ギ
リ
を
テ
ー
プ
で
流
し
た
り
、
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
す
る
ほ
か
の

山
組
に
頼
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

各
山
組
で
伝
承
す
る
曲
は
起
し
太
鼓
で
演
奏
さ
れ
る
「
桜
囃
子
」・「
菊
囃
子
」・「
起

し
太
鼓
」
な
ど
の
み
で
、
ほ
か
は
高
砂
山
の
Ｓ
氏
が
五
線
譜
化
し
た
曲
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
山
組
に
よ
っ
て
現
在
に
至
る
経
緯
は
異
な
る
。
保
存
会
の
曲
の
も

と
と
な
っ
た
高
砂
山
は
、
昭
和
三
〇
年
代
既
に
近
郊
農
村
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
習
い
、

山
組
で
伝
承
し
始
め
た
。
ま
た
孔
雀
山
で
も
昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
山
組
で
シ
ャ

ギ
リ
を
練
習
し
て
い
た
。

囃
子
保
存
会
発
足
後
も
、
伝
承
の
経
緯
に
は
差
が
あ
る
。
壽
山
と
孔
雀
山
は
一

時
指
導
者
が
不
在
で
あ
っ
た
た
め
伝
承
が
断
絶
し
て
い
た
。

ま
た
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
山
組
は
出
番
山
の
と
き
に
男
子
が
役
者
に
な

り
、
囃
子
方
が
少
な
く
な
る
た
め
、
囃
子
保
存
会
が
調
整
す
る
な
ど
し
て
、
暇
番

山
の
山
組
に
応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】

春
日
山
は
囃
子
保
存
会
へ
の
加
入
前
に
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い
な
か
っ
た
。

近
郊
農
村
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
を
知
る
人

が
お
ら
ず
、
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
保
存
会
加
入
後
に
子
ど
も
が
中
心
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囃
子
保
存
会
設
立
以
前　

諫
皷
山
の
記
録
に
は
、
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
と
し
て
明
治

二
〇
年
は
長
浜
市
三
川
（
旧
虎
姫
町
）
、
大
正
一
四
年
は
長
浜
市
湖
北
町
小
今
（
旧

湖
北
町
）
、
昭
和
八
年
は
長
浜
市
湖
北
町
速
水
（
旧
湖
北
町
）
と
い
う
地
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　

戦
後
す
ぐ
に
は
長
浜
市
布
勢
（
旧
長
浜
市
）
や
長
浜
市
八
幡
中
山
（
旧
長
浜
市
）

か
ら
、
そ
の
後
は
、
国
友
の
人
が
隣
り
の
長
浜
市
下
の
郷
東
（
安
福
寺
）
（
旧
長

浜
市
）
の
人
と
一
緒
に
シ
ャ
ギ
リ
に
来
て
く
れ
て
い
た
。

シ
ャ
ギ
リ
に
三
味
線
が
入
る
場
面 

起
し
太
鼓
の
と
き
だ
け
町
内
の
風
呂
屋
の
お

ば
さ
ん
が
三
味
線
を
し
て
賑
や
か
に
「
桜
囃
子
」
を
囃
し
た
。
そ
れ
以
外
の
シ
ャ

ギ
リ
で
は
三
味
線
が
入
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
起
し
太
鼓
の
歌
も
シ
ャ
ギ
リ
に

合
わ
せ
て
う
た
っ
た
。
今
は
、
三
味
線
は
入
れ
て
い
な
い
し
、
歌
も
う
た
わ
な

く
な
っ
た
。
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
覚
え
る
前
の
起
し
太
鼓
の
笛
は
テ
ー
プ
で
あ
っ

た
が
、
太
鼓
は
若
い
衆
で
叩
く
人
が
数
人
い
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
（
囃

子
屋
台
）
の
で
き
る
前
は
、
乳
母
車
や
リ
ヤ
カ
ー
に
太
鼓
を
載
せ
て
町
内
を
ま

わ
っ
た
。
三
味
線
の
か
わ
り
に
若
い
衆
が
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

諫
皷
山
と
国
友
が
一
緒
に
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る

　中
老
の
Ｎ
氏
は
五
線
譜
で

習
う
よ
う
に
な
っ
た
大
人
の
一
期
生
で
あ
る
。
大
学
生
の
と
き
（
昭
和
四
四
年
）

に
シ
ャ
ギ
リ
の
募
集
案
内
を
見
て
町
内
の
同
級
生
と
二
人
で
高
砂
山
に
習
い
に

い
き
、
宮
町
会
館
や
個
人
の
二
階
、
長
浜
公
民
館
な
ど
で
習
っ
た
。
練
習
は
基

本
的
に
楽
譜
に
因
っ
た
が
、
微
妙
な
指
の
押
さ
え
方
は
見
て
習
っ
た
。
太
鼓
の

叩
き
方
の
基
本
も
習
っ
た
。
笛
は
五
月
か
ら
七
月
で
「
御
遣
り
」
と
「
神
楽
」

が
何
と
か
鳴
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

Ｎ
氏
が
正
式
に
若
い
衆
に
入
る
前
（
昭
和
四
七
年
）
の
出
番
の
と
き
は
国
友

の
囃
子
方
と
一
緒
に
笛
を
吹
い
た
。
こ
の
と
き
、
国
友
か
ら
は
四
人
来
て
い
た
。

と
な
っ
て
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い
る
。

囃
子
保
存
会
へ
の
加
入　

春
日
山
で
は
昭
和
五
〇
年
前
後
に
男
子
中
学
生
の
一

人
が
、
囃
子
保
存
会
が
大
通
寺
で
お
こ
な
っ
て
い
た
囃
子
の
練
習
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
が
、
ほ
か
の
人
に
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。
春
日
山
が
囃
子
保
存
会
に

入
っ
た
の
は
昭
和
五
一
年
か
五
二
年
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
は
筆
頭
が
中

心
に
子
ど
も
を
集
め
て
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
諌
皷
山
（
御
堂
前
組
）】 

囃
子
保
存
会
設
立
前
は
主
に
長
浜
市
国
友
（
旧
長
浜
市
）
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
雇
っ

て
い
た
。

囃
子
保
存
会
設
立
後
初
め
て
の
出
番
山
（
昭
和
四
七
年
）
で
は
、
設
立
前
に
高

砂
山
で
教
わ
っ
た
諫
皷
山
の
若
い
衆
の
一
人
が
国
友
の
囃
子
方
と
一
緒
に
シ
ャ
ギ

リ
を
演
奏
し
た
。
次
の
出
番
山
の
昭
和
五
〇
年
は
萬
歳
樓
に
依
頼
し
て
演
奏
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
山
組
内
で
子
ど
も
も
含
め
て
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る

人
が
揃
っ
て
き
た
の
で
諫
皷
山
だ
け
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
不
足
す
る
場

合
は
、
出
番
山
の
重
な
ら
な
い
高
砂
山
・
萬
歳
樓
の
応
援
を
得
て
い
た
。
一
方
で

高
砂
山
・
孔
雀
山
な
ど
が
出
番
山
の
と
き
に
は
応
援
に
い
っ
て
い
た
。
近
年
は
鳳

凰
山
か
ら
の
応
援
を
得
て
い
る
。

諫
皷
山
で
は
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
、
起
し
太
鼓
で
は
テ
ー
プ
と
太
鼓
・
す
り
鉦
・

三
味
線
で
「
桜
囃
子
」
を
演
奏
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
七
年
の
出
番
山
の
際
に
起

し
太
鼓
の
生
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
先
に
高
砂
山
で
習
っ
て
い
た
若
い
衆
が

先
生
に
な
っ
て
そ
の
年
の
二
月
か
ら
若
い
衆
が
楽
譜
で
練
習
を
し
、
「
桜
囃
子
」
を

演
奏
し
た
。
そ
の
な
か
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
本
格
的
に
習
う
人
が
増
え
そ
の
後
、
子

ど
も
に
も
伝
承
し
て
い
る
。
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が
な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
は
紋
付
羽
織
袴
で
何
も
せ
ず
、
シ
ャ
ギ
リ
は
手
間
賃

を
払
っ
た
ら
来
て
も
ら
え
る
く
ら
い
に
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
す

る
人
が
い
な
か
っ
た
。

雇
い
シ
ャ
ギ
リ 

高
砂
山
は
専
属
で
四
ツ
塚
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
い
た
。
四
ツ
塚

と
一
緒
に
本
庄
か
ら
も
来
て
い
た
。

昭
和
三
〇
年
代
後
半
の
シ
ャ
ギ
リ
の
伝
承 

自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
稽
古
し
て
い

た
。
昭
和
三
九
年
に
は
自
町
の
人
も
囃
子
方
と
し
て
祭
り
に
出
た
。
町
内
で
吹

け
る
人
は
五
、
六
人
だ
っ
た
。
起
し
太
鼓
は
簡
単
な
の
で
吹
け
る
人
は
も
っ
と
い

た
。
当
時
は
人
数
が
足
り
な
け
れ
ば
本
庄
の
囃
子
方
に
来
て
も
ら
っ
て
い
た
。

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
夜
だ
け
来
る
人
が
多
か
っ
た
。

起
し
太
鼓　

も
と
も
と
高
砂
山
の
起
し
太
鼓
で
演
奏
す
る
「
正
調
」
と
い
う
曲

に
は
三
味
線
が
入
ら
な
か
っ
た
。
も
し
三
味
線
の
入
る
「
桜
囃
子
」
を
す
る
と

長
老
か
ら
怒
ら
れ
た
。
昔
は
錦
町
に
三
軒
く
ら
い
置
屋
が
あ
り
、
町
内
だ
か
ら

お
酒
を
持
っ
て
い
く
と
芸
者
さ
ん
が
た
だ
で
来
て
く
れ
て
い
た
。
昭
和
五
〇
年

代
に
は
ま
だ
芸
者
さ
ん
が
お
り
、
三
味
線
で
一
緒
に
起
し
太
鼓
を
し
て
い
た
。

昭
和
四
〇
年
代
の
子
ど
も
の
関
与 

囃
子
保
存
会
加
入
以
前
、
子
ど
も
は
稽
古
を

し
て
い
な
か
っ
た
。

【
壽
山
（
大
手
町
組
）】

囃
子
保
存
会
に
加
入
す
る
前
は
、
近
郊
農
村
か
ら
囃
子
方
を
雇
っ
て
い
た
が
、

昭
和
三
〇
年
代
か
ら
囃
子
方
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
テ
ー
プ
で
シ
ャ
ギ

リ
を
流
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
評
判
が
悪
か
っ
た
。
昭
和
四
六
年
頃
保
存
会
に
加

入
し
、
昭
和
四
九
年
に
は
曳
山
祭
で
初
め
て
子
ど
も
が
演
奏
し
た
（
翁
山
参
照
）
。

し
か
し
昭
和
五
三
年
頃
後
継
者
不
足
に
よ
り
伝
承
は
途
絶
え
る
。
数
年
後
孔
雀
山

太
鼓
一
人
・
す
り
鉦
一
人
・
笛
二
人
だ
っ
た
。
笛
が
二
人
で
は
少
な
い
の
で
、

笛
吹
け
る
な
ら
亭
に
上
が
れ
と
い
わ
れ
て
、
亭
で
一
緒
に
笛
を
吹
い
た
。

し
か
し
、
国
友
の
人
が
「
御
遣
り
」
と
い
う
の
は
保
存
会
で
い
う
「
神
楽
」
で
、

彼
ら
が
「
神
楽
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
保
存
会
の
「
御
遣
り
」
だ
っ
た
。
曲
名

が
逆
転
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
太
鼓
の
叩
き
方
も
違
っ
て
い
た
。
保
存

会
で
は
「
御
遣
り
」
で
大
太
鼓
を
八
つ
叩
く
と
こ
ろ
が
、
国
友
で
は
大
太
鼓
を

四
つ
に
締
め
太
鼓
を
四
つ
叩
く
、
つ
ま
り
、
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
タ
ン
タ
ン
タ

ン
タ
ン
と
叩
く
も
の
だ
っ
た
。

女
子
の
参
加　

昭
和
五
〇
年
頃
町
内
の
女
子
中
学
生
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
が
好
き
な

の
で
習
い
た
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
教
え
た
の
が
、
長
浜
の
山
組
で
女

性
に
教
え
る
最
初
と
な
っ
た
。
曳
山
祭
へ
の
参
加
は
し
な
か
っ
た
が
、
夏
に
駅

前
通
り
で
あ
っ
た
「
長
浜
総
お
ど
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
先
導
隊
の
シ
ャ
ギ
リ

の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
希
望
者
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
練
習
に
参
加
し
て
い
る
。

【
高
砂
山 （
宮
町
組
）】

昭
和
三
〇
年
代
前
半
に
囃
子
保
存
会
二
代
目
会
長
（
高
砂
山
）
ら
が
四
ツ
塚
に

シ
ャ
ギ
リ
を
習
い
に
い
く
ま
で
、
高
砂
山
は
主
に
四
ツ
塚
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を

し
て
い
た
。
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
昭
和
四
〇
年
代
ま

で
は
近
郊
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
当
時
は
若
い
衆
だ
け
で
シ
ャ
ギ
リ

を
し
て
い
た
た
め
、
出
番
山
の
と
き
は
狂
言
の
執
行
に
人
手
が
割
か
れ
て
し
ま
い
、

シ
ャ
ギ
リ
に
ま
で
人
員
を
ま
わ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
保
存
会
が
発
足
す
る
以

前
は
シ
ャ
ギ
リ
に
子
ど
も
が
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
。

昔
の
シ
ャ
ギ
リ 

曳
山
祭
は
大
名
祭
り
の
た
め
、
山
組
の
人
は
シ
ャ
ギ
リ
に
関
心
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シ
ャ
ギ
リ
の
伝
承
の
断
絶
と
再
開　

壽
山
で
は
シ
ャ
ギ
リ
の
伝
承
が
一
度
途
絶

え
て
い
る
。
昭
和
五
三
年
頃
教
え
て
い
た
高
校
生
が
受
験
で
来
ら
れ
な
く
な
り
、

し
か
も
習
っ
て
い
る
子
ど
も
も
少
な
く
、
シ
ャ
ギ
リ
が
途
絶
え
た
。
数
年
後
孔

雀
山
の
あ
る
人
が
教
え
て
い
た
が
、
亡
く
な
っ
て
、
ま
た
途
絶
え
た
。
伝
承
が

途
絶
え
て
い
た
間
は
、
シ
ャ
ギ
リ
は
ほ
か
の
山
組
の
応
援
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ

て
い
た
。

練
習
の
再
開　

平
成
一
六
、
七
年
は
常
磐
山
と
一
緒
に
練
習
を
し
た
が
、
子
ど
も

も
増
え
て
き
た
の
で
最
近
に
な
っ
て
分
か
れ
て
練
習
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
鳳
凰
山
（
祝
町
組
・
魚
屋
町
組
）】

囃
子
保
存
会
加
入
以
前
、
鳳
凰
山
は
主
に
長
浜
市
唐
国
（
旧
虎
姫
町
）
か
ら
雇

い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
加
入
後
は
、
保
存
会
が
指
導
す
る
曲
を
演
奏
し
て
い
る
。

初
め
て
曳
山
祭
で
の
シ
ャ
ギ
リ
に
女
子
の
参
加
を
認
め
た
山
組
で
あ
る
。

雇
い
シ
ャ
ギ
リ　

シ
ャ
ギ
リ
は
近
郊
の
村
落
に
任
せ
て
い
た
の
で
、
年
齢
が
上

の
人
は
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
な
い
人
が
多
い
。
曲
は
村
落
（
長
浜
市
小
一
条
（
旧

長
浜
市
）
、
長
浜
市
布
勢
な
ど
）
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
っ
て
い
た
。
い
つ
も
同

じ
村
落
に
頼
む
の
で
は
な
く
、
気
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
か
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

各
村
落
に
頼
み
に
い
き
、
「
山
に
合
う
」
シ
ャ
ギ
リ
を
連
れ
て
来
て
い
た
。
そ
の

人
た
ち
に
と
っ
て
は
曳
山
祭
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
だ
っ
た
。

お
金
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
が
、
ご
ち
そ
う
と
お
酒
が
も
ら
え
る
。
町
の
人

は
、
お
金
を
出
し
て
よ
そ
の
村
落
に
頼
ん
で
「
自
分
の
町
に
合
っ
た
派
手
な
シ
ャ

ギ
リ
」
を
選
ん
だ
ら
い
い
、
と
思
っ
て
い
た
。
鳳
凰
山
は
昭
和
三
〇
年
前
後
に

は
唐
国
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
唐
国
の
シ
ャ
ギ
リ
は
現
在
の
保
存

会
の
シ
ャ
ギ
リ
と
違
っ
て
ど
ろ
く
さ
く
、
テ
ン
ポ
も
違
う
。

と
合
同
で
練
習
す
る
も
、
指
導
者
が
亡
く
な
っ
た
た
め
平
成
初
頭
に
再
度
伝
承
し

な
く
な
っ
た
。
平
成
一
六
年
に
常
磐
山
と
合
同
で
練
習
す
る
か
た
ち
で
シ
ャ
ギ
リ

を
再
開
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
壽
山
だ
け
で
練
習
し
て
い
る
。

雇
い
シ
ャ
ギ
リ 

昭
和
三
〇
年
代
、
囃
子
保
存
会
四
代
目
会
長
の
Ｔ
氏
が
壽
山
の

若
い
衆
筆
頭
の
と
き
、
近
郊
の
村
落
に
シ
ャ
ギ
リ
を
頼
み
に
い
っ
た
。
一
升
瓶

を
提
げ
て
頼
む
が
受
け
取
ら
な
い
。
二
本
下
げ
て
行
く
と
「
い
や
、
な
か
な
か

人
が
集
ま
ら
な
い
」
と
い
う
。
三
本
目
持
っ
て
、
さ
ら
に
「
お
弁
当
を
つ
け
て
、

お
礼
三
万
円
」と
い
う
と
ご
そ
ご
そ
何
人
か
が
や
っ
と
き
て
く
れ
る
。
頼
ん
で
も
、

「
役
者
が
お
弁
当
を
先
に
食
べ
て
い
る
」「
サ
ー
ビ
ス
が
悪
い
」「
お
酒
が
来
な
い
」

な
ど
と
い
っ
て
曳
山
か
ら
下
り
て
し
ま
う
。
早
く
帰
っ
て
し
ま
い
戻
り
山
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

中
老
の
シ
ャ
ギ
リ
の
認
識 

か
つ
て
は
山
組
の
中
老
な
ど
は
「
シ
ャ
ギ
リ
は
、
ほ
っ

と
け
」
と
い
う
理
解
だ
っ
た
。
今
も
そ
う
い
う
人
は
い
る
。

か
つ
て
の
起
し
太
鼓 

若
い
人
が
遊
び
に
い
っ
て
い
る
の
で
、
置
屋
の
お
か
あ
さ

ん
が
お
礼
に
と
起
し
太
鼓
に
三
味
線
で
来
て
く
れ
た
。
お
酒
を
持
っ
て
い
っ
て

「
お
ば
ち
ゃ
ん
頼
む
わ
」「
わ
か
り
ま
し
た
」
と
、
内
輪
の
遊
び
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
。
昔
は
、
看
板
を
持
っ
て
い
っ
た
り
、
ガ
ラ
ス
戸
を
ば
ん
ば
ん
と
叩
い
て
「
起

き
よ
、
起
き
よ
」
と
う
た
っ
た
り
と
賑
や
か
だ
っ
た
。
戸
を
叩
か
れ
な
い
よ
う
に
、

電
気
を
点
け
て
、
戸
を
開
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

テ
ー
プ
で
シ
ャ
ギ
リ
を
流
す　

テ
ー
プ
で
シ
ャ
ギ
リ
を
流
す
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー

が
前
の
山
組
の
シ
ャ
ギ
リ
と
重
な
り
う
る
さ
か
っ
た
。
電
気
屋
が
つ
い
て
調
整

す
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
。

囃
子
保
存
会
へ
の
参
加　

昭
和
四
六
、
七
年
頃
壽
山
も
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
く
れ
な

い
か
と
頼
ま
れ
、
宮
町
会
館
で
練
習
を
始
め
た
。
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昔
か
ら
国
友
に
専
属
の
囃
子
方
が
い
た
。
七
、
八
人
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。

年
配
者
が
多
く
、
な
か
に
は
腰
の
曲
が
っ
た
人
も
い
た
。

戦
前
に
も
翁
山
の
若
い
衆
が
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。

国
友
に
シ
ャ
ギ
リ
を
依
頼
す
る
の
は
筆
頭
の
仕
事
だ
っ
た
。
三
月
頃
、
筆
頭
・

副
筆
頭
と
で
国
友
に
依
頼
し
に
行
く
。
丁
寧
に
依
頼
し
な
い
と
来
て
く
れ
な
い
。

扇
子
を
持
っ
て
お
願
い
に
い
っ
た
ら
受
け
て
く
れ
る
。
一
三
日
の
晩
か
ら
後
宴

狂
言
、
そ
し
て
山
蔵
に
曳
山
を
入
れ
る
と
き
ま
で
来
て
も
ら
っ
た
。
毎
日
自
転

車
で
通
っ
て
き
て
い
た
。
昔
は
田
植
え
が
六
月
だ
っ
た
か
ら
来
や
す
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
演
奏
す
る
場
所
は
亭
の
な
か
だ
っ
た
が
、
外
に
も
よ
く
聞
こ

え
た
。
国
友
へ
の
お
礼
は
謝
礼
金
と
賄
い
で
あ
っ
た
。

起
し
太
鼓 

昭
和
三
〇
年
代
、
自
町
の
人
に
も
、
「
起
し
太
鼓
」
だ
け
は
演
奏
で

き
る
人
が
い
た
の
で
国
友
の
人
と
一
緒
に
演
奏
し
た
。
五
、
六
時
ま
で
夜
通
し
演

奏
し
た
。
ゴ
ミ
箱
を
よ
そ
へ
持
っ
て
い
っ
た
り
、
酒
を
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り

し
な
が
ら
五
回
く
ら
い
ま
わ
る
。
一
回
ま
わ
っ
て
町
家
に
戻
っ
て
酒
を
飲
ん
で
、

ま
た
ま
わ
る
。
酒
を
飲
ん
で
る
と
き
に
色
ん
な
話
を
す
る
。
芸
者
が
二
人
来
た
。

た
だ
昭
和
四
〇
年
代
、
芸
者
は
徐
々
に
来
な
く
な
っ
て
い
た
。

昭
和
四
〇
年
前
後
か
ら
起
し
太
鼓
を
近
郊
農
村
に
頼
ま
な
く
な
っ
た
。
笛
を

吹
く
人
が
い
な
い
と
き
は
乳
母
車
に
テ
ー
プ
を
載
せ
、
テ
ー
プ
の
笛
に
合
わ
せ

て
太
鼓
を
叩
い
た
。
昭
和
五
〇
年
頃
、
子
ど
も
も
起
し
太
鼓
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
き
っ
か
け 

昭
和
四
〇
年
頃
、
国
友
の
囃
子
方
が
高
齢

化
な
ど
の
原
因
で
人
手
不
足
に
な
っ
た
。
三
、
四
人
し
か
来
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

勤
め
人
が
増
え
、
す
ぐ
に
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
、
シ
ャ
ギ
リ

は
四
つ
の
山
組
で
取
り
合
い
だ
っ
た
。
長
浜
市
大
戌
亥
（
旧
長
浜
市
）
や
長
浜

昭
和
五
〇
年
頃
の
シ
ャ
ギ
リ　

昭
和
五
〇
年
頃
に
は
現
在
の
シ
ャ
ギ
リ
の
伝
承

形
態
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
シ
ャ
ギ
リ　

保
存
会
の
Ｓ
氏
が
採
譜
し
た
保
存
会
の
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て

い
る
。

起
し
太
鼓
の
変
化　

か
つ
て
は
「
桜
囃
子
」
を
吹
い
て
い
た
。
あ
る
時
期
に
鳳

凰
山
で
は
「
菊
囃
子
」
の
方
が
主
た
る
曲
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
昭
和
六
三

年
頃
か
ら
「
菊
囃
子
」
を
吹
く
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
「
菊
囃
子
」
と
「
桜

囃
子
」
を
ど
ち
ら
も
演
奏
す
る
。

か
つ
て
は
、
片
町
か
ら
芸
者
が
来
て
、
起
し
太
鼓
で
三
味
線
を
し
て
い
た
。

女
子
の
参
加　

鳳
凰
山
が
女
子
を
祭
り
の
シ
ャ
ギ
リ
に
初
め
て
入
れ
た
。
弁
当

山
（
後
山
）
に
乗
せ
た
。
女
子
の
晴
れ
の
舞
台
で
、
当
時
の
新
聞
に
も
載
っ
た
。

女
子
を
載
せ
る
の
は
画
期
的
だ
っ
た
。
鳳
凰
山
は
オ
ー
プ
ン
な
気
質
で
あ
る
。

女
子
に
教
え
て
ど
う
の
こ
う
の
と
い
う
人
が
い
る
が
、
女
子
は
自
分
の
子
ど
も

に
教
え
、
そ
れ
が
続
く
か
も
し
れ
な
い
。

【
翁
山
（
伊
部
町
組
）】

囃
子
保
存
会
加
入
前
、
翁
山
は
国
友
の
人
に
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

戦
前
も
同
様
の
状
況
だ
っ
た
。
国
友
で
は
数
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
シ
ャ
ギ
リ

を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
前
後
か
ら
、
シ
ャ
ギ
リ
の
人
手
不
足
に
よ
り
、

テ
ー
プ
に
し
た
り
チ
ン
ド
ン
屋
を
呼
ん
だ
り
と
試
行
錯
誤
し
て
い
た
。
ま
た
保
存

会
が
出
来
る
前
か
ら
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
国
友
か
ら
シ
ャ

ギ
リ
を
教
わ
る
人
も
い
た
。
囃
子
保
存
会
結
成
後
は
保
存
会
が
教
え
る
曲
を
、
筆

頭
を
中
心
に
伝
承
し
て
い
る
。

国
友
の
シ
ャ
ギ
リ 

昭
和
三
〇
年
代
、
シ
ャ
ギ
リ
は
頼
む
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
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市
下
坂
（
旧
長
浜
市
）
か
ら
も
来
て
い
た
。

そ
こ
で
、
北
出
町
に
い
た
チ
ン
ド
ン
屋
さ
ん
（
一
人
）
に
シ
ャ
ギ
リ
を
頼
ん

だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
度
だ
け
、
曳
山
に
拡
声
器
を
つ
け
て
録
音
テ
ー

プ
を
流
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ー
プ
は
終
わ
り
方
が
悪
く
、
不
評
だ
っ

た
。シ

ャ
ギ
リ
が
満
足
に
出
来
な
い
状
況
下
で
、
自
町
で
も
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
気
運
が
生
ま
れ
た
。
市
か
ら
自
分
ら
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
ら
ど
う
か

と
い
う
話
も
あ
っ
た
。
保
存
会
が
で
き
る
前
か
ら
自
分
ら
で
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
た
。
興
味
の
あ
る
人
が
国
友
の
人
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
教
わ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
担
い
手
の
変
化　

昭
和
四
六
年
は
近
郊
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
が
来
て
い

た
。
昭
和
四
九
年
に
は
、
保
存
会
が
教
え
た
、
主
に
壽
山
の
子
ど
も
が
応
援
に

来
て
く
れ
た
。

自
町
で
の
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習　

保
存
会
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
参
加
し
た
。
子

ど
も
に
教
え
る
の
が
囃
子
保
存
会
に
入
る
条
件
だ
っ
た
。
翁
山
は
囃
子
保
存
会

に
加
入
す
る
の
が
早
い
方
だ
っ
た
。

昭
和
四
九
年
の
出
番
山
が
終
わ
っ
て
か
ら
練
習
し
始
め
た
。
当
初
保
存
会
が

教
え
た
の
は
若
い
衆
だ
っ
た
。
大
人
だ
け
で
は
伝
承
が
続
か
な
い
の
で
、
子
ど

も
に
も
教
え
る
よ
う
に
な
り
、
若
い
衆
は
世
話
係
に
な
っ
た
。
翁
山
は
当
初
、

当
時
の
筆
頭
Ｔ
氏
が
シ
ャ
ギ
リ
を
教
わ
り
に
い
き
、
そ
の
後
、
徐
々
に
教
わ
り

に
い
く
人
数
が
増
え
て
い
っ
た
。
大
通
寺
の
婦
人
会
館
で
保
存
会
の
Ｓ
氏
に
教

わ
っ
た
。
子
ど
も
は
覚
え
が
早
か
っ
た
が
、
大
人
は
指
が
つ
い
て
い
か
な
か
っ
た
。

昭
和
五
二
年
頃
町
家
で
Ｔ
氏
ら
が
子
ど
も
を
集
め
て
毎
週
土
曜
日
か
日
曜
日

に
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
を
し
た
。
町
家
で
練
習
を
始
め
た
当
初
は
保
存
会
の
Ｓ
氏

が
教
え
に
き
て
く
れ
た
。
Ｔ
氏
が
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
Ｔ
氏

の
家
で
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
〇
年
代
前
半
に
は
、
必
ず
し
も
若
い
衆
の
筆
頭
が
シ
ャ
ギ
リ
の
指
導

を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
出
来
る
人
が
指
導
す
る
状
態
だ
っ
た
が
、
昭
和
五
〇

年
代
後
半
か
ら
筆
頭
が
シ
ャ
ギ
リ
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
翁
山

で
は
筆
頭
が
シ
ャ
ギ
リ
を
指
導
し
て
い
る
。

初
め
は
男
子
だ
け
が
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
自
町
だ
け
で
も
小
学
生
の
男

子
が
一
二
、
三
人
い
た
。
当
時
は
女
子
が
参
加
す
る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。
小

学
生
を
対
象
に
教
え
始
め
た
が
、
そ
の
子
た
ち
が
中
学
生
に
な
っ
て
も
シ
ャ
ギ

リ
を
続
け
た
。
今
で
は
若
い
衆
も
中
老
も
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ャ
ギ
リ
を
始
め
た
当
時
は
自
町
に
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
た
が
、
段
々
と

自
町
の
子
ど
も
が
減
っ
て
き
て
、
よ
そ
の
子
も
入
っ
て
き
た
。
ま
た
、
祭
り
の

と
き
は
、
自
町
と
よ
そ
の
山
組
の
囃
子
方
を
融
通
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
場
所 

翁
山
は
伊
部
町
と
三
ツ
矢
町
に
分
か
れ
て
い
る
。
三

ツ
矢
町
に
は
昔
か
ら
会
館
が
あ
っ
た
が
、
伊
部
町
に
会
館
が
で
き
た
の
は
平
成

一
三
、
四
年
で
あ
る
。
か
つ
て
翁
山
を
構
成
し
て
い
る
伊
部
町
と
三
ツ
矢
町
の
関

係
が
芳
し
く
な
い
時
期
が
あ
り
、
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
を
始
め
た
当
初
、
三
ツ
矢

南
会
館
を
練
習
場
に
貸
し
て
も
ら
う
こ
と
が
頼
み
に
く
か
っ
た
た
め
、
大
通
寺

で
練
習
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
大
分
仲
が
よ
く
な
っ
て
三
ツ
矢
南
会
館
で

練
習
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。

若
い
衆
の
シ
ャ
ギ
リ
の
関
与 

昭
和
四
〇
年
代
、
ほ
と
ん
ど
の
若
い
衆
は
笛
を
吹

か
な
か
っ
た
。
何
人
か
好
き
な
人
は
子
ど
も
と
一
緒
に
吹
い
た
。
た
だ
、
シ
ャ

ギ
リ
を
吹
か
な
く
て
も
何
の
曲
か
は
知
っ
て
い
た
。

女
子
の
参
加　

昭
和
五
八
年
に
筆
頭
の
二
人
が
女
子
も
シ
ャ
ギ
リ
に
参
加
で
き
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現
在
は
町
外
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
構
成
員
が
三
〇
人
弱
と
、
囃

子
方
の
人
数
が
多
い
山
組
の
一
つ
と
な
っ
た
。

雇
い
シ
ャ
ギ
リ　

大
戌
亥
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
が
来
て
い
た
が
、
取
り
ま
と
め

る
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
来
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
大
体
昭
和
四
〇
年
く
ら
い

ま
で
来
て
い
た
。

テ
ー
プ
で
シ
ャ
ギ
リ
を
お
こ
な
っ
た
年　

昭
和
四
三
年
は
録
音
テ
ー
プ
で
シ
ャ

ギ
リ
を
お
こ
な
っ
た
。

囃
子
保
存
会
に
加
入
し
た
年　

昭
和
五
一
年
に
常
磐
山
は
保
存
会
に
加
入
し
た
。

保
存
会
加
入
当
時
の
指
導
者
と
子
ど
も
の
数　

昭
和
五
一
年
当
時
の
指
導
者
は

当
時
保
存
会
会
長
だ
っ
た
Ｓ
氏
と
高
砂
山
の
人
で
、
教
わ
っ
た
子
ど
も
は
七
人

で
あ
る
。
当
時
は
囃
子
方
の
家
や
負
担
人
の
家
で
練
習
し
た
。

鳳
凰
山
の
応
援　

昭
和
五
二
年
の
出
番
で
は
、
鳳
凰
山
が
応
援
に
来
て
一
緒
に

シ
ャ
ギ
リ
を
お
こ
な
っ
た
。

常
磐
山
だ
け
で
の
シ
ャ
ギ
リ　

昭
和
五
五
年
か
ら
、
最
初
に
教
わ
っ
た
子
ど
も

が
中
心
に
な
っ
て
、
常
磐
山
の
な
か
だ
け
で
出
番
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

囃
子
の
担
当　

常
磐
山
は
昭
和
四
六
年
か
ら
総
祭
り
の
形
態
で
祭
り
を
し
て
い

る
が
、
シ
ャ
ギ
リ
は
若
い
衆
が
受
け
継
い
で
き
た
。

起
し
太
鼓　

昔
は
起
し
太
鼓
の
三
味
線
に
、
芸
者
さ
ん
を
呼
ん
だ
り
も
し
た
。

常
磐
山
は
、
そ
う
し
て
起
し
太
鼓
を
絶
や
し
た
こ
と
は
な
い
。

女
性
参
加
の
変
遷　

女
性
は
曳
山
に
関
す
る
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
が
、
シ
ャ

ギ
リ
に
つ
い
て
は
、
屋
台
の
周
り
で
演
奏
し
、
「
切
り
笛
」
・
「
出
笛
」
の
よ
う
な

独
奏
す
る
場
面
で
も
女
子
が
お
こ
な
う
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
二
、
三
〇
年
前
に

既
に
女
子
は
い
た
が
、
出
演
す
る
際
に
は
端
っ
こ
だ
っ
た
。
ま
た
自
町
だ
け
だ
っ

た
。
一
三
年
前
に
は
既
に
「
切
り
笛
」
を
女
子
が
吹
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
現
在
、

る
よ
う
に
し
た
。
ち
ょ
う
ど
男
子
が
減
っ
て
き
た
頃
だ
っ
た
。
そ
れ
に
女
子
が

出
ら
れ
な
い
の
も
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、
各
家
か
ら
祭
典
費
を
徴
収
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
が
出
ら
れ
な
い
と
不
公
平
に
感
じ
る
こ
と
も

女
子
を
参
加
さ
せ
た
理
由
だ
っ
た
。

シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
（
囃
子
屋
台
） 

昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
屋
台
を
寄
付
を
募
っ

て
作
っ
た
。
当
時
よ
そ
の
山
組
で
も
作
り
始
め
て
お
り
、
翁
山
は
二
番
目
か
三

番
目
だ
っ
た
。
シ
ャ
ギ
リ
ヤ
タ
イ
と
よ
ん
だ
。
職
人
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
も
っ

と
大
き
い
の
を
作
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
町
内
に
会
館
が
な

く
、
置
き
場
が
な
か
っ
た
の
で
、
小
さ
め
に
し
た
。

子
ど
も
に
と
っ
て
の
練
習
の
楽
し
み 
三
ツ
矢
町
と
伊
部
町
は
子
ど
も
会
が
違
う

が
、
シ
ャ
ギ
リ
練
習
の
と
き
は
一
緒
に
遊
べ
る
の
で
、
嬉
し
そ
う
に
来
て
い
た
。

近
郊
の
シ
ャ
ギ
リ
と
自
町
の
シ
ャ
ギ
リ 
現
在
翁
山
で
し
て
い
る
シ
ャ
ギ
リ
と
近

郊
の
囃
子
方
に
し
て
も
ら
っ
た
も
の
と
は
曲
が
違
う
。

現
在
の
国
友
と
の
関
係 

今
は
な
い
。
当
時
は
仲
間
内
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た

た
め
、
今
で
は
国
友
で
も
長
浜
に
シ
ャ
ギ
リ
に
行
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
。

【
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）】

昭
和
五
一
年
に
囃
子
保
存
会
に
加
入
す
る
前
は
、
大
戌
亥
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ

を
し
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
四
〇
年
頃
に
大
戌
亥
か
ら
の
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き

な
く
な
り
、
そ
の
あ
と
は
テ
ー
プ
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。

昭
和
五
一
年
に
保
存
会
に
加
入
す
る
も
、
当
初
は
人
数
が
少
な
く
ほ
か
の
山
組

か
ら
応
援
に
来
て
も
ら
っ
て
い
た
。
本
格
的
に
常
磐
山
で
シ
ャ
ギ
リ
を
始
め
た
の

は
昭
和
五
五
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
も
人
数
が
少
な
い
状
態
は
続
い
た
が
、
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り
、
そ
こ
で
シ
ャ
ギ
リ
も
し
て
い
た
た
め
、
明
治
生
ま
れ
の
人
で
シ
ャ
ギ
リ
を

吹
け
る
人
が
い
た
。
そ
の
内
の
一
人
は
古
道
具
屋
を
営
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
笛

や
太
鼓
を
購
入
し
た
。
諫
皷
山
の
人
も
そ
こ
で
笛
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
祭
り
当
日
は
町
内
の
人
は
狂
言
の
執
行
な
ど
に
人
員
を
割
か
れ
シ
ャ

ギ
リ
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
近
郊
農
村
の
人
に
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
も
ら
っ
て

い
た
。
と
く
に
大
戌
亥
か
ら
の
シ
ャ
ギ
リ
に
来
る
人
が
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
大
戌
亥
と
は
祭
り
以
外
で
も
商
売
上
の
交
流
が
あ
っ
た
。
大
戌
亥
の
人
は

物
の
取
引
き
を
し
に
き
た
つ
い
で
に
、
町
へ
情
報
を
仕
入
れ
に
き
た
り
し
て
い

た
。
そ
う
い
う
と
き
に
シ
ャ
ギ
リ
を
請
け
負
っ
て
い
た
。
戦
後
に
な
っ
て
か
ら

は
大
戌
亥
と
の
交
流
は
な
く
な
っ
た
。

自
町
で
の
シ
ャ
ギ
リ　

戦
後
孔
雀
山
に
は
、
太
鼓
が
で
き
る
大
正
生
ま
れ
の
兄

と
笛
の
で
き
る
昭
和
二
年
生
ま
れ
の
弟
の
Ｋ
兄
弟
が
い
た
。
Ｋ
兄
弟
は
シ
ャ
ギ

リ
に
熱
心
で
、
昭
和
三
七
年
頃
か
ら
町
内
の
若
い
衆
に
シ
ャ
ギ
リ
を
教
え
始
め

た
。練

習
場
所
は
Ｋ
兄
弟
が
営
む
店
舗
の
地
下
室
か
町
家
で
、
Ｋ
兄
弟
か
ら
一
対

一
で
習
っ
た
。
練
習
方
法
は
、
指
使
い
は
Ｋ
兄
弟
が
手
書
き
で
書
い
た
笛
の
穴

を
押
さ
え
る
と
こ
ろ
が
図
示
さ
れ
た
運
指
表
を
用
い
、
旋
律
は
口
伝
で
教
わ
っ

た
。
「
ウ
ー
ヒ
ョ
ー
」
な
ど
と
う
た
っ
て
覚
え
た
。
譜
面
を
持
ち
帰
り
家
に
帰
っ

て
自
主
練
習
を
し
た
。
教
わ
っ
た
曲
目
は
「
奉
演
間
」・「
御
遣
り
」・「
起
し
太
鼓
」・

「
神
楽
」
で
あ
る
。
笛
は
各
自
で
用
意
し
て
吹
い
た
。
太
鼓
は
Ｋ
氏
が
叩
き
、
す

り
鉦
は
交
代
で
叩
い
た
。

し
か
し
、
出
番
山
の
と
き
は
、
狂
言
の
執
行
な
ど
で
人
手
が
足
り
ず
、
シ
ャ

ギ
リ
を
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
結
局
、
出
番
山
の
と
き
に
亭
に
上
が
っ
て
シ
ャ

ギ
リ
を
す
る
の
は
近
郊
農
村
の
人
だ
っ
た
。
当
時
は
長
浜
市
高
月
町
雨
森
（
旧

自
町
狂
言
の
「
出
笛
」
は
通
常
男
子
が
吹
く
が
、
い
な
い
場
合
は
一
番
う
ま
い

女
子
が
吹
く
。

囃
子
方
の
規
模
の
変
化　

二
、
三
〇
年
く
ら
い
前
に
は
、
子
ど
も
五
人
に
指
導
者

三
人
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
五
年
前
は
子
ど
も
は
一
〇
人
以
上
に
増
え
た
。

最
近
は
数
だ
け
な
ら
三
〇
人
弱
い
る
。
た
だ
し
一
五
年
前
は
子
ど
も
は
す
べ
て

自
町
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
今
は
自
町
は
少
な
く
外
か
ら
来
た
子
ど
も
が
多
い
。

シ
ャ
ギ
リ
の
低
年
齢
化　

二
〇
年
以
上
前
は
、
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
に
来
ら
れ
な

く
な
る
の
は
中
学
校
く
ら
い
か
ら
だ
っ
た
が
、
今
で
は
小
学
校
高
学
年
以
上
に

な
る
と
習
い
事
や
塾
な
ど
が
あ
る
た
め
低
学
年
化
し
て
い
る
。
現
在
三
〇
代
以

上
の
人
が
子
ど
も
の
頃
は
、
先
に
役
者
を
や
っ
て
、
そ
の
後
に
シ
ャ
ギ
リ
（
小

三
く
ら
い
か
ら
）
を
し
た
。
そ
し
て
裸
参
り
を
し
て
、
若
い
衆
と
し
て
子
ど
も

の
世
話
、
や
が
て
中
老
と
い
う
順
序
だ
っ
た
が
、
今
は
子
ど
も
が
借
り
役
者
の

場
合
は
、
シ
ャ
ギ
リ
か
ら
役
者
と
順
番
が
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
。

【
孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）】

戦
前
に
孔
雀
山
に
芝
居
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
た
め
、
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
で
き

る
人
が
い
た
が
、
出
番
山
の
と
き
は
狂
言
執
行
に
人
員
が
割
か
れ
る
た
め
、
近
郊

農
村
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
昭
和
三
七
年
か
ら
自
町
で
独
自
に
シ
ャ

ギ
リ
の
練
習
を
始
め
た
が
、
出
番
山
の
と
き
に
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
ず
、
近
郊
農
村

か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
練
習
は
途
絶
え
、
昭
和
五
二
年
に

囃
子
保
存
会
に
加
入
後
、
再
び
自
町
で
練
習
を
始
め
た
。
し
か
し
、
指
導
者
不
足

な
ど
の
要
因
で
平
成
初
頭
に
再
び
伝
承
は
断
絶
し
た
。
平
成
二
三
年
二
月
か
ら
、

若
い
衆
が
中
心
と
な
っ
て
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
を
再
開
し
た
。

戦
前
の
シ
ャ
ギ
リ　

戦
前
、
孔
雀
山
に
は
大
人
が
す
る
芝
居
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
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シ
ャ
ギ
リ
の
断
絶　

平
成
の
初
め
頃
、
指
導
を
し
て
い
た
Ｓ
氏
が
亡
く
な
り
、

シ
ャ
ギ
リ
が
途
絶
え
た
。
そ
れ
ま
で
の
練
習
は
壽
山
と
一
緒
に
し
て
い
た
。
壽

山
は
練
習
で
き
る
場
所
が
な
く
、
一
緒
に
孔
雀
山
の
町
家
で
練
習
を
し
て
い
た
。

Ｓ
氏
は
米
原
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
人
で
、
当
時
既
に
大
人
だ
っ
た
。
米
原

で
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ
て
い
た
の
か
、
す
ぐ
に
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
復
活　

平
成
二
一
年
か
ら
二
年
く
ら
い
青
海
山
で
シ
ャ
ギ
リ
を

習
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
途
絶
え
た
。
再
度
、
平
成
二
三
年
二
月
一
六
日

か
ら
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
再
開
し
た
。
現
在
は
諫
皷
山
の
人
が
、
保
存
会
か
ら

の
派
遣
と
い
う
形
で
教
え
に
き
て
い
る
。
た
だ
、
男
子
は
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ
て
も
、

出
番
山
の
と
き
に
役
者
や
御
幣
使
に
な
る
の
で
、
な
か
な
か
シ
ャ
ギ
リ
が
続
か

な
い
。
次
回
の
祭
り
の
と
き
に
、
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る
か
ど
う
か
難
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
項

　

 

独
自
の
曲
を
伝
承
す
る
山
組

独
自
の
曲
を
演
奏
す
る
山
組
は
三
つ
（
月
宮
殿
・
猩
々
丸
・
萬
歳
樓
）
あ
る
。

各
山
組
は
戦
前
か
ら
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い
た
山
組
で
あ
る
。
し
か
し
、

萬
歳
樓
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
シ
ャ
ギ
リ
の
担
い
手
の
減
少
に
よ
り
、
伝
承
が

途
絶
え
、
戦
後
に
長
浜
曳
山
祭
が
再
開
し
た
当
初
は
近
郊
農
村
か
ら
囃
子
方
を
雇
っ

て
い
た
。
ま
た
、
復
活
に
際
し
て
も
高
砂
山
と
と
も
に
四
ツ
塚
な
ど
か
ら
教
わ
っ

て
お
り
、
囃
子
保
存
会
の
曲
と
共
通
点
が
多
い
。
月
宮
殿
と
猩
々
丸
も
戦
中
に
途

絶
え
て
い
た
が
、
戦
後
、
戦
前
か
ら
の
シ
ャ
ギ
リ
（
ハ
ヤ
シ
）
を
復
活
さ
せ
て
い
る
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

高
月
町
）
の
人
が
孔
雀
山
に
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
雨
森
に
も
曳
山

が
あ
っ
て
、
シ
ャ
ギ
リ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
暇
番
山
の

と
き
も
、
孔
雀
山
は
ほ
か
の
山
組
に
シ
ャ
ギ
リ
の
応
援
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。徐

々
に
練
習
を
す
る
人
が
減
り
、
練
習
し
始
め
て
二
、
三
年
目
で
途
絶
え
た
。

完
全
に
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
た
「
起
し
太
鼓
」
だ
け
は
毎
年
自
町
で
演
奏
し
続
け
、

そ
れ
以
外
の
曲
は
祭
り
で
誰
も
演
奏
し
な
か
っ
た
た
め
、
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

起
し
太
鼓　

起
し
太
鼓
は
自
町
の
人
で
演
奏
し
て
い
た
。
起
し
太
鼓
で
吹
く
曲

は
二
曲
あ
り
、
一
つ
は
高
砂
山
と
同
じ
曲
で
、
も
う
一
つ
は
「
桜
囃
子
（
別
嬪

と
も
い
う
）
」
と
い
う
曲
で
あ
る
。
「
桜
囃
子
」
は
芸
者
さ
ん
に
三
味
線
を
し
て

も
ら
い
、
歌
も
つ
い
て
い
た
。
起
し
太
鼓
で
は
「
桜
囃
子
」
が
多
く
演
奏
さ
れ
た
。

起
し
太
鼓
は
リ
ア
カ
ー
に
太
鼓
を
載
せ
て
ま
わ
っ
て
い
た
。

テ
ー
プ
で
の
シ
ャ
ギ
リ　

昭
和
四
六
年
は
、
テ
ー
プ
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。

「
戻
り
山
」
や
「
出
笛
」
も
テ
ー
プ
を
流
し
た
。

囃
子
保
存
会
へ
の
加
入　

昭
和
五
三
年
に
囃
子
保
存
会
に
加
入
し
た
。
笛
は
当

初
各
家
に
あ
る
笛
を
使
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
保
存
会
を
と
お
し
て
購
入
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
楽
譜
は
保
存
会
が
作
成
し
た
も
の
を
使
っ
た
。
保
存
会
に
加

入
し
て
か
ら
は
、
子
ど
も
も
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
女

子
が
曳
山
に
上
が
れ
ず
、
男
子
は
狂
言
に
出
る
た
め
、
出
番
山
の
と
き
に
自
町

で
な
か
な
か
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
囃
子
保
存
会
を
と
お
し
て
、

青
海
山
・
月
宮
殿
・
諫
皷
山
な
ど
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
の
手
伝
い
に
き
て
も
ら
っ
た
。

応
援
に
来
た
山
組
に
よ
っ
て
シ
ャ
ギ
リ
の
曲
が
異
な
っ
た
。
今
で
も
出
番
山
の

と
き
に
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
な
い
た
め
、
ほ
か
の
山
組
か
ら
応
援
に
き
て

も
ら
っ
て
い
る
。
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囃
子
保
存
会
設
立
以
前
は
、
若
い
衆
が
中
心
に
な
っ
て
ハ
ヤ
シ
を
担
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
前
半
頃
ま
で
は
若
い
衆
の
人
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、

長
浜
市
大
戌
亥
・
長
浜
市
高
橋
（
旧
長
浜
市
）
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
一
方
で
米
原
や
長
浜
の
ほ
か
の
山
組
に
応
援
に
行
っ
て
い
た
。
そ
の

と
き
に
よ
そ
の
外
題
や
振
付
、
役
者
を
ス
カ
ウ
ト
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
、

保
存
会
設
立
以
前
に
既
に
「
ジ
グ
ル
マ
」
・
「
シ
ン
モ
ン
」
の
伝
承
は
途
絶
え
、
「
銀

の
か
ん
ざ
し
」
・
「
祇
園
囃
子
」
を
吹
け
る
人
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。

保
存
会
設
立
時
は
月
宮
殿
が
中
心
的
な
山
組
の
一
つ
だ
っ
た
。
月
宮
殿
に
お
い

て
ハ
ヤ
シ
へ
の
子
ど
も
の
参
加
は
保
存
会
設
立
よ
り
二
年
ほ
ど
早
か
っ
た
が
、
設

立
を
契
機
に
子
ど
も
の
数
が
急
増
し
た
。

な
お
、
月
宮
殿
で
は
囃
子
を
シ
ャ
ギ
リ
と
よ
ば
ず
ハ
ヤ
シ
と
よ
ぶ
。

戦
後
ハ
ヤ
シ
の
再
開　

昭
和
二
四
年
に
豊
国
神
社
の
三
五
〇
年
祭
と
市
制
五
周

年
を
記
念
し
て
曳
山
狂
言
が
再
開
し
た
と
き
、
月
宮
殿
で
は
昭
和
一
二
年
か
ら

曳
山
祭
の
中
断
と
と
も
に
伝
承
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
ハ
ヤ
シ
を
復
活
し
た
。

復
活
の
中
心
は
ハ
ヤ
シ
を
吹
い
た
こ
と
の
無
い
二
〇
歳
前
後
の
若
い
衆
た
ち

だ
っ
た
。
当
時
は
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る
人
の
多
く
が
戦
死
し
て
お
り
、
笛
を
吹

け
る
人
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
ま
ず
ハ
ヤ
シ
の
曲
を
覚
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。昭

和
二
四
年
の
一
月
か
ら
ハ
ヤ
シ
に
精
通
し
て
い
る
下
田
町
の
Ｋ
氏
に
指
導

を
仰
ぎ
練
習
を
始
め
た
。
Ｋ
氏
は
軍
隊
で
ラ
ッ
パ
の
奏
者
で
あ
り
音
楽
的
な
感

性
が
豊
か
な
人
で
あ
っ
た
。
教
わ
っ
た
曲
は
、「
獅
子
」・「
ナ
ナ
シ
」・「
出
笛
」・「
祇

園
囃
子
」
、
そ
し
て
起
し
太
鼓
で
演
奏
す
る
「
桜
囃
子
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
若
い

衆
は
Ｋ
氏
の
指
の
動
き
を
見
て
曲
を
覚
え
、
そ
の
年
の
春
に
開
催
さ
れ
た
曳
山

祭
で
ハ
ヤ
シ
を
復
活
さ
せ
た
。

囃
子
保
存
会
以
前
の
伝
承
状
況　

囃
子
保
存
会
設
立
以
前
は
若
い
衆
が
中
心
と

な
っ
て
ハ
ヤ
シ
を
担
っ
て
い
た
。
中
老
は
起
し
太
鼓
に
手
伝
い
が
て
ら
参
加
す

る
程
度
だ
っ
た
。

若
い
衆
は
加
入
し
て
か
ら
ハ
ヤ
シ
を
習
い
始
め
た
。
昭
和
四
〇
年
代
初
め
頃

は
年
長
の
若
い
衆
五
人
く
ら
い
が
指
導
に
当
た
り
、
月
宮
殿
を
構
成
す
る
四
町

か
ら
若
い
衆
を
二
、
三
人
ず
つ
合
計
一
〇
人
く
ら
い
集
め
て
教
え
た
。
昭
和
三
〇

年
代
後
半
は
囃
子
方
が
手
薄
で
、
若
い
衆
に
加
入
す
る
と
勧
誘
さ
れ
た
人
も
い

た
。練

習
は
月
に
二
回
く
ら
い
で
、
今
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
か
っ
た
。
町
内
に
あ
る

寺
院
・
延
長
坊
で
練
習
し
た
り
、
習
っ
て
い
る
若
い
衆
の
家
で
し
た
。
九
時
に

終
わ
る
は
ず
が
、
終
わ
っ
た
ら
飲
み
始
め
る
の
で
一
一
時
く
ら
い
に
な
っ
た
。

「
ジ
グ
ル
マ
」
・
「
シ
ン
モ
ン
」
は
昭
和
三
、
四
〇
年
代
に
は
既
に
知
る
人
が
お

ら
ず
、
伝
承
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
「
銀
の
か
ん
ざ
し
」
は
知
っ
て
い
る
人
が
お

り
、
わ
ず
か
な
が
ら
伝
承
し
た
人
が
い
る
。
「
祇
園
囃
子
」
は
吹
け
る
人
は
少
な

か
っ
た
。
ち
な
み
に
、「
銀
の
か
ん
ざ
し
」
は
曲
調
か
ら
す
る
と
「
お
ち
つ
き
（
曳

山
の
停
止
）
」
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
ナ
ナ
シ
」
に
よ
く
似
て
い
る
短
い
曲

で
あ
る
。

囃
子
方
の
立
場　

囃
子
方
は
月
宮
殿
で
は
力
を
持
っ
て
い
た
。
祭
り
に
ず
っ
と

参
加
し
て
い
る
年
上
の
者
は
皆
囃
子
方
に
い
た
。
祭
り
の
本
番
し
か
来
な
い
よ

う
な
人
は
ハ
ヤ
シ
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
昭
和
三
、
四
〇
年
代
の
筆
頭
は
大
体
若

い
衆
と
し
て
囃
子
方
を
し
て
い
た
。
筆
頭
だ
け
で
な
く
当
時
の
若
い
衆
の
偉
い

人
は
ハ
ヤ
シ
で
曳
山
に
上
が
っ
て
い
た
た
め
、
曳
山
の
下
の
こ
と
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
。

囃
子
方
の
指
導
者
の
継
承　

若
い
衆
で
年
齢
が
上
が
っ
た
ら
、
自
然
に
教
え
る
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よ
う
に
な
っ
た
。
囃
子
方
の
中
で
、「
次
は
お
前
頼
む
な
」
と
い
う
の
は
あ
っ
た
。

と
く
に
筆
頭
が
正
式
に
指
名
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

雇
い
ハ
ヤ
シ　

昭
和
三
〇
年
代
、
大
戌
亥
・
長
浜
市
高
橋
（
旧
長
浜
市
）
か
ら

ハ
ヤ
シ
の
応
援
に
来
て
も
ら
っ
て
い
た
。
六
〇
代
く
ら
い
の
人
が
来
て
い
た
。

狂
言
を
見
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

他
町
へ
の
応
援　

昭
和
三
四
年
に
米
原
曳
山
祭
に
応
援
に
行
っ
た
。
そ
の
翌
年

の
出
番
の
と
き
に
は
、
米
原
で
し
て
い
た
外
題
を
し
た
。
振
付
も
米
原
で
し
て

い
た
人
で
、
主
役
の
役
者
も
借
り
役
者
だ
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
前
半
、
他
町

へ
応
援
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
翁
山
な
ど
に
応
援
に
行
っ
た
が
、
月
宮
殿
の

曲
を
演
奏
し
た
。
昭
和
四
〇
年
代
前
半
頃
は
長
浜
以
外
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

子
ど
も
の
囃
子
方
加
入
時
期　

保
存
会
設
立
と
同
時
か
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
か

ら
、
月
宮
殿
で
は
子
ど
も
を
教
え
始
め
て
い
た
。
遅
く
と
も
昭
和
四
四
年
の
祭

り
に
は
小
学
生
が
囃
子
方
と
し
て
参
加
し
た
。
し
か
し
、
保
存
会
設
立
が
子
ど

も
に
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
で
は
あ
り
、
保
存
会
が
で
き
て
か
ら
子
ど
も

が
急
増
し
た
。
保
存
会
設
立
当
時
、
既
に
一
五
人
く
ら
い
の
子
ど
も
が
ハ
ヤ
シ

を
習
っ
て
い
た
。
月
宮
殿
で
は
各
若
い
衆
の
家
で
練
習
す
る
た
め
、
子
ど
も
は

早
く
か
ら
ハ
ヤ
シ
を
聞
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ハ
ヤ
シ
に
入
り
や
す
か
っ
た
。

囃
子
保
存
会
設
立
時
の
伝
承
状
況　

自
町
で
若
い
衆
の
家
を
順
番
に
ま
わ
っ
て

練
習
し
た
り
、
町
内
の
延
長
坊
万
年
寺
で
練
習
し
た
。
保
存
会
設
立
時
に
す
べ

て
の
山
組
の
子
ど
も
が
、
市
民
会
館
で
練
習
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
ご
く
短

期
間
だ
っ
た
。
市
民
会
館
で
は
月
宮
殿
の
曲
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
山
組
の
曲

も
吹
け
る
よ
う
に
練
習
し
た
。
ほ
か
の
山
組
の
曲
も
含
め
て
、
楽
譜
は
使
わ
ず

に
聴
い
て
覚
え
た
。
練
習
は
毎
週
あ
っ
た
。

囃
子
保
存
会
へ
の
月
宮
殿
の
関
与　

結
成
当
初
か
ら
参
加
し
た
ほ
か
の
山
組
に

ハ
ヤ
シ
を
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
の
で
月
宮
殿
が
中
心
に
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
初
代
会
長
Ｍ
氏
も
月
宮
殿
の
人
だ
っ
た
。

囃
子
保
存
会
設
立
以
後
の
よ
そ
へ
の
応
援　

昭
和
四
〇
年
代
後
半
（
昭
和
四
五

年
か
四
八
年
）
に
話
者
の
中
老
が
小
学
五
年
生
く
ら
い
で
壽
山
に
応
援
に
行
き
、

出
笛
を
吹
い
た
。
ま
た
、
昭
和
五
〇
年
前
後
に
孔
雀
山
に
ハ
ヤ
シ
の
応
援
に
行
っ

た
。

曳
山
祭
以
外
で
の
演
奏　

昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
浅
井
の
須
賀
谷
で
演
奏
し
た
。

ま
た
、
長
浜
総
お
ど
り
の
と
き
に
、
月
宮
殿
の
人
の
ト
ラ
ッ
ク
に
飾
り
付
け
を

し
て
、
シ
ャ
ギ
リ
を
披
露
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

起
し
太
鼓　

月
宮
殿
に
は
、
「
に
わ
か
（
ほ
か
の
山
組
で
は
、
桜
囃
子
・
別
嬪
と

い
う
）
」
と
「
起
し
太
鼓
」
の
二
曲
が
あ
る
。
「
に
わ
か
」
で
は
芸
者
が
三
味
線

を
弾
い
た
が
「
起
し
太
鼓
」
は
旋
律
が
三
味
線
と
合
わ
な
か
っ
た
。
昭
和
五
〇

年
頃
ま
で
芸
者
が
来
て
い
た
。

ハ
ヤ
シ
マ
ル
（
囃
子
丸
）
の
変
遷　

昔
は
竹
製
の
乳
母
車
に
太
鼓
を
載
せ
て
ハ

ヤ
シ
を
し
て
い
た
。
そ
れ
が
リ
ヤ
カ
ー
に
な
り
、
さ
ら
に
台
車
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
台
車
に
鉄
骨
の
柱
を
四
本
立
て
て
「
ハ
ヤ
シ
マ
ル
（
囃
子
丸
）
」
と
よ
ん
だ
。

そ
れ
が
ほ
か
の
山
組
で
広
ま
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
一
一
年
に
、
一
〇
〇
万
円
く

ら
い
か
け
て
現
在
の
ハ
ヤ
シ
マ
ル
を
作
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
木
で
屋
根
を
作
る

発
想
は
な
か
っ
た
。

現
在
月
宮
殿
で
ハ
ヤ
シ
が
で
き
る
世
代　

現
在
の
六
〇
代
後
半
よ
り
上
と
、

五
〇
代
後
半
よ
り
下
の
世
代
は
ハ
ヤ
シ
が
で
き
る
が
、
そ
の
間
の
世
代
は
で
き

る
人
が
少
な
い
。
保
存
会
設
立
以
前
は
、
若
い
衆
に
な
っ
て
か
ら
囃
子
方
に
入
っ

た
が
、
保
存
会
設
立
以
降
は
子
ど
も
が
ハ
ヤ
シ
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
若
い
衆

に
入
っ
て
ハ
ヤ
シ
を
習
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
前
後
に
生
ま
れ
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た
世
代
は
子
ど
も
の
頃
に
ハ
ヤ
シ
を
し
な
か
っ
た
し
、
若
い
衆
に
な
っ
て
も
ハ

ヤ
シ
を
習
わ
な
か
っ
た
。

【
猩
々
丸
（
船
町
組
）】

戦
前
戦
後
を
と
お
し
て
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
。
戦
中
曳
山
巡
行
お
よ
び
曳

山
狂
言
の
中
止
や
、
戦
争
に
よ
り
シ
ャ
ギ
リ
の
で
き
る
人
が
激
減
し
た
た
め
、
戦

後
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
当
時
の
若
い
衆
が
数
少
な
い
シ
ャ
ギ
リ
の
で
き
る
人

に
教
わ
り
復
活
さ
せ
た
。
囃
子
保
存
会
加
入
ま
で
は
若
い
衆
が
シ
ャ
ギ
リ
の
担
い

手
だ
っ
た
が
、
加
入
後
は
子
ど
も
に
シ
ャ
ギ
リ
を
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
囃
子

保
存
会
三
代
目
会
長
と
な
る
Ｎ
氏
ら
が
、
伝
承
に
携
わ
っ
て
き
た
。

雇
い
シ
ャ
ギ
リ 

町
内
で
笛
を
教
え
る
Ｋ
氏
（
機
織
り
の
店
を
経
営
）
が
い
た
頃

は
、戦
前
も
シ
ャ
ギ
リ
は
雇
わ
ず
に
自
分
た
ち
で
演
奏
し
て
い
た
。
さ
ら
に
前
は
、

大
戌
亥
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
者
が
来
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

昭
和
初
期 

戦
前
、
若
い
衆
を
中
心
に
シ
ャ
ギ
リ
は
祭
り
が
好
き
な
人
が
演
奏
し

て
い
た
。
当
時
シ
ャ
ギ
リ
に
使
う
横
笛
は
、
竹
を
伐
っ
て
き
て
乾
か
し
、
シ
ャ

ギ
リ
の
音
階
が
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
間
隔
に
気
を
つ
け
な
が
ら
自
分
で
穴
を

空
け
た
。
シ
ャ
ギ
リ
の
稽
古
は
口
伝
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
楽
譜
な
ど
は
な
か
っ

た
。
上
手
い
人
の
後
ろ
に
座
っ
て
指
使
い
を
見
て
覚
え
た
。
太
鼓
の
叩
き
方
は

先
生
の
演
奏
を
見
な
が
ら
覚
え
た
。

戦
争
に
よ
る
シ
ャ
ギ
リ
の
禁
止　

日
中
戦
争
勃
発
に
伴
い
、
昭
和
一
二
年
か
ら

曳
山
巡
行
と
曳
山
狂
言
が
自
粛
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
曲
（
「
鶴
の
巣
ご
も
り
」
・

「
神
楽
」
・
「
ゆ
ず
り
は
」
・
「
出
笛
」
）
が
伝
承
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
。
一
方
で
、

戦
争
中
も
起
し
太
鼓
は
お
こ
な
い
続
け
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
復
活 

 

戦
後
、
祭
り
の
再
開
の
と
き
は
、
経
験
も
な
い
ま
ま
手
探

り
の
状
態
で
あ
り
、
シ
ャ
ギ
リ
も
そ
の
と
き
に
復
活
し
た
。
四
、
五
人
で
Ｋ
氏

に
シ
ャ
ギ
リ
の
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
昭
和
二
四
年
、
豊
国
神
社
豊
公

三
五
〇
年
祭
で
曳
山
狂
言
が
復
活
し
た
と
き
、
二
つ
の
山
組
で
一
緒
に
一
つ
の

曳
山
を
出
し
て
い
た
。
猩
々
丸
は
、
月
宮
殿
と
一
組
に
な
っ
て
祭
り
に
参
加
し
た
。

月
宮
殿
が
祭
り
に
出
る
際
、
猩
々
丸
は
月
宮
殿
の
シ
ャ
ギ
リ
の
曲
を
演
奏
し
た
。

猩
々
丸
と
月
宮
殿
の
シ
ャ
ギ
リ
の
曲
に
は
似
て
い
る
部
分
が
多
く
、
月
宮
殿
の

曲
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
後
の
シ
ャ
ギ
リ 

戦
争
の
た
め
、
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
人
が
出
兵
し
た
こ
と

も
あ
り
、
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
え
る
人
が
急
激
に
減
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
も
猩
々

丸
や
隣
接
す
る
月
宮
殿
で
は
、
独
自
の
シ
ャ
ギ
リ
が
町
内
の
人
々
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
三
〇
年
代
に
は
孔
雀
山
な
ど
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い

な
い
山
組
の
応
援
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

練
習
日
程
の
変
化 

昔
は
祭
り
の
前
に
な
る
と
練
習
を
し
た
が
、
子
ど
も
が
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
毎
週
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
え
方
も
、
昔
は
一

対
一
で
先
生
の
指
使
い
を
見
て
、
リ
ズ
ム
や
音
を
体
で
覚
え
た
。

子
ど
も
の
参
加 

子
ど
も
に
シ
ャ
ギ
リ
の
演
奏
を
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

町
内
で
合
意
を
得
て
、
保
存
会
が
成
立
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
五
〇

～
五
五
年
頃
は
、
一
二
、
三
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
に
教
え
た
。

囃
子
方 

昔
は
専
門
の
囃
子
方
と
い
う
役
職
が
あ
っ
た
が
、
今
は
人
が
少
な
く
な

り
、
ほ
か
の
役
職
と
兼
務
と
な
っ
て
い
る
。
昔
の
囃
子
方
の
メ
ン
バ
ー
は
、
す

り
鉦
一
人
・
太
鼓
一
人
・
笛
五
、
六
人
の
計
八
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
「
囃

子
方
」
は
囃
子
保
存
会
が
で
き
て
か
ら
の
よ
び
方
で
、
そ
れ
ま
で
は
中
老
が
シ
ャ

ギ
リ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
よ
び
方
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
場
所 

会
所
が
な
い
頃
、
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
は
各
自
の
家
で
お
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こ
な
っ
て
い
た
。

祭
り
以
外
の
公
演 

祭
り
以
外
で
も
シ
ャ
ギ
リ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
と
く
に
終
戦

後
は
、
余
興
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
方
々
で
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
曳
山
祭
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
は
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
な

ど
へ
公
演
を
頼
ま
れ
て
行
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
本
来
、
曳
山
祭
で
は
、
役
者
も
シ
ャ

ギ
リ
も
男
子
の
み
が
曳
山
に
上
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
公
演
の
場
合
は

女
子
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

桟
敷
の
あ
る
家
で
の
演
奏 
子
ど
も
の
頃
、
桟
敷
が
設
け
ら
れ
た
家
の
前
で
シ
ャ

ギ
リ
を
演
奏
し
た
が
、
お
菓
子
が
出
な
い
と
き
は
、
シ
ャ
ギ
リ
を
し
な
く
て
も

よ
い
な
ど
と
い
わ
れ
た
。

【
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）】

戦
前
は
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
が
、
戦
中
、
伝
承
者
が
激
減
し
、
戦
後

祭
り
が
再
開
し
た
当
時
は
長
浜
市
本
庄
（
旧
長
浜
市
）
な
ど
か
ら
雇
い
シ
ャ
ギ
リ

を
し
て
い
た
。
一
方
で
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
復
活
さ
せ
る
動
き
が
あ
り
、
の
ち
に

囃
子
保
存
会
二
代
目
会
長
と
な
る
Ｓ
氏
ら
高
砂
山
の
若
い
衆
と
と
も
に
四
ツ
塚
の

人
に
笛
を
教
わ
り
つ
つ
、
昭
和
三
〇
年
前
後
に
復
活
さ
せ
た
。
萬
歳
樓
も
保
存
会

の
曲
の
も
と
と
な
っ
た
四
ツ
塚
か
ら
習
っ
た
も
の
の
、
口
頭
で
の
伝
承
だ
っ
た
こ

と
や
、
戦
前
の
シ
ャ
ギ
リ
を
覚
え
て
い
た
人
が
い
た
り
、
四
ツ
塚
以
外
に
長
浜
市

布
勢
（
旧
長
浜
市
）
か
ら
も
習
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
、
保
存
会
の
曲
と
は

異
な
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
前
に
あ
っ
た
曲
の
う
ち
、
一
、
二
曲
が
伝

承
で
き
て
い
な
い
。
昭
和
四
〇
年
の
一
時
期
、
ほ
か
の
山
組
や
米
原
に
応
援
に
行
っ

て
い
た
。

戦
前　

戦
前
は
自
町
内
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
。
大
正
生
ま
れ
の
人
な
ど
は

シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る
。

シ
ャ
ギ
リ
の
復
活　

戦
争
で
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
た
人
が
亡
く
な
っ
た
り
し
て
、

昭
和
二
〇
年
代
は
本
庄
や
布
勢
・
長
浜
市
錦
織
（
旧
び
わ
町
）
か
ら
応
援
に
来

て
も
ら
っ
た
。
一
方
で
、
昭
和
二
四
年
の
豊
公
三
五
〇
年
祭
に
祭
り
が
復
活
し

た
と
き
に
、
自
分
た
ち
で
練
習
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
萬
歳
樓
の
曲

を
知
っ
て
い
る
自
町
の
人
が
少
し
は
い
た
が
、
太
鼓
し
か
叩
け
な
か
っ
た
り
聞

き
覚
え
が
あ
る
程
度
で
、
笛
を
吹
け
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

布
勢
の
人
に
教
え
て
も
ら
い
、
町
内
の
人
が
譜
面
を
書
き
起
し
た
。
さ
ら
に
、

太
鼓
を
打
つ
場
所
を
入
れ
た
譜
面
も
作
成
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
○
年
代
後

半
か
ら
三
○
年
代
に
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
始
め
た
。

四
ツ
塚
と
布
勢
か
ら
習
う　

昭
和
三
〇
年
頃
、
Ｓ
氏
ら
高
砂
山
の
若
い
衆
と
萬

歳
樓
の
若
い
衆
は
四
ツ
塚
の
シ
ャ
ギ
リ
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ
た
。

始
め
は
大
勢
習
い
に
い
っ
た
が
、
最
終
的
に
二
人
だ
け
に
な
っ
た
。
ほ
か
に
布

勢
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。
シ
ャ
ギ
リ
の
ヤ
ド
（
宿
）
だ
っ

た
家
が
米
屋
で
、
田
が
あ
る
布
勢
と
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

月
宮
殿
の
シ
ャ
ギ
リ
を
学
ぶ 

萬
歳
樓
で
は
、
月
宮
殿
に
追
い
つ
き
追
い
越
せ
、

と
い
う
意
識
が
あ
る
。
シ
ャ
ギ
リ
を
ち
ゃ
ん
と
伝
承
し
て
き
た
の
は
月
宮
殿
く

ら
い
だ
と
思
う
。
月
宮
殿
の
シ
ャ
ギ
リ
の
組
織
や
、
月
宮
殿
の
練
習
の
仕
方
な

ど
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

伝
承
で
き
な
か
っ
た
曲　

戦
前
に
吹
い
て
い
た
曲
で
一
、
二
曲
分
か
ら
な
い
も
の

が
あ
る
。
戦
前
に
吹
い
て
い
た
「
夕
華
（
ユ
ウ
ゲ
）
」
と
い
う
曲
は
、
今
は
ど
こ

で
吹
か
れ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
神
前
入
り
の
曲
は
大
正

生
ま
れ
の
人
は
知
っ
て
い
た
が
、
伝
承
で
き
な
か
っ
た
。
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譜
面
の
呼
称 

か
つ
て
譜
面
の
こ
と
は
「
口
伝
譜
」
と
い
っ
て
い
た
。
現
在
は
フ

チ
ョ
ウ
と
い
っ
て
い
る
。
口
で
う
た
う
こ
と
を
現
在
で
は
ク
チ
ョ
ウ
と
い
っ
て

い
る
が
、
か
つ
て
は
そ
う
い
わ
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
三
、四
〇
年
代
の
シ
ャ
ギ
リ
の
担
い
手　

戦
前
に
シ
ャ
ギ
リ
を
習
っ
た
世
代

が
中
心
と
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
し
て
い
た
。
線
香
番

は
自
町
で
演
奏
し
て
い
た
。

囃
子
方
の
待
遇　

現
在
、
八
、
九
〇
歳
く
ら
い
の
人
た
ち
の
頃
は
囃
子
方
の
待
遇

が
よ
か
っ
た
。
小
さ
な
子
で
も
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る
子
は
大
事
に
さ
れ
た
と
い

う
。

昭
和
四
〇
年
代
他
町
へ
の
応
援　

昭
和
四
〇
年
代
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
、

高
砂
山
・
猩
々
丸
・
諫
皷
山
・
鳳
凰
山
・
米
原
に
応
援
に
行
っ
た
。
応
援
に
行

く
だ
け
で
教
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

第
四
項

　長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
の
曲
と
独
自
の
曲
を
伝
承
す
る
山
組

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

昭
和
三
八
年
ま
で
は
、
唐
国
や
八
幡
中
山
か
ら
囃
子
方
を
雇
っ
て
シ
ャ
ギ
リ
を

し
て
い
た
が
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
頃
に
な
る
と
、
囃
子
方
へ
支
払
う
謝
礼
や
接

待
費
な
ど
が
金
銭
的
に
負
担
に
な
り
、
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
止
め
る
気
運
が
高
ま
っ

て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
猩
々
丸
の
Ｆ
氏
が
シ
ャ
ギ
リ
の
曲
を
作
曲
・
楽
譜

化
し
、
長
浜
祭
囃
子
保
存
会
を
発
足
さ
せ
て
、
各
山
組
に
普
及
し
始
め
て
い
た
。

青
海
山
は
Ｆ
氏
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
習
い
、
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
自
町
で
シ
ャ

ギ
リ
を
伝
承
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
シ
ャ
ギ
リ
の
伝
承
を
し
て
い
な
か
っ
た

ほ
か
の
山
組
の
応
援
に
も
行
っ
て
い
た
。
当
時
は
農
家
の
兼
業
化
な
ど
の
要
因
で

近
郊
農
村
か
ら
囃
子
方
が
集
ま
り
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
各
山
組
囃
子
方
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
四
六
年
囃
子
保
存
会
の
発
足
時
か
ら

加
入
し
、
Ｆ
氏
か
ら
習
っ
た
「
豊
公
楽
」
や
「
太
平
楽
」
の
ほ
か
に
、
そ
れ
ま
で

青
海
山
に
な
か
っ
た
「
戻
り
山
」
な
ど
を
囃
子
保
存
会
か
ら
習
っ
た
。
現
在
で
も

青
海
山
は
Ｆ
氏
が
昭
和
三
七
年
に
発
足
さ
せ
た
長
浜
祭
囃
子
保
存
会
の
曲
（
「
豊
公

楽
」・「
太
平
楽
」
）
と
、
昭
和
四
六
年
に
発
足
し
た
囃
子
保
存
会
の
曲
（
「
戻
り
山
」・

「
神
楽
」
・
「
神
楽
の
出
」
・
「
奉
演
間
」
・
「
出
笛
」
）
を
両
方
と
も
伝
承
し
て
い
る
。

雇
い
シ
ャ
ギ
リ　

昭
和
三
八
年
ま
で
、
青
海
山
は
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
年
ま
で
近
郊
農
村
の
唐
国
・
八
幡
中
山
か
ら
囃
子
方
を
雇
っ

て
い
た
。
た
だ
当
時
か
ら
起
し
太
鼓
だ
け
は
自
町
で
「
桜
囃
子
」
を
演
奏
し
て

い
た
。

し
か
し
、
近
郊
農
村
の
囃
子
方
へ
の
飲
食
代
や
接
待
費
が
、
徐
々
に
山
組
に

と
っ
て
負
担
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
雇
い
シ
ャ
ギ
リ
を
し
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

Ｆ
氏
に
よ
る
長
浜
祭
囃
子
保
存
会　

昭
和
三
七
年
、
猩
々
丸
の
尺
八
の
師
範
だ
っ

た
Ｆ
氏
が
、
尺
八
の
楽
譜
に
倣
い
、
０
か
ら
７
ま
で
八
音
階
の
数
字
音
符
で
表

現
し
た
楽
譜
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
長
浜
祭
囃
子
保
存
会
を
発
足
さ
せ
、
長
濱

八
幡
宮
の
参
集
殿
で
各
山
組
を
対
象
に
シ
ャ
ギ
リ
の
指
導
を
始
め
た
。
そ
こ
で

青
海
山
の
若
い
衆
が
四
、
五
人
で
参
加
し
始
め
た
。

青
海
山
が
Ｆ
氏
に
よ
る
長
浜
祭
囃
子
保
存
会
に
参
加
し
た
当
時
、
シ
ャ
ギ
リ

を
伝
承
し
て
い
な
い
山
組
の
う
ち
の
四
つ
か
ら
約
一
〇
人
が
来
て
い
た
が
、
最

終
的
に
青
海
山
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
練
習
は
月
に
一
度
土
曜
日
か
日
曜
日
に

一
、
二
時
間
く
ら
い
し
て
い
た
。
最
初
の
二
、
三
年
は
長
濱
八
幡
宮
で
練
習
し
、

そ
の
後
は
青
海
山
の
町
家
で
練
習
し
た
。
シ
ャ
ギ
リ
を
練
習
し
始
め
て
か
ら
は
、
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音
に
ど
の
よ
う
な
装
飾
音
を
つ
け
る
か
一
定
の
法
則
を
作
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

工
夫
に
よ
り
、
Ｆ
氏
の
作
成
し
た
楽
譜
を
使
え
ば
楽
譜
だ
け
で
練
習
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
歌
を
う
た
っ
て
旋
律
を
覚
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
な
お

太
鼓
用
の
楽
譜
は
作
成
し
な
か
っ
た
。

青
海
山
は
戦
後
シ
ャ
ギ
リ
を
伝
承
し
て
い
な
か
っ
た
ほ
か
の
山
組
よ
り
も
早

く
自
町
で
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
ほ
か
の
山
組
に
シ
ャ

ギ
リ
の
応
援
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
昭
和
四
二
年
に
壽
山
へ
シ
ャ

ギ
リ
の
応
援
に
行
っ
た
り
、
昭
和
四
〇
年
頃
に
翁
山
に
起
し
太
鼓
の
応
援
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
Ｆ
氏
に
よ
る
長
浜
祭
囃
子
保
存
会
は
発
足
後
三
、
四
年
で
解
散

し
た
が
、
青
海
山
は
そ
の
後
も
Ｆ
氏
の
作
曲
し
た
曲
を
演
奏
し
続
け
た
。

囃
子
保
存
会
に
加
入　

昭
和
四
六
年
に
囃
子
保
存
会
（
Ｆ
氏
が
発
足
さ
せ
た
長

浜
囃
子
保
存
会
と
は
別
組
織
）
の
発
足
当
初
か
ら
囃
子
保
存
会
に
参
加
し
た
。

当
初
参
加
し
て
い
た
山
組
は
、
当
時
既
に
自
町
で
囃
子
を
伝
承
し
て
い
た
山
組

が
中
心
で
、
月
宮
殿
・
萬
歳
樓
・
高
砂
山
・
青
海
山
だ
っ
た
。

囃
子
保
存
会
に
加
入
後
、
「
豊
公
楽
」
と
「
太
平
楽
」
は
、
二
代
目
会
長
の
Ｓ

氏
が
Ｆ
氏
の
楽
譜
を
も
と
に
五
線
譜
に
作
り
直
し
た
も
の
を
使
っ
て
伝
承
し
て

い
る
。
「
神
楽
」
は
Ｆ
氏
か
ら
習
っ
た
も
の
は
伝
承
さ
れ
ず
、
Ｓ
氏
が
四
ツ
塚
か

ら
習
っ
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
「
戻
り
山
」
も

加
入
後
習
い
始
め
た
。

昭
和
五
〇
年
頃
か
ら
子
ど
も
も
シ
ャ
ギ
リ
に
参
加
し
て
い
る
。
な
お
、
青
海

山
は
人
数
が
多
い
た
め
、
囃
子
保
存
会
加
入
後
も
出
番
山
の
と
き
に
、
ほ
か
の

山
組
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
の
応
援
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。

出
番
山
の
と
き
に
も
、
よ
そ
か
ら
囃
子
方
を
応
援
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
町
で

シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
し
て
い
た
。

青
海
山
が
Ｆ
氏
か
ら
習
っ
た
曲
は
次
の
五
曲
で
あ
っ
た
。
な
お
、
Ｆ
氏
が
作

成
し
た
曲
は
月
宮
殿
と
猩
々
丸
を
合
わ
せ
た
新
し
い
曲
で
あ
っ
た
。

「
豊
公
楽
」
は
曳
山
を
曳
行
す
る
と
き
に
演
奏
す
る
曲
で
あ
る
。
Ｓ
氏
が
四

ツ
塚
を
も
と
に
作
成
し
た
曲
に
は
、
四
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
の
曳
行
時
に
演

奏
す
る
「
御
遣
り
」
と
一
五
日
の
神
輿
還
御
以
降
に
演
奏
す
る
「
戻
り
山
」
が

あ
る
が
、
Ｆ
氏
が
所
属
す
る
猩
々
丸
で
「
戻
り
山
」
に
当
た
る
曲
が
既
に
絶
え

て
お
り
作
譜
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
青
海
山
は
戻
り
山
の
と
き
に
も
「
豊
公
楽
」

を
演
奏
し
た
。
曲
は
月
宮
殿
と
猩
々
丸
の
曲
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
高
音
を
少

な
く
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

「
太
平
楽
」
は
猩
々
丸
の
「
ゆ
ず
り
は
」
と
月
宮
殿
の
「
ナ
ナ
シ
」
を
合
わ
せ

た
曲
で
あ
る
。
狂
言
執
行
前
や
、
曳
山
が
所
定
の
場
所
に
据
え
つ
け
ら
れ
た
と

き
に
演
奏
す
る
曲
で
あ
る
。

「
神
楽
」
は
神
前
入
り
な
ど
で
演
奏
さ
れ
る
曲
で
あ
る
。
猩
々
丸
の
「
神
楽
」

を
使
っ
た
。

「
出
笛
」
は
狂
言
が
始
ま
る
前
に
一
人
で
演
奏
す
る
曲
で
あ
る
。
楽
譜
は
な
く

口
伝
で
教
わ
っ
た
。

「
桜
囃
子
」
は
起
し
太
鼓
の
と
き
に
演
奏
す
る
曲
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
現
在
「
神
楽
」
は
伝
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
昭
和
四
六
年
に
発
足

し
た
囃
子
保
存
会
が
指
導
し
て
い
る
「
神
楽
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｆ
氏
が
作
成
し
た
楽
譜
は
、
数
字
音
符
の
ほ
か
に
音
の
長
短
を
表
す
記
号
が

あ
り
、
同
じ
音
で
も
オ
ク
タ
ー
ブ
の
違
い
が
わ
か
る
よ
う
に
高
い
方
は
数
字
の

上
に
点
を
つ
け
、
低
い
方
は
数
字
の
下
に
点
を
つ
け
た
。
ま
た
装
飾
音
は
ど
の
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囃子の伝承者 　曲目 囃すとき・場所

　囃子保存会 

　　（高砂山） 

　　（翁山） 

　　（春日山） 

　　（諫皷山） 

　　（常磐山） 

　　（鳳凰山） 

　　（壽山） 

　　（孔雀山） 

　　（青海山） 

　萬　歳　樓

　御遣り 13 日、14 日、15 日に曳山を曳行するときに囃す。ただし、14 日は八幡宮神

前（境内入り口）まで、15 日は八幡宮神前を出てから御旅所神前入口まで

の間で囃す。「ヒヤラ」「のぼり山」「道中」ともいう。

　神楽の出 八幡宮と御旅所の両神前へ入るときや一番山が「翁招き」を受けて囃し、「神

楽」へと入る。萬歳樓は神楽の「切り笛」から入る。

　神　楽 八幡宮神前と御旅所神前の曳山着席までの曳山曳行時に囃す。 

曳山狂言終了時に「切り笛」の吹き出しから囃す。

　奉演間 

　（おちつき）

狂言の始まる前に囃す。 

曳山が所定の席に据付けが完了したときに囃す。この場合は「おちつき」の

囃しという。

　出　笛 曳山狂言開始のとき、一人で吹く。

　戻り山 15 日の夜、神輿還御から囃す。これ以後、「御遣り」に代えて囃す。 

萬歳樓は「神楽」から「戻り山」の曲に入る。

　月　宮　殿 　獅子 曳山の曳行時に囃す。

　（ジグルマ） 曳山の曳行時に囃す。曲名のみ残る。

　祇園囃子 曳山が狂言執行場所に停止したときに囃す。

　銀のかんざし 曳山停止中の曲。

　（シンモン） 曳山停止中の曲、曲名のみ残る。

　ナナシ 曳山停止中の曲、狂言開始前に囃す。「おちつき囃子」ともいう。

　出　笛 曳山狂言開始の笛、一人で吹く。

　猩　々　丸 　鶴の巣ごもり 13 日、14 日、15 日に曳山を曳行するときに囃す。

ただし、14 日は八幡宮神前（境内）入り口まで、15 日は八幡宮神前を出て

から御旅所神前入口までの間で囃す。

　神　楽 八幡宮神前と御旅所神前の曳山着席までの曳山曳行時に囃す。

　ゆずりは 曳山停止時の曲、狂言開始前に囃す。「おちつき囃子」ともいう。

　出　笛 曳山狂言開始のとき、一人で吹く。

　青　海　山 　豊公楽 13 日、14 日、15 日に曳山を曳行するときに囃す。 

ただし、14 日は八幡宮神前（境内入り口）まで、15 日は八幡宮神前を出て

から御旅所神前入口までの間で囃す。

　太平楽 狂言開始前と曳山が所定の席に据付けが完了したときに囃す。

　各　山　組 　起し太鼓 「起し太鼓」「別嬪」「桜囃子」「菊囃子」「オーキョ・オキヨ」「ニワカ」など

の曲がある。三味線が入ることもある。13 日の御幣迎えや 15 日の朝渡りの

前に関係者を起こしてまわる囃子である。

シャギリの種類と囃す場所
『長浜市史』第 6 卷　祭りと行事 2002 年　P114 抜粋（一部修正・加筆）
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孔雀山昭和 38 年頃の楽譜

萬歳樓昭和 24 年のシャギリの楽譜

昭和 44 年のハヤシの練習風景（月宮殿）

S 氏の楽譜覚書

F 氏が作成した長浜祭囃子保存会の楽譜

保存会が子どもを指導し始めた頃の指導風景（昭和 50 年頃）

現在の囃子保存会の楽譜（カタカナ版） 現在の楽譜（太鼓版）
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「奉演間（保存会）」１・２段（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「神楽（保存会）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

囃子保存会の曲の説明と音階図（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「奉演間（保存会）」3・4 段（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「戻り山（保存会）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「御遣り（保存会）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「出笛（保存会）」・「神楽の出（保存会）」・「切り笛（保存会）」・「起
し太鼓（高砂山・萬歳樓）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「奉演間（保存会）」5・6 段（『長浜祭曳山しゃぎり』より）
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「獅子（月宮殿）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「豊公楽（青海山）」・「太平楽（青海山）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「起し太鼓（桜囃子）（諫皷山・孔雀山・翁山・鳳凰山）」・「起し太鼓（鳳凰山）」・「起し太鼓（青
海山・春日山・常磐山）」・「起し太鼓（菊囃子）（壽山）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「獅子（月宮殿）」（２）（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

月宮殿の曲の説明および音階図（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「豊公楽（青海山）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「祇園囃子（月宮殿）」（２）（『長浜祭曳山しゃぎり』より） 「祇園囃子（月宮殿）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）
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「鶴の巣ごもり（猩々丸）」（２）（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

船歌・音階図（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「祇園囃子（月宮殿）」（３）・「ナナシ」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「ゆずりは（猩々丸）」・「神楽（猩々丸）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「鶴の巣ごもり（猩々丸）」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）

「出笛（月宮殿）」・「起し太鼓（月宮殿）」・猩々丸の曲の説明（『長浜祭曳山しゃぎり』
より）

萬歳樓 楽譜（フチョウ）「御遣り」 「起し太鼓 ( 猩々丸 )」（２）・「出笛 ( 猩々丸 )」（『長浜祭曳山しゃぎり』より）より）
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萬歳樓 楽譜（フチョウ）「戻り山」（２）

萬歳樓 楽譜（フチョウ）「神楽」（２）

萬歳樓 楽譜（フチョウ）「御遣り」（２）・「起し太鼓」

萬歳樓 楽譜（フチョウ）「奉演間」

萬歳樓 楽譜（フチョウ）「戻り山」

萬歳樓 楽譜（フチョウ）「神楽」

萬歳樓 楽譜（フチョウ）「別嬪」 萬歳樓 楽譜（フチョウ）「奉演間」（２）



第三章 囃子（シャギリ）/ 第二節 現状の囃子 | 108

第
二
節

　現
状
の
囃
子

第
二
節
で
は
、
平
成
二
三
年
の
長
浜
曳
山
祭
に
向
け
た
、
シ
ャ
ギ
リ
の
組

織
お
よ
び
練
習
を
中
心
に
見
て
い
く
。

第
一
項

　組
織

囃
子
組
織
の
多
く
は
山
組
の
若
い
衆
組
織
に
属
し
て
い
る
が
、
萬
歳
樓
（
瀬
田

町
組
）
は
若
い
衆
・
中
老
と
は
別
に
組
織
し
、
独
自
に
規
約
を
作
り
、
会
計
も
別

に
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
の
構
成
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
が
中
心
で
、
そ
こ
に
若
い
衆
が
数
名

指
導
役
な
ど
と
し
て
加
わ
る
。
中
高
生
は
塾
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
時
間
が
割
か
れ
る

た
め
に
普
段
の
練
習
へ
の
参
加
は
減
少
す
る
。
人
数
は
孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）
の

八
人
か
ら
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）
の
二
〇
人
台
後
半
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
多

く
は
二
〇
人
前
後
で
あ
る
。
女
性
の
参
加
は
月
宮
殿
（
田
町
組
）
と
萬
歳
樓
で
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
ほ
か
の
山
組
に
加
入
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。

基
本
的
に
町
内
在
住
の
子
ど
も
は
強
制
加
入
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
の
数
が
減

少
す
る
な
か
大
半
が
加
入
し
て
い
る
。
し
か
し
町
内
だ
け
で
は
人
数
が
足
ら
ず
、

す
べ
て
の
山
組
で
外
部
か
ら
の
加
入
を
認
め
て
お
り
、
壽
山
（
大
手
町
組
）
や
常

磐
山
な
ど
商
店
街
地
域
を
中
心
に
町
外
在
住
者
が
大
半
を
占
め
る
山
組
も
あ
る
。

戸
数
の
多
い
月
宮
殿
の
よ
う
に
血
縁
関
係
を
重
視
す
る
山
組
も
あ
る
が
、
大
半
の

山
組
は
子
ど
も
の
友
人
関
係
な
ど
町
組
と
直
接
縁
の
な
い
人
の
加
入
も
認
め
て
い

る
。
ま
た
、
翁
山
（
伊
部
町
組
）
の
よ
う
に
子
ど
も
の
確
保
の
た
め
加
入
年
齢
を

引
き
下
げ
る
山
組
も
あ
り
、
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

出
番
山
の
と
き
は
男
子
が
役
者
と
な
り
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
人
数
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
、
囃
子
保
存
会
が
調
整
し
た
り
、
各
山
組
が
独
自
に
調
整
し
て
、
暇
番
山

か
ら
シ
ャ
ギ
リ
の
応
援
を
し
て
も
ら
う
山
組
が
多
い
。

【
長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
】

役
員　

平
成
二
三
年
の
役
員
は
、
会
長
一
人
・
副
会
長
三
人
・
理
事
一
六
人
（
内
訳
、

監
査
担
当
・
四
〇
周
年
担
当
・
総
務
担
当
・
記
録
担
当
・
会
計
お
よ
び
笛
担
当
）・

幹
事
各
山
組
お
よ
び
ゑ
び
す
囃
子
一
人
・
顧
問
二
人
・
相
談
役
二
人
。

囃
子
保
存
会
の
事
業　

主
な
も
の
に
、
①
長
浜
曳
山
祭
で
の
シ
ャ
ギ
リ
の
執
行
、

②
シ
ャ
ギ
リ
の
技
術
向
上
と
後
継
者
育
成
、
③
シ
ャ
ギ
リ
の
発
表
、
④
シ
ャ
ギ

リ
に
関
す
る
調
査
・
研
究
お
よ
び
資
料
収
集
、
が
あ
る
。

平
成
二
二
年
度
の
主
な
事
業　

四
月
四
日
曳
山
博
物
館
の
曳
山
交
替
式
・
四
月

九
～
一
六
日
長
浜
曳
山
祭
執
行
・
六
～
一
一
月
長
浜
市
立
西
中
学
校
の
伝
統
文

化
講
座
一
五
回
・
七
月
二
四
日
す
ず
ら
ん
通
り
夜
市
（
常
磐
山 

一
七
人
）
・
八

月
一
五
日
長
濱
八
幡
宮
万
灯
祭
（
春
日
山
・
諫
皷
山
・
月
宮
殿
・
青
海
山 

五
二

人
）
・
九
月
二
三
日
長
浜
市
立
西
中
学
校
一
年
生
Ｐ
Ｔ
Ａ
曳
山
ま
ち
め
ぐ
り
「
起

し
太
鼓
」
体
験
（
天
候
不
良
の
た
め
中
止
）
萬
歳
樓
・
壽
山
・
鳳
凰
山
・
青
海
山
・

諫
皷
山
・
常
磐
山
）・
一
〇
月
三
日
豊
国
神
社
秋
祭
り
（
ゑ
び
す
囃
子 

一
五
人
）・

一
〇
月
一
〇
日
豊
公
ま
つ
り
（
え
び
す
囃
子
一
五
人
）
・
地
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
交
流

会
（
春
日
山
・
諫
皷
山
・
青
海
山 

四
三
人
）
・
一
一
月
七
日
地
芝
居
サ
ミ
ッ
ト

曳
山
狂
言
（
孔
雀
山
（
月
宮
殿
応
援
）
・
翁
山 

三
五
人
）
・
一
一
月
一
一
日
自
治

労
全
日
本
自
治
体
退
職
者
全
国
大
会
（
春
日
山
・
諫
皷
山
・
月
宮
殿
・
青
海
山 

五
二
人
）・
一
一
月
二
〇
日
長
浜
市
立
西
中
学
校
伝
統
文
化
学
習
発
表
会
に
て
「
御

遣
り
」
と
「
神
楽
」
を
演
奏
（
受
講
生 

五
九
人
）
・
一
一
月
二
一
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ

る
さ
と
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
「
浅
井
三
姉
妹
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る
」
演
奏
収
録
（
諫



109 | 報告編

皷
山　

一
五
人
）
・
一
月
一
五
日
長
浜
市
曳
山
博
物
館
特
別
展
「
歌
舞
伎
か
ら
み

た
お
江
の
時
代
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
壽
山　

一
〇
人
）
・
二
月
五
日
文
化
庁
・
国

立
文
化
財
機
構
文
化
遺
産
保
護
国
際
貢
献
事
業
「
無
形
文
化
遺
産
保
護
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
現
地
研
修
に
て
シ
ャ
ギ
リ
の
実
演
お
よ
び
演
奏
体
験
（
春
日
山
・

諫
皷
山
・
青
海
山　

二
七
人
）
。
な
お
、
演
奏
を
披
露
す
る
山
組
は
、
次
年
度
出

番
山
組
を
中
心
に
お
こ
な
う
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】

若
い
衆
の
な
か
で
囃
子
担
当
を
選
出
し
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
囃
子
保
存

会
の
理
事
は
若
い
衆
の
筆
頭
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
小
学
生
を
中
心
に
一
〇
人
程

度
で
あ
る
。
町
外
か
ら
の
参
加
お
よ
び
女
子
の
参
加
も
可
能
で
あ
る
。

囃
子
担
当　

シ
ャ
ギ
リ
の
担
当
は
若
い
衆
の
な
か
で
三
年
ご
と
に
か
わ
る
。
た

だ
シ
ャ
ギ
リ
は
若
い
衆
で
担
当
す
る
が
組
織
と
し
て
は
若
い
衆
と
は
別
に
な
っ

て
い
る
。

囃
子
保
存
会
担
当　

若
い
衆
の
な
か
に
囃
子
担
当
が
あ
る
が
、
現
在
は
筆
頭
が

囃
子
保
存
会
に
出
て
い
る
。
囃
子
保
存
会
の
理
事
の
な
か
で
春
日
山
だ
け
は
山

組
推
薦
と
な
っ
て
い
る
。

練
習　

練
習
は
毎
週
土
曜
日
の
夜
に
春
日
会
館
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

ほ
か
の
山
組
と
の
協
力　

ほ
か
の
山
組
と
の
協
力
は
現
在
で
は
な
い
。
昭
和

五
〇
年
代
に
は
常
磐
山
の
人
が
春
日
山
の
亭
に
上
が
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
途

中
か
ら
手
伝
い
を
し
合
わ
な
く
な
っ
た
。

シ
ャ
ギ
リ
の
メ
ン
バ
ー　

町
内
以
外
の
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
る
。
女
子
の
ほ

う
が
多
い
。
若
い
衆
の
友
人
の
子
ど
も
や
、
嫁
の
関
係
な
ど
で
入
っ
て
く
る
。

ま
た
以
前
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
た
父
親
の
子
ど
も
が
加
入
す
る
こ
と
も
あ
る
。

様
々
な
縁
を
た
ど
っ
て
加
入
を
お
願
い
し
て
い
る
。
練
習
に
来
る
の
は
小
学
生

が
中
心
だ
が
、
祭
り
の
本
番
に
は
中
学
生
や
高
校
生
が
来
る
こ
と
が
多
い
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

若
い
衆
の
管
轄
。
若
い
衆
で
選
出
し
た
囃
子
方
（
ハ
ヤ
シ
カ
タ
）
の
担
当
者
が

指
導
す
る
。
囃
子
方
は
男
性
の
み
で
あ
る
。
小
学
一
年
生
か
ら
加
入
で
き
る
。
人

数
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
中
心
に
約
一
五
人
。
月
宮
殿
出
身
者
の
血
縁
や
、
関

係
者
で
あ
れ
ば
町
外
か
ら
の
参
加
を
認
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

役
員　

若
い
衆
囃
子
方
総
責
（
総
責
任
者
の
こ
と
）
ほ
か
若
い
衆
三
名
で
教
え

て
い
て
、
太
鼓
を
教
え
て
い
た
高
校
生
や
大
学
生
も
機
会
が
あ
れ
ば
教
え
に
く

る
。

構
成　

練
習
も
含
め
て
、
メ
ン
バ
ー
は
男
子
の
み
。
女
子
も
ハ
ヤ
シ
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
の
山
組
と
曲
が
違
う
の
で
、
活
か
せ
る
場
が
な
い
。

そ
の
理
由
と
伝
統
と
の
両
方
の
理
由
が
あ
っ
て
、
女
の
子
は
入
れ
て
い
な
い
。

練
習
に
は
小
中
学
生
が
七
、
八
人
く
ら
い
参
加
し
て
い
る
。
高
校
生
は
三
、
四
人

で
、
在
席
し
て
い
る
が
練
習
に
き
て
い
な
い
子
ど
も
も
含
め
る
と
七
人
く
ら
い

に
な
る
。
中
学
生
に
な
っ
て
部
活
が
始
ま
る
と
来
ら
れ
な
く
な
る
。
中
学
生
に

は
祭
り
の
と
き
は
特
別
だ
か
ら
普
段
練
習
に
来
ら
れ
な
く
て
も
来
る
よ
う
に
と

い
っ
て
あ
る
。

ハ
ヤ
シ
を
始
め
る
年
齢　

早
い
子
で
小
学
一
年
生
く
ら
い
か
ら
始
め
る
。
多
く

は
小
学
三
年
生
く
ら
い
で
あ
る
。

町
外
か
ら
の
参
加　

ハ
ヤ
シ
に
参
加
す
る
人
が
住
ん
で
い
る
地
域
は
、
現
在
で

は
旧
長
浜
市
域
に
広
が
っ
て
い
て
、
消
防
署
や
長
浜
市
立
南
中
学
校
あ
た
り
、

長
浜
市
立
南
郷
里
小
学
校
付
近
か
ら
も
来
る
。
五
、
六
年
前
か
ら
長
浜
市
立
長
浜
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小
学
校
の
前
あ
た
り
か
ら
来
る
人
も
で
て
き
た
。
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
は
関

係
が
な
く
、
月
宮
殿
出
身
の
人
の
血
縁
者
が
入
会
す
る
。
ほ
か
の
山
組
の
子
ど

も
が
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
。
例
外
が
あ
る
と
す
れ
ば
女
子
の
場
合
で
、
月
宮

殿
の
シ
ャ
ギ
リ
に
参
加
で
き
な
い
た
め
、
ほ
か
の
山
組
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ

る
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

若
い
衆
の
な
か
に
シ
ャ
ギ
リ
の
指
導
を
担
当
す
る
囃
子
部
（
シ
ャ
ギ
リ
ブ
）
を

結
成
し
て
い
る
。
囃
子
部
は
五
人
の
若
い
衆
に
よ
っ
て
組
織
し
て
い
る
。
囃
子
部

長
は
若
い
衆
の
副
筆
頭
が
務
め
る
。
シ
ャ
ギ
リ
は
男
女
と
も
参
加
可
能
で
、
小
中

学
生
を
中
心
に
約
一
〇
名
で
あ
る
。
青
海
山
以
外
か
ら
の
参
加
も
認
め
て
い
る
。

山
組
で
の
位
置
づ
け　

囃
子
部
は
最
近
で
き
た
も
の
で
、
前
回
平
成
二
〇
年
の

出
番
前
後
に
成
立
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
シ
ャ
ギ
リ
を
練
習
す
る
場
と
、
教
わ

る
子
ど
も
、
教
え
る
若
い
衆
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
て
、
と
く
に

指
揮
す
る
人
が
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
そ
の
曖
昧
さ
が
問
題
と
な
り
、

シ
ャ
ギ
リ
を
担
当
す
る
も
の
を
「
囃
子
部
」
と
し
て
若
い
衆
の
な
か
に
位
置
づ
け
、

部
長
に
副
筆
頭
を
据
え
た
。

役
員　

部
長
と
四
人
の
代
表
で
若
い
衆
の
な
か
に
囃
子
部
を
形
成
し
て
い
る
。

部
長
は
副
筆
頭
が
務
め
る
。
ほ
か
の
四
人
は
三
年
に
一
回
ま
わ
っ
て
く
る
出
番

山
に
合
わ
せ
て
、
囃
子
部
内
で
四
人
の
代
表
を
決
め
、
出
番
山
の
年
に
合
わ
せ

て
交
代
し
て
い
る
。
四
人
が
小
学
生
な
ど
に
シ
ャ
ギ
リ
を
教
え
る
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
で
は
高
校
生
な
ど
も
練
習
に
参
加
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
た
め
、
代
表
四
人
の
み
で
練
習
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
毎
回
の
練
習
の
な

か
で
な
い
と
い
う
。
囃
子
部
の
子
ど
も
た
ち
へ
は
、
部
長
か
ら
各
種
連
絡
が
い
く
。

そ
の
方
法
は
各
自
宅
の
ポ
ス
ト
に
連
絡
用
紙
を
投
函
し
て
お
く
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

構
成 

青
海
山
の
若
い
衆
と
子
ど
も
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
。
部
長
を
副
筆
頭
が
務

め
る
。
祭
礼
で
は
シ
ャ
ギ
リ
を
担
当
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
若
い
衆
が
五
人
（
部
長
・

副
部
長
・
ほ
か
三
人
）
、
子
ど
も
た
ち
は
山
組
内
の
小
学
生
以
上
の
男
女
一
〇
人

（
中
学
生
以
上
が
四
名
ほ
ど
）
く
ら
い
。
自
町
他
町
を
問
わ
ず
一
年
を
と
お
し
て

勧
誘
し
て
い
る
。
若
い
衆
は
固
定
で
は
な
く
、
筆
頭
の
指
令
に
よ
っ
て
選
任
さ

れ
る
。
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
は
強
制
的
に
町
か
ら
誘
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
練
習

し
て
祭
り
に
参
加
し
た
い
と
い
う
意
志
が
あ
る
人
が
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

町
外
か
ら
の
参
加 

青
海
山
を
構
成
す
る
郡
上
町
・
郡
上
片
原
町
・
中
北
町
・
東

北
町
・
鍛
冶
屋
町
以
外
の
子
ど
も
も
意
欲
が
あ
れ
ば
歓
迎
し
て
囃
子
部
に
入
れ

て
い
る
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

若
い
衆
の
管
轄
で
、
若
い
衆
で
囃
子
方
（
シ
ャ
ギ
リ
カ
タ
）
を
選
出
し
指
導
役

に
当
た
る
。
現
在
の
囃
子
方
が
若
い
た
め
、
中
老
が
補
佐
役
に
つ
い
て
い
る
。
女

性
の
参
加
も
認
め
て
い
る
。
町
外
か
ら
の
加
入
は
基
本
的
に
制
限
が
な
い
。

山
組
で
の
位
置
づ
け　

若
い
衆
の
管
轄
。

役
員　

若
い
衆
か
ら
囃
子
方
を
筆
頭
が
三
人
選
ん
で
指
導
役
に
当
て
る
が
、
実

際
は
一
人
し
か
来
て
い
な
い
。
し
か
し
一
人
で
は
仕
事
の
都
合
な
ど
で
毎
週
の

練
習
に
出
る
の
は
難
し
い
う
え
、
来
て
い
る
囃
子
方
が
二
○
代
前
半
と
若
い
た

め
、
以
前
囃
子
方
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
中
老
が
、
囃
子
保
存
会
の
連
絡
や
保

護
者
と
の
折
衝
な
ど
を
し
て
補
佐
を
し
て
い
る
。
若
い
衆
囃
子
方
の
任
期
は
と

く
に
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
補
佐
を
し
て
い
る
中
老
は
六
年
間
務
め
た
。
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今
の
囃
子
方
は
担
当
し
て
か
ら
三
年
目
で
あ
る
。

構
成　

現
在
一
七
名
。
女
子
も
参
加
で
き
る
。
現
在
は
女
子
が
多
い
が
、
例
年

は
半
々
で
あ
る
。
練
習
に
は
小
中
学
生
し
か
来
な
い
が
、
祭
り
の
と
き
は
高
校

生
や
大
学
生
も
来
る
。
と
く
に
囃
子
方
の
卒
業
は
な
く
、
年
齢
制
限
は
設
け
て

い
な
い
。

よ
そ
か
ら
の
参
加　

基
本
的
に
町
内
の
子
ど
も
は
囃
子
方
に
入
る
が
、
今
年
の

四
月
か
ら
町
内
に
小
学
生
が
い
な
い
。
現
在
小
中
学
生
の
う
ち
諫
皷
山
の
子
ど

も
は
大
体
七
人
で
三
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
ほ
か
は
よ
そ
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

ほ
か
の
山
組
の
子
が
習
い
に
く
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
仲
の
よ
い
子
と
一

緒
に
習
う
た
め
で
あ
っ
た
り
、
萬
歳
樓
は
囃
子
方
に
女
子
の
参
加
が
認
め
ら
れ

な
い
た
め
、
そ
こ
の
女
子
が
多
く
参
加
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
山
組
で
な

い
町
か
ら
も
参
加
し
て
い
る
。
駅
の
西
側
や
長
浜
市
十
里
（
旧
長
浜
市
）
、
長
浜

市
八
幡
東
（
旧
長
浜
市
）
か
ら
も
来
て
い
る
。
親
の
送
迎
の
あ
る
子
も
い
る
。

【
高
砂
山
（
宮
町
組
）】

構
成　

調
査
日
（
平
成
二
三
年
三
月
三
日
）
の
練
習
の
メ
ン
バ
ー
一
〇
人
は
、

一
人
を
除
い
て
自
町
の
子
ど
も
で
あ
る
。
自
町
の
子
も
シ
ャ
ギ
リ
参
加
は
強
制

し
て
い
な
い
。
「
い
や
い
や
の
子
」
も
い
る
。

シ
ャ
ギ
リ
の
で
き
る
若
い
衆　

若
い
衆
の
な
か
で
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
る
の
は

一
〇
人
位
で
あ
る
。
山
組
の
な
か
で
シ
ャ
ギ
リ
保
存
会
は
な
い
。

他
町
か
ら
の
シ
ャ
ギ
リ
へ
の
参
加　

シ
ャ
ギ
リ
練
習
に
は
、
町
内
で
な
い
子
ど

も
も
多
く
参
加
し
て
い
る
。
町
内
は
子
ど
も
が
少
な
い
。
親
が
若
い
衆
な
の
で

口
分
田
町
（
旧
長
浜
市
）
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
に
来
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。

【
壽
山
（
大
手
町
組
）】

若
い
衆
に
囃
子
方
（
シ
ャ
ギ
リ
カ
タ
）
と
い
う
役
職
を
設
け
、
指
導
・
事
務
を

お
こ
な
う
。
メ
ン
バ
ー
は
男
女
問
わ
ず
、
約
二
〇
人
で
構
成
さ
れ
る
。
平
成
一
八

年
四
月
ま
で
常
磐
山
と
一
緒
に
練
習
し
て
い
た
。

役
員　

若
い
衆
の
囃
子
方
が
指
導
、
事
務
全
般
を
お
こ
な
う
。
囃
子
保
存
会
に

加
入
し
て
か
ら
も
、
し
ば
ら
く
シ
ャ
ギ
リ
の
継
承
は
不
安
定
で
、
山
組
の
な
か

で
の
位
置
づ
け
も
不
明
確
だ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
軌
道
に
乗
り
、
近
年

囃
子
方
と
い
う
役
職
が
若
い
衆
の
な
か
に
置
か
れ
た
。
ま
た
囃
子
方
以
外
で
笛

の
吹
け
る
若
い
衆
も
指
導
に
当
た
る
。
以
前
常
磐
山
と
合
同
で
練
習
し
て
い
た

た
め
、
常
磐
山
の
人
も
指
導
に
来
て
い
た
。

構
成　

壽
山
で
は
子
ど
も
の
シ
ャ
ギ
リ
の
担
い
手
は
二
〇
人
く
ら
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
受
験
や
部
活
で
忙
し
い
中
学
生
が
多
く
、
練
習
に
集
ま
る
の
は
多
く

て
一
〇
人
程
度
で
普
段
は
六
、
七
人
く
ら
い
。
壽
山
で
は
男
子
が
少
な
く
、
女
子

が
か
な
り
多
い
。
練
習
を
始
め
て
も
す
ぐ
に
は
曳
山
に
は
上
が
れ
な
い
。
戦
力

に
な
る
ま
で
に
結
構
な
時
間
を
要
す
る
。
小
さ
い
子
は
い
く
ら
練
習
と
い
っ
て

も
、
や
は
り
遊
ん
で
し
ま
う
。
始
め
て
か
ら
、
結
構
な
時
間
は
遊
ん
で
ば
か
り

で
練
習
は
で
き
な
い
。
小
学
生
低
学
年
が
多
く
、
中
学
生
に
な
る
と
受
験
や
部

活
で
な
か
な
か
来
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
中
学
生
は
来
な
く
て
も
大
体
覚
え
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
祭
り
本
番
で
活
躍
で
き
る
。
な
お
起
し
太
鼓
は
高
校
生

く
ら
い
か
ら
担
当
す
る
。
笛
を
習
い
始
め
る
時
期
は
人
に
よ
っ
て
違
う
。
自
由

参
加
の
よ
う
な
形
で
、
「
友
達
が
や
っ
て
い
る
」
、
「
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
理
由

で
始
め
る
子
ど
も
が
多
い
。

町
外
か
ら
の
参
加　

町
内
と
い
っ
て
も
、
職
住
分
離
で
商
店
街
に
は
住
ん
で
い

な
い
た
め
、
車
で
通
っ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
も
い
る
。
基
本
的
に
は
自
分
の
山

組
か
ら
動
か
な
い
が
、
な
か
に
は
ほ
か
の
山
組
の
シ
ャ
ギ
リ
に
も
参
加
す
る
子
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ど
も
が
い
る
。
親
戚
や
友
達
関
係
を
通
じ
て
入
る
場
合
も
あ
る
。
少
子
化
に
よ
り
、

町
外
か
ら
の
子
ど
も
の
参
加
が
増
え
た
。
狂
言
は
町
内
の
子
ど
も
、
借
り
役
者

の
場
合
で
も
町
内
親
戚
つ
な
が
り
で
参
加
す
る
く
ら
い
で
閉
鎖
的
だ
が
、
シ
ャ

ギ
リ
は
オ
ー
プ
ン
で
あ
る
。

祭
り
の
際
に
は
男
子
は
役
者
と
し
て
人
員
を
割
か
れ
て
し
ま
い
、
亭
に
上
が

る
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
た
め
、
常
磐
山
の
囃
子
方
に
応
援
を
頼
ん
で
、
壽
山

と
常
磐
山
の
合
同
で
シ
ャ
ギ
リ
を
し
て
い
る
。
ま
た
女
子
は
亭
に
は
上
が
れ
な

い
た
め
、
曳
山
の
後
ろ
に
つ
い
て
シ
ャ
ギ
リ
を
囃
す
こ
と
で
祭
り
に
参
加
す
る
。

常
磐
山
と
の
関
係　

平
成
一
八
年
四
月
ま
で
、
人
数
が
少
な
か
っ
た
と
き
に
常

磐
山
と
壽
山
が
一
緒
に
練
習
を
し
て
い
た
。
現
在
は
人
数
が
増
え
た
の
で
分
か

れ
、
壽
山
が
曳
山
博
物
館
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
に
練
習
場
所
を
か
え
て
練
習
し
て
い

る
（
常
磐
山
は
常
磐
会
館
）
。

出
番
山
の
と
き
に
若
い
衆
が
シ
ャ
ギ
リ
の
面
倒
を
十
分
に
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
常
磐
山
か
ら
応
援
に
来
て
も
ら
っ
た
り
、
壽
山
か
ら
常
磐
山
に
応

援
に
行
っ
た
り
し
て
、
相
互
に
協
力
し
合
っ
て
い
る
。

【
猩
々
丸
（
船
町
組
）】

若
い
衆
の
管
轄
で
、
若
い
衆
に
囃
子
方
役
職
を
設
け
て
い
る
。
保
存
会
へ
は
中

老
か
ら
役
員
を
出
す
。
メ
ン
バ
ー
は
男
女
問
わ
ず
、
幼
稚
園
児
か
ら
加
入
で
き
る
。

他
町
か
ら
の
参
加
も
認
め
て
い
る
が
、
町
外
か
ら
の
参
加
は
一
人
の
み
で
あ
る
。

山
組
で
の
位
置
づ
け　

若
い
衆
の
管
轄
で
あ
る
。
若
い
衆
に
囃
子
方
と
い
う
役

職
を
設
け
て
い
る
。

役
員　

若
い
衆
に
囃
子
方
と
い
う
役
割
は
あ
る
が
、
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
で
き
る

若
い
衆
た
ち
が
、
子
ど
も
に
シ
ャ
ギ
リ
を
指
導
す
る
。
保
存
会
へ
は
、
中
老
か

ら
役
員
を
出
す
。

構
成　

子
ど
も
は
小
中
学
生
を
中
心
に
一
一
人
、
男
子
が
四
人
、
女
子
が
七
人

で
あ
る
。
指
導
者
は
三
人
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
猩
々
丸
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。

若
い
衆
が
小
学
校
一
～
三
年
の
児
童
を
勧
誘
す
る
。
幼
稚
園
児
か
ら
加
入
で
き

る
。

町
外
か
ら
の
参
加　

現
在
一
人
。
他
町
か
ら
参
加
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

れ
ば
歓
迎
す
る
。

【
鳳
凰
山
（
祝
町
組
・
魚
屋
町
組
）】

メ
ン
バ
ー
は
男
女
問
わ
ず
、
約
一
五
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
町
外
か
ら
の
参

加
者
の
方
が
多
い
。

構
成　

シ
ャ
ギ
リ
は
全
員
で
一
五
人
く
ら
い
。
町
の
子
は
全
員
シ
ャ
ギ
リ
に
参

加
す
る
。
小
学
生
か
ら
中
学
生
が
練
習
に
来
て
お
り
、
高
校
生
は
練
習
に
は
来

な
い
が
、
祭
り
に
は
参
加
す
る
。
小
さ
い
町
な
の
で
人
が
足
り
ず
、
役
者
を
し

た
子
ど
も
や
友
達
関
係
で
シ
ャ
ギ
リ
の
子
を
「
引
っ
張
る
」
。
中
老
も
太
鼓
を
叩

き
に
く
る
。

町
内
の
子
ど
も 

調
査
時
（
平
成
二
三
年
二
月
十
九
日
）
の
練
習
に
来
て
い
た

一
〇
人
中
三
人
が
町
内
の
子
ど
も
で
ほ
か
は
町
外
の
子
ど
も
で
あ
る
。
親
な
ど

が
送
っ
て
く
れ
る
。
町
内
の
子
ど
も
が
基
本
だ
が
、
町
内
か
ら
出
て
行
っ
た
家

や
関
係
の
あ
る
家
の
子
ど
も
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

町
外
か
ら
の
参
加
「
ご
縁
で
」
他
町
か
ら
参
加
し
て
い
る
人
が
多
い
。
町
内
の

人
よ
り
町
外
の
人
の
方
が
多
い
。

若
い
衆
の
シ
ャ
ギ
リ　

若
い
衆
の
な
か
で
シ
ャ
ギ
リ
を
す
る
人
も
い
る
。

シ
ャ
ギ
リ
の
必
要
人
数　

笛
は
う
ま
い
子
で
あ
れ
ば
四
人
い
れ
ば
い
い
の
で
、
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太
鼓
、
す
り
鉦
と
合
わ
せ
て
最
低
六
人
で
シ
ャ
ギ
リ
は
で
き
る
。
出
番
な
ら
盛

り
上
げ
る
た
め
、
一
四
、
五
人
か
ら
二
〇
人
く
ら
い
が
準
備
す
る
。

【
翁
山
（
伊
部
町
組
）】

若
い
衆
（
若
い
衆
組
織
）
の
管
轄
。
若
い
衆
筆
頭
が
主
に
指
導
す
る
。
ほ
か
に

若
い
衆
の
な
か
に
二
人
囃
子
方
（
シ
ャ
ギ
リ
カ
タ
）
と
い
う
役
職
を
設
け
、
囃
子

保
存
会
と
の
連
絡
調
整
を
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
男
女
問
わ
ず
二
八
人
在
籍
し
、
実

際
来
て
い
る
の
は
小
中
学
生
を
中
心
に
一
七
人
で
あ
る
。
町
外
か
ら
の
参
加
も
基

本
的
に
制
限
な
く
認
め
て
い
る
。

山
組
で
の
位
置
づ
け　

若
い
衆
の
管
轄
。

役
員　

若
い
衆
筆
頭
が
主
に
指
導
す
る
。
ほ
か
に
若
い
衆
の
な
か
に
囃
子
方
が

二
人
い
る
。
囃
子
方
は
囃
子
保
存
会
と
の
連
絡
調
整
を
す
る
。
し
か
し
翁
山
は

若
い
衆
の
人
数
が
少
な
い
の
で
、
ほ
か
の
役
職
と
兼
務
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

囃
子
方
と
い
う
役
職
自
体
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
。

構
成　

二
八
人
在
籍
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
来
て
い
る
の
は
一
七
人
で
あ
る
。

小
中
学
生
が
一
〇
数
人
。
ほ
か
に
、
高
校
生
や
大
学
生
が
い
る
。
彼
ら
が
来
な

い
と
演
奏
が
う
ま
く
で
き
な
い
。
男
女
は
半
々
だ
が
男
子
の
方
が
多
い
。
女
子

は
六
、
七
人
在
席
し
て
い
る
。
曳
山
に
上
る
の
は
男
子
の
み
。
女
子
は
下
に
い
る
。

町
外
か
ら
の
参
加 

町
内
在
住
の
子
ど
も
は
三
人
（
内
、
小
学
生
は
一
人
）
だ
け
。

残
り
は
よ
そ
の
町
の
子
だ
が
、
親
が
山
組
出
身
な
ど
で
町
内
に
縁
が
あ
る
子
や
、

友
達
伝
い
で
来
る
子
も
い
る
。

シ
ャ
ギ
リ
を
始
め
る
年
齢 

以
前
は
三
～
四
年
生
か
ら
加
入
で
き
た
が
、
最
近
は

子
ど
も
が
い
な
い
た
め
、
一
年
生
か
ら
加
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
調
査

時
の
筆
頭
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
遊
び
に
き
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
大
き
く
な
っ

て
か
ら
ま
た
来
て
も
ら
え
る
と
い
う
。

【
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）】

若
い
衆
の
副
筆
頭
の
一
人
が
囃
子
方
（
シ
ャ
ギ
リ
カ
タ
）
の
担
当
を
し
、
そ
の

下
に
会
計
が
一
人
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
男
女
問
わ
ず
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

で
二
〇
人
前
後
。
町
外
か
ら
の
参
加
も
基
本
的
に
制
限
が
な
く
認
め
て
い
る
。
以

前
壽
山
と
合
同
で
練
習
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
、
壽
山
と
常
磐
山
と
の
関
係
が

密
接
で
あ
る
。

役
員　

筆
頭
の
下
に
副
筆
頭
と
は
別
に
囃
子
方
会
長
を
置
き
、
そ
の
下
に
会
計

を
一
人
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
ほ
か
の
囃
子
方
と
し
て
若
い
衆
が
三
人
程
度
当

た
る
が
、
必
ず
し
も
笛
を
吹
け
る
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
若
い
衆
と
そ
の
新
し

く
入
っ
た
人
が
囃
子
方
と
な
る
。
ま
た
練
習
の
際
に
は
、
囃
子
方
以
外
に
も
笛

が
吹
け
る
筆
頭
・
副
筆
頭
、
そ
れ
に
町
内
在
住
の
女
性
が
指
導
に
参
加
し
て
い
る
。

構
成　

シ
ャ
ギ
リ
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
中
学
・
高
校
生
も
入
れ
る
と
二
〇
人

台
後
半
で
、
男
女
は
問
わ
な
い
。
た
だ
し
普
段
の
練
習
は
一
〇
人
以
下
で
あ
る
。

交
互
に
常
時
六
人
ぐ
ら
い
が
参
加
す
る
。
最
年
少
は
小
一
で
練
習
へ
の
参
加
は

小
学
生
が
中
心
で
あ
る
。
小
学
校
高
学
年
以
降
に
な
る
と
部
活
な
ど
の
た
め
、

な
か
な
か
練
習
に
は
来
な
く
な
る
。
祭
り
の
当
日
に
は
既
に
吹
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
中
高
生
も
参
加
す
る
。

町
外
か
ら
の
参
加　

ま
っ
た
く
血
縁
が
な
か
っ
た
り
、
曳
山
祭
を
見
て
興
味
を

持
ち
親
子
で
シ
ャ
ギ
リ
練
習
に
参
加
す
る
人
も
い
る
。
山
組
は
北
国
街
道
沿
い

の
い
く
つ
か
の
町
だ
が
、
山
組
を
構
成
す
る
町
内
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
は
五

人
以
下
で
、
あ
と
は
親
戚
の
子
ど
も
や
友
達
の
つ
て
で
来
て
い
る
町
外
の
子
ど

も
た
ち
が
多
い
。
米
原
や
彦
根
か
ら
来
て
い
る
子
も
い
る
。
た
と
え
ば
、
彦
根
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か
ら
来
て
い
る
子
は
、
祖
父
が
町
内
に
住
ん
で
い
る
縁
で
参
加
し
て
い
る
。

壽
山
と
の
関
係　

以
前
ま
で
壽
山
と
合
同
で
練
習
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
、

壽
山
と
常
磐
山
の
仲
が
よ
く
、
一
方
が
出
番
山
の
と
き
応
援
に
行
く
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
「
壽
山
の
応
援
」
の
た
め
に
壽
山
の
「
起
し
太
鼓
」

を
練
習
し
て
い
た
が
、
ど
こ
の
山
が
ど
こ
を
応
援
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
慣
習

と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

【
孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）】

構
成　

孔
雀
山
の
若
い
衆
は
現
在
八
人
で
あ
る
。
そ
の
内
筆
頭
を
含
め
三
人
が

シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
に
参
加
す
る
。
子
ど
も
の
参
加
者
は
五
人
で
あ
る
。
そ
の
内
、

一
人
は
他
町
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
女
子
も
参
加
し
て
い
る
。

【
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）】

若
い
衆
と
中
老
と
は
別
に
囃
子
方
（
シ
ャ
ギ
リ
カ
タ
、
囃
子
連
中
と
も
い
う
）

を
組
織
す
る
。
囃
子
方
独
自
の
規
約
が
あ
り
、
会
計
も
独
自
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

若
い
衆
か
ら
囃
子
会
長
（
兼
若
い
衆
副
筆
頭
）
一
人
・
副
会
長
二
人
・
会
長
補
佐
（
顧

問
）
を
一
人
選
出
し
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
男
性
の
み
で
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
で
一
五
、
六
人
い
る
。
自
町
他
町
関
係
な
く
募
集
し
て
い
る
が
、

大
半
は
血
縁
関
係
者
で
あ
る
。

山
組
で
の
位
置
づ
け　

若
い
衆
・
中
老
と
は
別
に
囃
子
方
が
あ
る
。
囃
子
方
独

自
の
会
計
で
、
規
約
も
あ
る
。
こ
の
方
法
は
青
海
山
を
真
似
た
。
祭
り
の
と
き

に
は
囃
子
用
に
宿
も
あ
る
。
囃
子
方
に
は
中
老
も
若
い
衆
も
い
る
。

役
職　

囃
子
会
長
一
人
と
副
会
長
二
人
。
現
在
は
副
会
長
が
二
○
代
前
半
と
若

い
の
で
会
長
補
佐
（
顧
問
）
を
一
人
置
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
ほ
か
の
若
い
衆

も
頻
繁
に
稽
古
に
来
る
。
囃
子
会
長
は
若
い
衆
の
副
筆
頭
も
兼
ね
る
。
四
月
の

頭
に
負
担
人
が
酒
と
扇
子
を
も
っ
て
囃
子
方
の
会
長
に
挨
拶
に
来
る
。
挨
拶
に

来
な
か
っ
た
ら
祭
り
で
シ
ャ
ギ
リ
を
吹
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
若
い
衆

筆
頭
も
囃
子
会
長
に
は
一
歩
引
く
。
威
張
ら
せ
優
越
感
に
浸
ら
せ
て
お
く
と
い

う
。
囃
子
方
の
子
が
役
者
を
す
る
場
合
は
、
ま
ず
囃
子
会
長
に
頼
み
に
い
く
。

囃
子
会
長
を
し
た
ら
、
任
期
三
年
間
毎
週
土
曜
日
が
拘
束
さ
れ
る
。
苦
労
し

て
い
る
わ
け
だ
か
ら
祭
り
の
と
き
く
ら
い
は
偉
そ
う
に
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
。

さ
ら
に
筆
頭
、
副
筆
頭
（
囃
子
会
長
）
は
よ
そ
の
子
ど
も
に
出
て
も
ら
う
た
め

に
自
分
の
子
ど
も
を
役
者
に
出
さ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
す
る
と
奥
さ
ん
連
中
か

ら
「
よ
そ
の
子
が
出
て
い
る
の
に
あ
ん
た
が
し
っ
か
り
せ
ん
か
ら
、
う
ち
の
子

が
出
ら
れ
へ
ん
や
な
い
の
！
」
と
叱
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

構
成　

練
習
に
来
る
の
は
主
に
小
学
生
六
、
七
人
で
あ
る
。
子
ど
も
は
自
町
が
多

い
。
中
学
生
に
な
る
と
部
活
で
来
ら
れ
な
く
な
る
が
、
祭
り
に
な
る
と
来
て
く

れ
る
。
中
高
生
を
合
わ
せ
る
と
全
員
で
一
五
、
六
人
と
い
う
。
だ
が
段
々
減
っ
て

い
る
。

女
子
の
参
加 

現
在
女
子
の
加
入
は
認
め
て
い
な
い
が
、
女
子
の
加
入
も
そ
ろ
そ

ろ
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
女
子
の
方
が
音
が
き
れ
い
で
上
達

も
速
い
。
し
か
し
女
子
は
曳
山
に
上
が
れ
な
い
。

昭
和
五
五
～
五
八
年
に
は
女
子
も
参
加
し
て
い
た
。
当
時
の
囃
子
会
長
に
娘

が
三
人
い
て
、
自
分
の
娘
に
教
え
た
い
か
ら
、
祭
り
に
は
参
加
さ
せ
な
い
と
い

う
条
件
を
一
筆
書
い
て
、
女
子
を
シ
ャ
ギ
リ
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
い
ざ
お
祭
り
に
な
っ
た
ら
、
せ
っ
か
く
練
習
し
た
し
や
っ
ぱ
り
出
し

た
い
な
ど
、
女
子
の
親
か
ら
苦
情
が
出
た
。
そ
れ
で
女
子
の
参
加
を
や
め
て
し

ま
っ
た
。

町
外
か
ら
の
参
加 

町
内
に
子
ど
も
が
少
な
い
の
で
よ
そ
か
ら
も
来
る
。
親
の
出
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次
の
年
か
ら
豊
国
神
社
の
参
集
殿
で
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
練
習
を
始
め
た
と

き
に
は
既
に
曲
は
で
き
て
い
た
の
で
Ｍ
氏
の
ほ
か
作
曲
者
の
Ｓ
氏
も
半
年
く
ら

い
は
指
導
に
参
加
し
て
い
た
。
や
が
て
Ｍ
氏
が
中
心
に
な
っ
て
指
導
す
る
よ
う

に
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
Ｍ
氏
の
意
識
は
当
初
よ
り
囃
子
保
存
会
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
ゑ
び
す
囃
子
の
指
導
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
ゑ
び
す
囃
子
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
曳
山
祭
に
参
加
す
る
こ
と
も
歓
迎
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
第
七
連
合
自
治
会
か
ら
常
磐
山
な
ど
各
山
組
の
シ
ャ

ギ
リ
に
参
加
し
た
り
、
役
者
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

現
在
の
練
習　

現
在
で
も
週
に
一
回
水
曜
日
の
夜
に
練
習
し
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー

は
二
二
人
で
あ
る
が
、
常
に
参
加
し
て
い
る
の
は
一
〇
人
程
度
で
あ
る
。

ゑ
び
す
囃
子　

中
心
の
曲
は
ゑ
び
す
囃
子
で
、
「
商
売
繁
盛
笹
も
っ
て
来
い
」
と

い
う
文
句
は
よ
そ
の
十
日
戎
の
曲
と
同
じ
で
あ
る
。
笛
・
大
太
鼓
・
締
め
太
鼓
・

す
り
鉦
・
鉦
・
樽
を
使
う
。
鉦
は
置
い
て
使
う
が
、
行
列
の
途
中
は
吊
し
て
運

ぶ
。
樽
は
上
を
叩
く
。
メ
ン
バ
ー
が
多
い
と
き
に
は
竹
筒
を
叩
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

た
だ
行
列
の
と
き
だ
け
の
演
奏
で
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
ゑ
び
す
囃
子
は
最
初

か
ら
餅
ま
き
の
前
に
も
吹
い
て
い
た
。

曳
山
祭
へ
の
参
加　

ゑ
び
す
囃
子
は
短
い
曲
な
の
で
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
曳
山
祭
の
シ
ャ
ギ
リ
の
曲
も
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
六
一
年
の

曳
山
祭
の
裸
参
り
の
九
日
と
一
二
日
に
豊
国
神
社
の
境
内
で
迎
え
シ
ャ
ギ
リ
を

す
る
。
ま
た
夕
渡
り
の
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き

に
は
八
幡
宮
で
集
合
し
て
豊
国
神
社
ま
で
下
っ
て
く
る
。
ま
た
神
輿
の
還
御
に

も
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
の
練
習
を

し
て
い
る
。
最
初
の
一
、
二
年
は
後
宴
の
観
劇
会
に
も
シ
ャ
ギ
リ
と
し
て
出
て
い

た
が
、
四
月
一
六
日
は
学
校
の
登
校
日
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
ぐ
に
や

身
が
萬
歳
樓
な
ど
大
体
親
の
縁
で
来
て
い
る
。
子
ど
も
は
自
町
他
町
問
わ
ず
募

集
し
て
い
る
。
昔
は
敷
居
が
高
く
誰
で
も
入
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
町
内

出
身
で
も
、
親
が
自
町
の
人
間
で
は
な
い
か
ら
と
遠
慮
し
て
、
話
者
が
子
ど
も

の
頃
（
昭
和
五
〇
年
代
）は
シ
ャ
ギ
リ
に
入
れ
な
か
っ
た
。
自
分
の
子
ど
も
が
シ
ャ

ギ
リ
を
始
め
て
か
ら
、
同
じ
趣
味
が
ほ
し
く
て
始
め
た
人
も
い
る
。

【
ゑ
び
す
囃
子
】

ゑ
び
す
囃
子
は
豊
国
神
社
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
恵
比
須
宮
の
祭
礼
で
あ
る
十
日

戎
の
宝
恵
駕
籠
行
列
に
際
し
て
演
奏
さ
れ
る
曲
で
、
ゑ
び
す
囃
子
保
存
会
に
よ
っ

て
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
ゑ
び
す
囃
子
保
存
会
は
囃
子
保
存
会
の
準
会
員
と
い
う
位

置
づ
け
で
あ
る
が
、
曲
目
や
組
織
が
で
き
た
当
初
か
ら
囃
子
保
存
会
と
深
く
か
か

わ
り
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
の
で
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。

設
立
の
経
緯　

昭
和
六
〇
年
頃
、
萬
歳
樓
や
鳳
凰
山
、
十
日
戎
に
か
か
わ
り
の

深
か
っ
た
あ
る
市
会
議
員
が
豊
国
神
社
宮
司
と
話
し
合
っ
て
宝
恵
駕
籠
行
列
を

賑
や
か
に
す
る
た
め
に
恵
比
寿
囃
子
を
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
宝
恵
駕
籠
行

列
は
豊
国
神
社
か
ら
長
濱
八
幡
宮
ま
で
の
行
列
で
あ
る
。
こ
の
件
が
囃
子
保
存

会
に
相
談
さ
れ
、
当
時
の
会
長
だ
っ
た
Ｓ
氏
が
曲
を
作
っ
た
。
当
時
か
ら
囃
子

保
存
会
で
指
導
を
し
て
い
た
Ｍ
氏
が
Ｓ
氏
や
副
会
長
だ
っ
た
Ｔ
氏
に
い
わ
れ
て

昭
和
六
〇
年
の
七
月
こ
ろ
か
ら
指
導
を
担
当
し
て
練
習
を
始
め
た
。

設
立
当
初
の
メ
ン
バ
ー　

豊
国
神
社
の
氏
子
範
囲
は
長
浜
城
外
堀
よ
り
西
側
、

第
七
連
合
自
治
会
の
範
囲
で
あ
り
い
わ
ゆ
る
山
組
で
は
な
い
。
そ
の
範
囲
に
住

ん
で
い
る
小
学
四
年
生
以
上
の
男
女
に
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
約
二
五
人

が
集
ま
っ
た
。
会
の
名
前
は
ゑ
び
す
囃
子
保
存
会
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
組

織
も
ゑ
び
す
囃
子
と
呼
ん
で
い
る
。
練
習
は
最
初
は
殿
町
会
館
で
始
め
た
が
、
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め
に
な
っ
た
。
そ
の
他
、
囃
子
保
存
会
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

ゑ
び
す
囃
子
も
出
演
を
し
て
い
る
。

秋
祭
り　

豊
国
神
社
は
一
〇
月
六
、
七
日
が
秋
祭
り
で
子
ど
も
神
輿
が
出
る
（
現

在
は
そ
れ
に
近
い
土
日
に
な
っ
て
い
る
）
。
こ
の
と
き
に
は
学
校
が
あ
っ
て
も
ゑ

び
す
囃
子
は
早
退
し
て
参
加
し
て
い
た
。
子
ど
も
神
輿
の
コ
ー
ス
は
長
い
の
で

吹
き
続
け
る
の
は
疲
れ
る
。
そ
こ
で
神
輿
が
休
憩
す
る
と
こ
ろ
に
先
回
り
を
し

て
、
そ
こ
で
シ
ャ
ギ
リ
で
迎
え
て
送
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
六
一

年
の
秋
祭
り
か
ら
し
て
い
る
。
休
憩
箇
所
は
当
時
は
五
～
六
カ
所
あ
っ
た
が
、

現
在
は
二
カ
所
に
な
っ
て
い
る
。
演
奏
す
る
曲
は
「
神
楽
」
と
「
御
遣
り
」
で

あ
る
。
ま
た
平
成
八
年
か
ら
は
豊
公
ま
つ
り
が
実
行
委
員
会
形
式
で
始
ま
っ
た
。

こ
れ
は
秋
祭
り
の
一
週
間
後
に
お
こ
な
わ
れ
、
鳳
輦
が
広
い
範
囲
を
練
り
歩
く

祭
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
ゑ
び
す
囃
子
が
随
行
し
「
御
遣
り
」
や
「
神
楽
」

な
ど
を
演
奏
し
て
い
る
。

第
二
項

　練
習

大
半
の
山
組
は
週
一
回
各
会
所
で
練
習
す
る
が
、
月
宮
殿
は
若
い
衆
の
家
、
壽

山
は
曳
山
博
物
館
で
練
習
す
る
。
指
導
は
基
本
的
に
若
い
衆
の
囃
子
担
当
者
が
担

う
が
、
担
当
以
外
の
若
い
衆
や
町
内
の
女
性
も
指
導
に
関
与
す
る
こ
と
が
あ
る
。

現
在
の
若
い
衆
世
代
は
シ
ャ
ギ
リ
の
で
き
る
人
が
多
く
、
以
前
よ
り
も
指
導
者
が

豊
富
な
た
め
、
習
熟
度
ご
と
に
分
け
て
練
習
す
る
山
組
が
あ
る
。

保
存
会
の
曲
を
使
う
山
組
は
五
線
譜
の
楽
譜
と
Ｃ
Ｄ
を
用
い
て
曲
を
覚
え
る
が
、

テ
ン
ポ
や
装
飾
音
な
ど
は
山
組
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
独
自
の
曲
を
使
う
山
組

は
口
伝
で
曲
を
覚
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

楽
器
の
習
得
は
笛
・
太
鼓
・
す
り
鉦
の
順
が
多
い
が
、
鳳
凰
山
で
は
肺
活
量
の

少
な
い
子
ど
も
に
す
り
鉦
を
さ
せ
て
い
る
。
な
お
、
全
員
が
太
鼓
・
す
り
鉦
を
習

う
わ
け
で
は
な
い
。

以
下
練
習
の
様
子
を
報
告
す
る
が
、
内
容
は
あ
く
ま
で
調
査
日
の
状
況
で
あ

り
、
常
に
同
じ
内
容
で
は
な
い
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
演
奏
す
る
。
練
習
は
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」

を
全
員
で
ド
レ
ミ
の
音
階
で
う
た
い
、
笛
を
吹
く
。
休
憩
後
は
吹
け
る
子
が
中
心

で
「
奉
演
間
」・「
起
し
太
鼓
」を
練
習
す
る
。
吹
け
な
い
子
は
一
緒
に
音
階
で
う
た
う
。

さ
ら
に
休
憩
し
た
の
ち
、
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
出
笛
」
の
順
に
練
習
す
る
。
若

い
衆
副
筆
頭
が
指
導
す
る
。

練
習
日
程　

毎
週
土
曜
日
の
一
九
時
～
二
〇
時
。

指
導
者　

若
い
衆
副
筆
頭
。
練
習
中
、
筆
頭
は
脇
で
腕
を
組
み
な
が
ら
見
て
い
る
。

指
導
方
法　

机
の
前
に
正
座
し
、「
シ
ャ
ギ
リ
楽
譜
カ
タ
カ
ナ
編
」「
太
鼓
専
用
編
」

を
見
な
が
ら
練
習
す
る
。
間
違
う
と
、
「
違
う
」
。
「
最
初
か
ら
」
「
（
そ
ん
な
ん
で

は
）
祭
り
来
ん
ぞ
」
と
注
意
さ
れ
る
。
太
鼓
へ
の
指
示
は
、
「
ス
ピ
ー
ド
速
い
」

「
押
さ
え
気
味
に
」
「
ド
ン
、
ド
ン
」
「
と
ま
る
な
」
と
口
で
指
導
す
る
。
太
鼓
の

叩
け
な
い
子
ど
も
に
は
「
タ
、
タ
ン
タ
タ
、
ト
ン
ト
・
・
」
と
口
で
指
導
す
る
。

多
く
が
譜
面
を
見
な
が
ら
叩
く
。
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19:03 19:00
時

　間

調
査
日

「
御
遣
り
」「
神
楽
」
練
習
（
歌
） 

　

正
面
に
座
っ
た
男
性
と
、
子
ど
も
の
脇
に
座
っ
て
い
る
男
性
が
子
ど
も
と
一
緒
に
笛

を
吹
か
ず
に
ド
レ
ミ
の
音
階
を
う
た
う
。
子
ど
も
は
机
の
上
に
楽
譜
・
笛
を
置
か
な
い
。

　

男
子
四
人
が
前
の
机
、
女
子
三
人
が
後
ろ
の
机
に
座
る
。
指
導
す
る
副
筆
頭
は
子

ど
も
の
正
面
に
座
る
。
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
。

内
容

平
成
二
三
年
二
月
五
日

場
所

春
日
会
館

囃子練習 参与観察表（春日山）

19:36 19:28 19:25 19:20 19:12

「
起
し
太
鼓
」
練
習 

　

「
吹
け
る
人
、
吹
い
て
や
」
「
歌
、
入
る
人
は
（
入
れ
て
）
」
と
い
わ
れ
、
笛
を
吹

い
て
い
る
子
と
、
口
で
音
を
う
た
っ
て
い
る
子
と
が
い
る
。
暗
譜
し
て
い
る
子
も
い

る
。

「
奉
演
間
」
練
習 

　

約
半
分
の
子
ど
も
が
「
無
理
！
」
と
い
う
。
一
人
ず
つ
吹
く
。

休
憩　

 

　

大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
遊
ぶ
。

「
戻
り
山
」
練
習 

　

「
戻
り
山
」
を
音
階
で
う
た
っ
て
か
ら
笛
で
練
習
す
る
。

「
御
遣
り
」「
神
楽
」
練
習
（
笛
） 

　

楽
器
を
取
り
出
し
笛
で
「
御
遣
り
」と
「
神
楽
」を
吹
く
。
暗
譜
し
て
い
る
子
も
い
る
。

副
筆
頭
が
大
太
鼓
と
小
太
鼓
を
叩
く
。 

19:52 19:42 19:40

「
神
楽
」
練
習

「
御
遣
り
」
練
習 

　

一
人
ず
つ
太
鼓
・
小
太
鼓
を
さ
せ
、
キ
リ
（
切
り
笛
と
も
い
う
。
曲
の
最
初
に
小

節
独
奏
す
る
部
分
）
を
順
番
に
ま
わ
す
（
男
子
、
女
子
と
も
）
。
副
筆
頭
は
す
り
鉦

を
す
る
。

休
憩 

　

足
を
崩
す
。

19:59

練
習
終
了 

　

「
今
度
か
ら
、
別
の
若
い
衆
が
教
え
る
」
「
返
事
は
？
」
「
い
う
こ
と
聞
か
ん
か
っ

た
ら
、
祭
り
も
な
い
し
、
祭
り
に
出
さ
へ
ん
」
「
四
月
に
は
ち
ゃ
ん
と
吹
け
る
よ
う
に
」

「
わ
か
っ
た
か
？
返
事
は
？
」 

　

子
ど
も
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
し
、
お
菓
子
を
貰
い
、
帰

宅
す
る
。
最
終
的
に
男
子
五
人
、
女
子
四
人
で
あ
る
。

19:57

「
出
笛
」
練
習 

　

一
人
で
前
に
立
っ
て
吹
く
。
終
わ
る
と
み
ん
な
拍
手
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

月
宮
殿
独
自
の
曲
を
練
習
す
る
。
「
起
し
太
鼓
」
・
「
獅
子
」
・
「
ナ
ナ
シ
」
・
休
憩

を
挟
み
、
「
獅
子
」
・
「
祇
園
囃
子
」
の
順
に
練
習
す
る
。

練
習
は
主
に
合
奏
で
あ
る
。
楽
譜
は
用
い
な
い
。
吹
け
な
い
子
は
吹
け
る
子
の

指
使
い
を
見
な
が
ら
習
得
す
る
。
指
導
は
若
い
衆
が
お
こ
な
う
。

練
習
日
程　

練
習
は
毎
週
土
曜
日
、
出
番
の
年
は
四
月
に
入
っ
て
毎
日
お
こ
な

う
。
練
習
予
定
は
例
年
ど
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
三
か
月
く
ら
い
前
に
知
ら

せ
て
お
く
。
変
更
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
伝
え
る
。

練
習
場
所　

練
習
場
所
は
家
が
大
き
く
て
、
町
内
在
住
の
若
い
衆
の
家
一
五
軒

程
度
で
持
ち
ま
わ
り
と
な
っ
て
い
る
。
練
習
に
使
う
予
定
の
家
が
使
え
な
く
な
っ

た
と
き
や
、
す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
き
っ
た
場
合
な
ど
に
は
町
内
に
あ
る
寺
院

の
延
長
坊
万
年
寺
を
使
用
す
る
。

練
習
時
の
演
奏
者
の
配
置　

太
鼓
に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
た
め
に
、
太
鼓
を
笛

が
囲
む
よ
う
な
形
で
練
習
す
る
。
太
鼓
の
近
く
に
囃
子
方
総
責
や
大
学
生
、
吹

け
る
子
が
座
り
、
そ
の
周
り
に
吹
け
な
い
子
が
座
る
。
吹
け
な
い
子
は
吹
け
る

人
の
指
使
い
を
肩
越
し
に
見
な
が
ら
真
似
る
。
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演
奏
で
き
る
ま
で
の
期
間　

子
ど
も
に
よ
っ
て
、
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
期
間
は
違
う
。
早
け
れ
ば
一
年
、
遅
け
れ
ば
二
、
三
年
か
か
る
。

曲
中
の
掛
け
声　

合
間
の
掛
け
声
は
「
お
り
ゃ
」
「
よ
い
な
」
な
ど
三
種
類
ほ
ど

あ
る
が
、
太
鼓
を
打
つ
人
に
よ
っ
て
違
い
、
明
確
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
耳
で
聞
い
た
の
を
い
っ
て
い
る
の
で
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
曲
の
合

間
に
出
て
き
た
「
コ
ー
ノ
ー
ハ
ー
デ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
デ
ー
」
の
意
味
は
よ
く

知
ら
な
い
。
ほ
か
の
山
を
見
て
い
て
も
、「
こ
れ
は
何
と
い
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」

と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

昔
の
ハ
ヤ
シ
と
の
違
い　

以
前
に
比
べ
る
と
、
ハ
ヤ
シ
の
テ
ン
ポ
が
速
く
な
っ

て
い
る
。
太
鼓
の
担
当
が
育
ち
き
ら
な
い
ま
ま
な
の
で
、
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う

と
し
て
し
ま
う
。
太
鼓
の
ペ
ー
ス
に
笛
を
合
わ
せ
る
の
で
速
く
な
る
。

亭
に
上
げ
る
判
断
基
準　

亭
の
上
に
上
が
る
た
め
の
基
準
に
つ
い
て
は
明
確
な

決
ま
り
は
な
い
が
、
普
段
の
練
習
で
あ
る
程
度
音
が
し
っ
か
り
鳴
っ
て
い
る
と

判
断
し
た
ら
若
い
衆
の
判
断
で
上
げ
る
。
主
に
上
げ
る
の
は
小
学
校
高
学
年
か

ら
中
高
生
で
あ
る
。
小
学
生
は
小
柄
な
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
れ
ば
経

験
を
積
ま
せ
る
た
め
に
乗
せ
る
。

神
楽
と
獅
子
が
混
同
し
や
す
い
理
由　

月
宮
殿
に
は
「
ド
レ
ミ
」
が
な
い
の
で
、

自
分
の
な
か
に
し
っ
か
り
と
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
が
入
っ
て
い
な
い
と
、
ほ
か
の
山

組
の
曲
（
囃
子
保
存
会
の
曲
）
に
つ
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
ほ
か
の
山
組

の
曲
は
学
校
の
授
業
で
習
う
た
め
、
月
宮
殿
の
人
は
ど
ち
ら
の
曲
も
知
っ
て
い

る
状
態
で
、
余
計
に
つ
ら
れ
や
す
い
。
夕
渡
り
は
両
側
で
神
楽
を
吹
か
れ
る
た
め
、

と
く
に
つ
ら
れ
や
す
い
。
近
く
に
い
て
く
れ
な
い
と
聞
こ
え
な
い
。

習
得
す
る
楽
器
の
順
序　

練
習
す
る
子
ど
も
は
ま
ず
笛
か
ら
練
習
す
る
。
笛
が

ダ
メ
だ
か
ら
太
鼓
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
笛
が
吹
け
る
方
が
太
鼓
も

切
り
笛
の
指
名　

太
鼓
担
当
の
小
学
生
が
指
名
す
る
。

太
鼓
と
笛
の
関
係　

太
鼓
に
笛
が
合
わ
せ
る
が
、
「
獅
子
」
の
三
番
の
冒
頭
だ
け

は
太
鼓
が
笛
に
合
わ
せ
る
。

太
鼓
の
指
導
法　

若
い
衆
の
指
導
役
が
横
で
手
つ
き
を
見
せ
て
指
導
し
な
が
ら

演
奏
す
る
。

す
り
鉦
の
持
ち
方　

月
宮
殿
で
は
五
本
の
指
で
わ
し
づ
か
み
す
る
。

曲
の
練
習
頻
度　
「
獅
子
」
を
中
心
に
練
習
す
る
。
次
い
で
「
ナ
ナ
シ
」
を
練
習

す
る
こ
と
が
多
い
。
月
宮
殿
で
は
「
獅
子
」
が
基
本
の
曲
で
あ
る
。
「
獅
子
」
は

年
中
練
習
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
の
習
得
の
度
合
い
が
高
い
。
「
祗
園
囃
子
」

は
祭
り
を
と
お
し
て
、
二
回
し
か
吹
か
な
い
の
で
、
普
段
は
あ
ま
り
練
習
し
な
い
。

曲
の
難
度　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
と
「
獅
子
」
の
三
番
の
指
運
び
が
一
番
難
し

い
が
、
四
番
は
リ
ズ
ム
を
取
る
の
が
一
番
難
し
い
と
い
う
。
し
か
し
、
囃
子
方

総
責
に
よ
る
と
、
「
獅
子
」
よ
り
も
「
祇
園
」
の
方
が
難
し
く
、
「
獅
子
」
が
吹

け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
「
祇
園
」
を
吹
く
。

リ
コ
ー
ダ
ー
と
笛
の
関
係　

リ
コ
ー
ダ
ー
ば
か
り
吹
い
て
い
る
と
笛
の
腕
が
に

ぶ
る
。

出
笛
の
遊
び
の
音
「
出
笛
」
の
「
パ
ラ
パ
ラ
パ
ラ
」
と
い
う
遊
び
の
音
は
と
く

に
教
え
る
も
の
で
は
な
い
。
人
に
よ
っ
て
癖
が
出
る
。
わ
か
っ
て
い
て
入
れ
な

い
と
、
ズ
レ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
上
級
者
に
な
っ
た
ら
や
る
も
の
で
、

ど
れ
が
正
し
い
と
い
う
も
の
は
な
い
。
個
人
の
技
量
の
問
題
で
あ
る
。
昔
の
人

は
や
っ
て
い
た
が
、
今
は
あ
ま
り
な
い
。

出
笛
は
見
せ
場　
「
出
笛
」
は
一
人
で
や
る
も
の
な
の
で
、
緊
張
す
る
見
せ
場
で

あ
る
。
主
に
中
高
生
が
担
当
す
る
。
そ
れ
以
下
だ
と
最
後
の
音
の
息
が
続
か
な

い
た
め
。
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よ
く
わ
か
る
た
め
、
あ
る
程
度
笛
を
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
太
鼓
を
さ
せ

る
。
基
本
的
に
は
笛
が
上
手
な
子
に
太
鼓
を
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
が
、
な
か
に

は
笛
が
で
き
な
く
て
も
太
鼓
が
上
手
い
子
も
い
る
。
た
だ
し
太
鼓
の
音
に
笛
が

合
わ
せ
る
の
で
、
笛
の
方
も
上
手
く
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

教
材　

月
宮
殿
で
は
笛
も
太
鼓
も
楽
譜
を
使
わ
ず
、
見
て
覚
え
る
。
わ
か
ら
な

い
場
合
は
手
の
動
き
を
見
て
教
え
る
。
最
近
で
は
入
る
と
き
に
Ｃ
Ｄ
を
渡
し
て

聞
い
て
お
い
て
も
ら
う
。
楽
譜
自
体
は
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
演
奏
し
て
も
何
か

お
か
し
く
、
同
じ
に
な
ら
な
い
。
昔
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
楽
譜
が
な

く
て
も
演
奏
で
き
る
。
月
宮
殿
で
は
、
曲
の
音
を
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
で
は

誰
も
い
え
な
い
。

笛　

以
前
笛
は
最
初
の
一
本
目
は
保
存
会
か
ら
子
ど
も
に
渡
し
て
い
た
。
笛
は

大
事
に
使
っ
て
い
る
と
一
生
使
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
落
と
し
た
り
し
て
割
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
二
本
目
か
ら
は
自
分
で
買
う
。
笛
の
穴
は
七
つ
。
保

存
会
経
由
で
笛
を
注
文
す
る
。
穴
が
七
つ
な
い
と
出
笛
が
吹
け
な
い
。
笛
は
直

径
一
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
三
二
セ
ン
チ
。

太
鼓
・
す
り
鉦　

楽
器
は
大
太
鼓
一
台
・
締
め
太
鼓
一
台
・
す
り
鉦
一
つ
。
古
い

楽
器
は
と
く
に
な
い
。
も
う
少
し
小
さ
い
太
鼓
も
一
つ
あ
る
が
、
そ
れ
が
古
い

も
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
締
め
太
鼓
、
大
太
鼓
、
す
り
鉦
は
山
組
で
購
入

し
て
い
る
。
鋲
打
ち
太
鼓
の
直
径
三
四
セ
ン
チ
、
長
さ
四
四
セ
ン
チ
。
す
り
鉦

の
直
径
一
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
五
セ
ン
チ
。
す
り
鉦
の
バ
チ
の
長
さ
一
〇
・
六

セ
ン
チ
、
端
（
両
端
）
の
大
き
さ
は
一
セ
ン
チ
、
（
中
間
部
の
）
太
さ
一
・
八
セ

ン
チ
。

太
鼓
の
修
理
場
所　

大
太
鼓
は
つ
い
最
近
張
り
か
え
た
ば
か
り
で
あ
る
。
地
元

で
頼
む
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
評
判
を
聞
い
て
、
金
沢
の
店
で
張
り
か
え
て

も
ら
っ
た
。

楽
器
の
保
管
場
所　

延
長
坊
万
年
寺
。

調
査
日

平
成
二
三
年
二
月
一
二
日

場
所

若
い
衆
Ｋ
宅

時

　間

内
容

18:55

練
習
準
備 

　

延
長
坊
万
年
寺
か
ら
、
若
い
衆
の
囃
子
方
総
責
と
、
学
生
の
男
子
四
人
が
太
鼓
と

す
り
鉦
を
取
り
出
す
。
若
い
衆
宅
へ
移
動
す
る
途
中
で
、
反
対
方
向
に
行
こ
う
と
し

て
い
た
二
人
の
若
い
衆
に
囃
子
方
総
責
が
声
を
掛
け
て
合
流
す
る
。

19:00

若
い
衆
の
Ｋ
氏
宅
へ 

　

全
員
、
靴
を
揃
え
て
入
室
。
玄
関
を
入
っ
て
左
手
に
あ
る
和
室
の
居
間
を
と
お
り
、

そ
の
奥
の
和
室
の
奥
、
窓
側
に
太
鼓
・
締
め
太
鼓
を
置
く
。
部
屋
の
左
手
奥
に
は
ひ

な
祭
り
の
ひ
な
壇
、
左
手
手
前
は
仏
壇
、
右
手
奥
に
箪
笥
。
部
屋
に
は
絨
毯
が
敷
い

て
あ
り
、
そ
の
上
で
練
習
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

19:10

「
起
し
太
鼓
」「
獅
子
」
練
習 

　

演
奏
者
の
配
置
は
、
太
鼓
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
を
笛
が
囲
む
よ
う
な
形
。
太
鼓

に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
方
が
演
奏
し
や
す
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
程
度
習
得

し
て
い
る
曲
は
自
由
な
位
置
に
い
て
も
問
題
な
い
。 

　

男
子
の
一
人
が
太
鼓
を
担
当
し
、
太
鼓
の
方
を
向
い
て
囃
子
方
総
責
、
続
い
て
ほ

か
の
男
子
四
人
が
一
列
で
座
り
、
そ
し
て
一
番
後
ろ
に
若
い
衆
Ｋ
氏
と
い
う
順
で
並

ん
で
笛
を
担
当
す
る
。 

　

楽
器
に
か
か
わ
ら
ず
、
楽
譜
は
一
切
使
わ
な
い
。
全
員
が
正
座
。
最
初
に
全
員
で
「
起

し
太
鼓
」
を
合
奏
し
、
そ
の
後
は
「
獅
子
」
を
合
奏
す
る
。
独
奏
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ

を
小
学
生
男
子
四
人
、
最
後
に
高
校
三
年
生
（
以
下
高
三
）
の
男
子
の
順
番
で
笛
を

練
習
。
笛
が
交
代
す
る
合
間
に
太
鼓
の
子
が
「
オ
ー
リ
ャ
」
と
合
の
手
を
入
れ
、
太

鼓
上
部
の
縁
を
叩
く
。 

　

小
学
生
男
子
二
人
は
笛
か
ら
息
が
漏
れ
る
よ
う
な
感
じ
で
、
な
か
な
か
音
が
出
な

い
。 

　

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
囃
子
方
総
責
が
小
学
生
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。 

　

「
間
違
っ
て
も
吹
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
吹
き
き
る
こ
と
」
「
姿
勢
を
伸
ば
し
て
、
よ

く
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る
と
吹
く
と
き
に
音
が
か
わ
っ
て
く
る
か
ら
。
」

囃子練習 参与観察表（月宮殿）
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19:35

「
獅
子
」
練
習 

　

今
回
も
一
番
か
ら
四
番
の
独
奏
部
分
を
小
学
生
の
立
候
補
で
決
め
る
。
若
い
衆
Ｋ

氏
は
や
は
り
太
鼓
担
当
の
小
学
生
の
横
に
座
り
、
「
で
で
す
て
で
ん
、
よ
ー
い
」
と
口

に
出
し
、
教
え
る
。
ほ
か
も
先
ほ
ど
と
同
じ
。

19:40

若
い
衆
C
氏
が
笛
を
持
っ
て
入
室 

　

や
は
り
こ
ち
ら
も
高
三
と
同
年
代
と
考
え
ら
れ
る
。
す
り
鉦
は
Ａ
氏
が
担
当
。

19:42

太
鼓
の
小
学
生
の
み
「
獅
子
」
三
番
の
練
習 

　

横
で
若
い
衆
Ｋ
氏
が
笛
を
担
当
。
若
い
衆
Ｋ
氏
が
太
鼓
の
小
学
生
に
「
す
り
鉦
の
人

に
合
わ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
」
「
ど
の
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
が
い
い
か
、
自
分
の
な
か
で

わ
か
っ
て
な
い
と
。
な
る
べ
く
ゆ
っ
く
り
め
に
。
俺
も
最
初
は
わ
か
ん
な
か
っ
た
。
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
ほ
か
は
雑
談
を
す
る
。
高
三
、
そ
れ
に
Ａ
氏
と
Ｃ
氏
が
大
学
受

験
に
つ
い
て
の
雑
談
。
若
い
衆
Ｋ
氏
に
よ
る
と
「
（
練
習
に
来
る
）
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ

と
ん
ど
固
定
」
だ
と
い
う
。

19:48

練
習
再
開
「
獅
子
」 

　

太
鼓
の
小
学
生
が
、
ま
た
、
ほ
か
の
子
に
対
し
て
独
奏
部
分
を
挙
手
で
立
候
補
さ
せ
、

「
オ
リ
ャ
」
と
い
う
声
で
演
奏
再
開
。
楽
器
の
担
当
や
演
奏
の
順
序
は
同
じ
。
若
い
衆

Ｋ
氏
が
か
わ
ら
ず
太
鼓
の
小
学
生
を
指
導
。
三
番
を
担
当
す
る
小
学
生
が
上
手
く
吹

け
ず
、
中
断
し
て
や
り
直
し
。
「
（
こ
の
部
分
は
）
吹
き
出
し
の
所
だ
け
は
太
鼓
が
笛

に
合
わ
せ
る
」
と
若
い
衆
Ｋ
氏
が
指
導
（
※
囃
子
方
総
責
に
よ
れ
ば
、こ
れ
は
曲
に
よ
っ

て
違
う
と
の
こ
と
）
。

19:55

「
祇
園
囃
子
」
練
習 

　
「
獅
子
」
は
終
了
。
若
い
衆
Ｋ
氏
が
「
祗
園
囃
子
は
？
」
と
聞
く
と
、
太
鼓
の
子
が

「
無
理
」
と
答
え
る
。
「
そ
れ
や
っ
た
ら
ど
う
や
っ
て
八
幡
さ
ん
に
入
る
の
」
「
あ
と
二

か
月
や
で
」
。 

　

若
い
衆
Ｋ
氏
が
小
学
生
の
後
ろ
か
ら
手
を
と
っ
て
指
導
し
、
曲
の
三
番
か
ら
手
を

放
し
て
子
ど
も
に
打
た
せ
た
。
笛
も
若
い
衆
が
前
に
出
て
、
中
央
に
高
三
が
座
わ
る
。

小
学
生
は
後
方
に
下
が
り
、
高
三
を
囲
む
よ
う
に
整
列
し
直
し
た
。
笛
を
演
奏
す
る

に
あ
た
っ
て
、
上
手
い
人
の
後
ろ
に
移
動
し
て
見
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

見
真
似
で
習
得
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

19:15

「
ナ
ナ
シ
」
練
習 

　

全
員
に
よ
る
「
コ
ー
ノ
ー
ハ
ー
デ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
デ
ー
」
と
い
う
声
で
一
斉
に

始
め
る
。
ひ
と
し
き
り
の
合
奏
の
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓
に
合
わ
せ
て
一
人
ず

つ
短
い
独
奏
、
そ
の
後
続
け
て
合
奏
、
ま
た
短
い
独
奏
、
合
奏
を
く
り
返
す
。
独
奏

か
ら
合
奏
に
か
わ
る
と
き
に
、
太
鼓
を
叩
く
男
子
に
よ
る
「
オ
ー
リ
ャ
」
、
ま
た
合
奏

か
ら
独
奏
に
か
わ
る
と
き
に
「
コ
ー
ノ
ー
ハ
ー
デ
ー
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
デ
ー
」
の
合
の

手
が
入
る
。

19:20

若
い
衆
が
途
中
入
室 

　

若
い
衆
Ａ
氏
（
お
そ
ら
く
高
三
の
男
子
と
同
年
代
。
あ
と
の
休
憩
の
時
間
に
、
も

う
一
人
あ
と
か
ら
入
っ
て
き
た
若
い
衆
Ｃ
氏
と
親
し
く
、
大
学
受
験
の
話
を
し
て
い

た
）
が
一
人
、
途
中
か
ら
入
室
し
て
加
わ
る
。
す
り
鉦
を
担
当
。 

　

小
さ
い
子
は
ま
だ
息
が
漏
れ
て
い
る
。
囃
子
方
総
責
か
ら
は
小
学
生
に
対
し
て
、「
音

を
出
す
練
習
を
し
て
く
れ
や
」
「
少
な
い
息
で
、
息
を
調
整
し
て
長
く
吹
け
る
よ
う
に
」

「
息
継
ぎ
を
三
回
も
四
回
も
す
る
の
で
な
く
、
途
中
で
息
継
ぎ
一
回
だ
け
で
吹
け
る
よ

う
に
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
。
さ
ら
に
若
い
衆
Ｂ
氏
が
一
人
、
練
習
に
加
わ
っ
た
。

19:22

休
憩 

　

た
だ
し
小
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
笛
を
吹
き
、
若
い
衆
Ｋ
氏
は
一
九
時
二
四
分
頃

か
ら
太
鼓
を
担
当
し
て
い
る
男
子
の
隣
に
座
っ
て
太
鼓
を
指
導
す
る
。

19:25

練
習
再
開
。「
獅
子
」
練
習 

　

太
鼓
担
当
の
小
学
生
が
「
一
番
（
は
誰
の
担
当
か
）
、
二
番
…
…
」
と
指
示
を
出
し
、

一
番
か
ら
四
番
の
独
奏
部
分
を
小
学
生
の
立
候
補
で
決
め
る
。
囃
子
方
総
責
は
笛
の

小
学
生
に
対
し
て
「
ど
こ
で
指
を
動
か
し
始
め
る
か
、
や
っ
と
か
ん
と
」
と
言
葉
を

か
け
る
。 

　

太
鼓
は
、
若
い
衆
Ｋ
氏
が
横
で
手
つ
き
を
見
せ
て
指
導
し
な
が
ら
の
演
奏
。

　

最
初
は
合
奏
で
始
ま
り
、
太
鼓
担
当
が
「
オ
ー
リ
ャ
」
（
こ
の
と
き
に
太
鼓
の
縁
を

叩
く
）
「
ム
ッ
ツ
」
「
ウ
リ
ナ
」
と
い
う
合
の
手
を
入
れ
る
。
途
中
の
笛
の
独
奏
は
指

名
さ
れ
た
小
学
生
が
一
人
ず
つ
担
当
。 

　

こ
れ
も
合
奏
→
「
オ
ー
リ
ャ
」
→
独
奏
（
一
番
か
ら
四
番
）
→
「
ム
リ
ナ
」
→
合

奏
…
と
い
う
順
番
。 

　

演
奏
終
了
後
に
、
囃
子
方
総
責
が
「
三
番
は
難
し
な
る
と
こ
や
な
」
「
二
番
は
で
き

て
た
」
と
小
学
生
に
声
を
掛
け
る
。
こ
こ
で
囃
子
方
総
責
は
三
役
会
議
の
た
め
、
一

時
退
出
。
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19:59

囃
子
方
総
責
再
入
室 

　

囃
子
方
総
責
が
戻
り
、
す
ぐ
に
笛
と
し
て
参
加
す
る
。

20:00

「
祇
園
囃
子
」
練
習
継
続 

　

若
い
衆
Ｋ
氏
が
「
太
鼓
、
覚
え
て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
頑
張
り
ま
す
」
と
、

太
鼓
を
担
当
。
ほ
か
は
笛
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
太
鼓
を
担
当
し
て
い
た
子
は
若
い
衆

Ｋ
氏
の
右
横
に
座
っ
て
手
の
動
き
を
見
て
い
る
。
太
鼓
の
音
が
明
ら
か
に
大
き
く
力

強
い
も
の
に
か
わ
る
。
小
学
生
は
「
「
祗
園
囃
子
」
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
て
い
た

が
、
笛
を
構
え
、
指
を
動
か
し
て
い
た
。
音
を
出
し
て
い
た
か
は
不
明
。 

　

若
い
衆
Ｋ
氏
「
三
回
く
ら
い
せ
ん
と
戻
ら
ん
」
と
反
省
。
囃
子
方
総
責
「
太
鼓
も

お
か
し
か
っ
た
が
、
つ
ら
れ
て
皆
も
お
か
し
か
っ
た
」
と
批
評
す
る
。

　

囃
子
方
「
来
た
ら
「
祗
園
囃
子
」
や
っ
た
か
ら
び
っ
く
り
し
た
わ
。
皆
、
優
等
生
や
な
」

（
そ
れ
だ
け
「
祗
園
囃
子
」
は
難
し
い
か
ら
）
。
子
ど
も
た
ち
に
「
二
か
月
後
に
は
祭

り
は
始
ま
っ
て
る
」
「
三
月
に
な
っ
た
ら
高
校
生
も
来
て
く
れ
る
し
、
四
月
に
入
っ
た

ら
毎
日
練
習
も
あ
る
。
吹
け
へ
ん
か
っ
た
ら
山
に
上
げ
て
も
ら
え
ん
か
ら
、
し
っ
か

り
練
習
し
て
。
ま
ず
は
獅
子
を
吹
け
な
い
と
。
」
た
だ
し
、
こ
の
日
練
習
に
来
て
い
た

小
学
生
の
う
ち
二
人
は
役
者
を
す
る
。

20:07

練
習
終
了
と
雑
談 

　

挨
拶
を
し
て
終
了
。
そ
の
後
、
調
査
者
は
囃
子
方
総
責
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
ほ
か

の
参
加
者
は
若
い
衆
Ｋ
氏
宅
の
女
性
が
用
意
し
た
お
菓
子
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
食
べ
、

雑
談
し
て
い
た
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

「
御
遣
り
」
・
「
太
平
楽
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
・
「
豊
公
楽
」
・
「
出
笛
」
の
順

に
練
習
し
た
あ
と
、
調
査
時
は
「
豊
公
楽
」
を
重
点
的
に
練
習
し
た
。
重
点
的
に

練
習
す
る
曲
は
毎
週
異
な
る
。
そ
の
あ
と
、
休
憩
を
挟
み
「
太
平
楽
」
・
「
豊
公
楽
」

を
練
習
す
る
。
指
導
は
囃
子
部
の
部
長
と
副
部
長
を
中
心
に
囃
子
部
以
外
の
若
い

衆
も
関
与
す
る
。
太
鼓
は
中
学
一
年
生
の
男
子
が
担
当
し
て
い
た
。

練
習
日
程　

基
本
的
に
毎
週
日
曜
日
の
一
九
時
か
ら
二
〇
時
半
ま
で
。
た
だ
し

出
番
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
大
体
六
月
頃
か
ら
再
開
さ
れ
る
。
現
在
の
四
〇
代

が
小
学
生
の
頃
は
、
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
は
曳
山
祭
二
週
間
前
に
集
中
し
て
お
こ

な
っ
て
い
た
。

練
習
場
所　

通
常
練
習
は
相
生
会
議
所
で
お
こ
な
う
が
、
出
番
山
の
年
は
、
相

生
会
議
所
が
狂
言
の
稽
古
場
に
な
る
た
め
、
町
内
の
別
の
場
所
で
お
こ
な
う
。

指
導
者　

基
本
的
に
囃
子
部
の
若
い
衆
が
直
接
指
導
す
る
。
囃
子
部
が
で
き
る

ま
で
（
五
、
六
年
前
）
は
若
い
衆
に
限
ら
ず
、
演
奏
で
き
る
人
が
教
え
て
い
た
。

平
成
二
三
年
は
部
長
は
す
り
鉦
を
担
当
し
、
あ
ま
り
練
習
に
口
を
出
さ
な
い
。

補
助
的
に
若
い
衆
筆
頭
が
指
導
を
お
こ
な
う
。
練
習
で
は
副
部
長
が
主
に
指
導

役
で
あ
る
。
た
だ
平
成
二
三
年
は
出
番
山
で
副
部
長
が
舞
台
後
見
の
役
に
当
た
っ

て
い
た
の
で
、
狂
言
稽
古
開
始
後
は
練
習
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

現
在
の
シ
ャ
ギ
リ
の
指
導
・
伝
習　

太
鼓
・
笛
の
譜
面
を
見
な
が
ら
練
習
す
る
。

ほ
か
に
も
、
音
を
聞
き
、
指
使
い
を
見
て
覚
え
る
こ
と
も
あ
る
。
笛
の
練
習
で
は
、

若
い
衆
が
、
五
線
譜
の
譜
面
を
一
つ
一
つ
指
で
確
認
し
た
り
、
笛
の
指
使
い
を

自
ら
示
し
な
が
ら
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
口
伝
え
で
子
ど
も
に
教
え
る
。
あ
る
程
度

吹
け
る
子
ど
も
た
ち
が
一
人
ず
つ
吹
く
。
ま
だ
笛
が
吹
け
な
い
子
ど
も
は
そ
れ

を
聞
く
。
ま
た
、
若
い
衆
が
、
五
線
譜
の
音
符
を
一
つ
ず
つ
指
で
追
う
の
を
見

な
が
ら
、
曲
を
覚
え
て
い
く
。
若
い
衆
が
子
ど
も
た
ち
に
、
笛
の
吹
き
方
に
つ

い
て
指
導
す
る
。
大
太
鼓
・
締
め
太
鼓
の
練
習
は
、
太
鼓
の
譜
面
を
見
な
が
ら
、

若
い
衆
が
付
き
添
っ
て
叩
き
方
を
、
手
と
口
伝
え
の
両
方
で
教
え
る
。

　

曳
山
の
声
が
シ
ャ
ギ
リ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
祭
り
当
日
は
常
に
シ
ャ
ギ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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か
つ
て
の
シ
ャ
ギ
リ
の
指
導
・
伝
習　

昔
は
、
笛
を
吹
く
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分

で
シ
ャ
ギ
リ
の
音
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
演
奏
し
た
。
楽
譜
に
頼
ら
ず
に
イ
メ
ー

ジ
で
吹
い
た
。

習
得
す
る
楽
器
の
順
番　

子
ど
も
た
ち
は
最
初
に
笛
を
習
う
。
あ
る
程
度
上
達

し
、
な
お
か
つ
興
味
を
持
つ
者
が
太
鼓
を
習
う
。
今
回
の
祭
り
で
は
中
学
一
年

生
の
男
子
が
太
鼓
を
初
め
て
担
当
す
る
。
笛
と
太
鼓
が
あ
る
程
度
上
達
し
た
ら
、

す
り
鉦
を
担
当
で
き
る
。

笛
の
音
色
の
変
化　

笛
は
あ
く
ま
で
自
分
が
吹
く
音
を
尊
重
す
る
べ
き
だ
と
大

人
は
子
ど
も
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
古
老
に
よ
る
と
現
在
の
曳
山
祭
の
シ
ャ
ギ

リ
は
整
い
す
ぎ
て
、
面
白
み
が
な
く
飽
き
る
と
い
う
。
昔
は
音
が
バ
ラ
バ
ラ
で

独
自
の
音
が
あ
っ
た
。
し
か
し
怒
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
独
自
流

を
貫
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
教
育
さ
れ
て
い
た
。

太
鼓
、
す
り
鉦
を
担
当
す
る
人　

大
太
鼓
、
締
め
太
鼓
、
す
り
鉦
は
で
き
る
人

が
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
。
若
い
衆
の
中
で
各
楽
器
の
使
い
方
、
演
奏
の

仕
方
を
理
解
し
て
い
る
人
が
二
、
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
い
る
と
い
う
。

個
人
練
習　

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
頃
か
ら
笛
の
練
習
を
始
め
、
各
家
で
宿
題

と
い
う
形
で
シ
ャ
ギ
リ
を
練
習
し
て
い
る
。

教
材　

保
存
会
が
作
成
し
た
譜
面
を
使
用
し
て
い
る
。
ド
レ
ミ
で
表
記
さ
れ
た

楽
譜
を
見
て
練
習
し
、
慣
れ
て
く
る
と
楽
譜
を
見
ず
に
練
習
す
る
方
法
を
と
る
。

楽
譜
表
紙
に
は
「
長
浜
曳
山
祭
シ
ャ
ギ
リ
楽
譜　

カ
タ
カ
ナ
編　

保
存
会
・
一

般
用
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
太
鼓
・
横
笛
の
楽
譜
が
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
は
使
用
し
な
い
。

太
鼓　

大
太
鼓
は
去
年
新
調
し
た
ば
か
り
で
、
今
年
は
新
し
い
太
鼓
を
使
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
な
る
べ
く
練
習
で
多
く
叩
い
て
お
き
、
祭
り
当
日
は
新
し
い

音
を
あ
ま
り
出
し
た
く
な
い
と
い
う
。
各
山
に
聞
か
れ
る
と
新
調
し
た
こ
と
が

わ
か
り
恥
ず
か
し
い
か
ら
で
あ
る
。
前
に
使
用
し
て
い
た
太
鼓
は
、
囃
子
保
存

会
か
ら
紹
介
さ
れ
桑
名
で
購
入
し
た
。
今
は
相
生
会
議
所
の
二
階
に
保
管
し
て

い
る
。
締
め
太
鼓
の
準
備
で
は
、
演
奏
す
る
子
ど
も
が
自
分
で
紐
を
締
め
る
。

す
り
鉦　

す
り
鉦
は
大
太
鼓
・
締
め
太
鼓
よ
り
も
古
い
と
さ
れ
、
三
〇
代
後
半

～
四
〇
代
前
半
の
人
が
子
ど
も
の
頃
に
も
現
在
の
す
り
鉦
を
使
っ
て
い
た
と
い

う
。　

囃子練習 参与観察表 ( 青海山 )

19:15 19:00
時

　間

調
査
日

「
御
遣
り
」「
太
平
楽
」「
神
楽
」「
戻
り
山
」「
豊
公
楽
」
練
習 

　

「
御
遣
り
」
は
囃
子
部
長
が
す
り
鉦
を
担
当
。
副
部
長
が
笛
を
習
い
始
め
た
子
に
、
直
接

楽
譜
を
用
い
て
指
導
。
つ
ぎ
に
「
太
平
楽
」
「
神
楽
」
を
練
習
す
る
。
若
い
衆
か
ら
「
締
め

太
鼓
が
続
く
と
、
ど
う
し
て
も
速
く
な
る
」
と
注
意
が
入
る
。
さ
ら
に
「
戻
り
山
」
「
豊
公

楽
」
を
練
習
。
「
豊
公
楽
」
の
と
き
、
副
部
長
が
、
太
鼓
の
指
導
に
ま
わ
る
。
太
鼓
を
叩
く

子
の
横
で
、
バ
チ
を
持
ち
な
が
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
や
打
ち
方
を
曲
中
に
指
導
す
る
。

　

相
生
会
議
所
に
若
い
衆
や
子
ど
も
た
ち
が
集
合
す
る
。
若
い
衆
は
囃
子
部
の
部
長
・
副

部
長
な
ど
九
人
。
背
中
に
「
青
海
山
」
の
文
字
が
入
っ
た
青
い
パ
ー
カ
ー
を
着
て
い
る
。

子
ど
も
は
八
人
。
そ
の
内
笛
が
五
人
、
太
鼓
が
一
人
、
楽
器
を
演
奏
し
な
い
子
が
二
人
。 

　

一
〇
畳
強
ほ
ど
の
一
階
の
部
屋
で
練
習
す
る
。
基
本
的
に
上
座
は
な
く
、
部
屋
の
中
心

に
締
め
太
鼓
と
大
太
鼓
を
置
き
、
そ
の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
笛
が
座
る
。

内
容

平
成
二
三
年
二
月
一
三
日

場
所

相
生
会
議
所

19:27

「
出
笛
」 

　

笛
だ
け
で
練
習
す
る
。
若
い
衆
か
ら
「
楽
譜
ど
お
り
で
も
い
い
し
、
自
分
流
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
も
い
い
」
、
「
曲
が
途
切
れ
る
よ
う
な
ミ
ス
は
い
け
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
ミ
ス
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」
、
「
最
後
の
ミ
（
音
階
）
が
き
れ
い
に
出
る
と
か
っ
こ
い
い
」

と
指
導
す
る
。
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20:26 20:19

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
の
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
そ
の
後
解
散
し
た
。
片
づ
け
は
各
自
で
す
る
。

「
豊
公
楽
」 

　

全
員
で
吹
く
前
に
副
部
長
と
若
い
衆
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
指
示
す
る
。
「
楽

譜
を
見
る
な
」
、
「
太
鼓
が
速
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
」
、
「
（
女
子
二
人
に
対
し
て
）
最
後

は
何
も
（
指
導
を
）
し
な
い
か
ら
」

「
太
平
楽
」 

　

全
体
で
練
習
し
た
あ
と
、
一
人
一
回
ず
つ
練
習
す
る
。
二
人
の
女
子
が
一
人
で
吹
く
。

【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
練
習
す
る
。
「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
戻
り
山
」・「
奉
演
間
」

の
順
に
練
習
し
、
休
憩
を
挟
み
、
再
度
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
の
順

に
練
習
す
る
。
若
い
衆
囃
子
方
が
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
練
習
の
進
行
と
指
導
を

す
る
。
初
心
者
へ
は
音
の
出
し
方
を
教
え
た
り
、
一
緒
に
吹
い
て
指
使
い
を
教
え
る
。

練
習
日
程　

一
年
中
、
毎
週
日
曜
日
一
九
時
半
か
ら
二
〇
時
半
ま
で
す
る
。
平

成
二
三
年
の
初
稽
古
は
一
月
二
三
日
。

20:00 19:35

休
憩

「
豊
公
楽
」 

　

副
部
長
に
よ
る
と
、
毎
週
一
曲
ず
つ
練
習
し
て
い
る
。
今
週
は
「
豊
公
楽
」
の
週
と
の
こ
と
。

　

副
部
長
の
指
示
で
、
一
人
ず
つ
吹
く
。 

　

若
い
衆
か
ら
「
楽
譜
ど
お
り
で
な
く
て
も
い
い
」
、
「
昔
シ
ャ
ギ
リ
を
や
っ
て
た
人
に
い

わ
せ
る
と
、
今
は
曲
が
き
れ
い
す
ぎ
て
面
白
く
な
い
ら
し
い
。
曲
の
流
れ
を
全
員
が
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
多
少
違
っ
て
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
が
合
わ
さ
っ
た
ほ
う
が
面
白
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。 

　

最
後
に
全
員
で
「
豊
公
楽
」
を
練
習
す
る
。

指
導
者　

若
い
衆
囃
子
方
が
主
に
指
導
す
る
。
補
佐
役
の
中
老
は
た
ま
に
注
意
を

す
る
程
度
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
出
欠
確
認
な
ど
の
事
務
や
、
楽
器
の
世
話
を
お
こ

な
う
。
練
習
に
顔
を
出
す
ほ
か
の
若
い
衆
は
と
く
に
指
導
し
な
い
。

指
導
方
法　

若
い
衆
囃
子
方
が
太
鼓
を
担
当
し
て
練
習
を
進
め
る
。
と
き
に
は
笛

の
吹
け
な
い
子
と
一
緒
に
吹
い
て
教
え
る
。
そ
の
と
き
太
鼓
は
別
の
人
が
叩
く
。

一
月
二
三
日
は
女
子
中
学
生
が
叩
い
た
。
山
組
で
の
練
習
前
に
楽
譜
と
テ
ー
プ
を

渡
し
て
曲
を
覚
え
て
き
て
も
ら
う
。
楽
譜
は
五
線
譜
。
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
聞
い
て
い
る
の
で
、
楽
譜
を
見
ず
に
す
ぐ
に
吹
け
る
よ
う
に

な
る
。
た
だ
、
子
ど
も
は
手
が
小
さ
い
の
で
笛
の
穴
が
塞
げ
ず
、
初
め
は
音
が
出

な
い
。

習
得
す
る
楽
器
の
順
番　

普
通
初
め
に
担
当
す
る
の
は
笛
。
初
め
か
ら
太
鼓
を
す

る
子
は
稀
で
あ
る
。
太
鼓
や
す
り
鉦
は
中
学
生
以
上
が
多
い
。
曲
を
知
っ
て
い
る

の
で
太
鼓
は
と
く
に
教
え
な
く
て
も
す
ぐ
に
で
き
る
。

練
習
時
の
楽
譜　

皆
、
練
習
時
に
五
線
譜
の
楽
譜
を
床
に
広
げ
て
い
る
が
、
ほ
と

ん
ど
見
ず
に
演
奏
し
て
い
る
。
太
鼓
だ
け
は
、
前
に
譜
面
台
が
置
か
れ
、
楽
譜
を

置
い
て
い
る
。

練
習
時
の
服
装　

普
段
着
。

笛　

囃
子
保
存
会
の
笛
は
保
存
会
の
助
成
が
あ
っ
て
四
〇
〇
〇
円
く
ら
い
。
材
料

費
に
よ
っ
て
値
段
が
変
動
す
る
。
補
佐
役
の
中
老
が
ハ
ッ
ピ
の
色
に
合
わ
せ
て
笛

を
カ
シ
ュ
ウ
（
合
成
漆
）
で
赤
く
塗
っ
て
い
る
。
塗
料
代
は
一
缶
一
〇
〇
〇
円
。

そ
れ
で
七
、
八
本
塗
れ
る
。
自
分
で
籐
を
何
千
円
か
出
し
て
釣
具
屋
で
巻
い
て
も

ら
う
人
も
い
る
。
も
し
店
で
黒
塗
り
に
し
て
も
ら
い
籐
を
巻
く
な
ら
三
〇
〇
〇
〇

円
か
か
る
。

子
ど
も
に
シ
ャ
ギ
リ
の
事
を
嫌
い
に
な
っ
て
欲
し
く
な
い
。
祭
り
の
と
き
は
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一
時
間
吹
き
っ
ぱ
な
し
で
大
変
な
の
で
、
お
遊
び
み
た
い
な
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
塗
っ
て
欲
し
い
と
い
う
子
ど
も
の
笛
に
塗
っ
て
い
る
。

太
鼓　

音
の
低
い
大
太
鼓
と
音
の
高
い
締
め
太
鼓
が
二
組
あ
る
。
二
組
あ
る
山

組
は
珍
し
い
。
本
番
用
の
大
太
鼓
は
古
い
。
本
番
用
の
大
太
鼓
と
締
め
太
鼓
は

曳
山
に
載
せ
て
も
ず
れ
な
い
よ
う
に
、
太
鼓
の
台
に
曳
山
に
引
っ
掛
け
る
止
め

具
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
九
年
前
か
ら
革
を
張
り
か
え
て
い
な
い
。
新
し
い
大

太
鼓
は
一
年
前
に
革
を
張
り
か
え
た
の
で
音
が
高
い
。
踏
ん
だ
り
酒
を
か
け
る

と
音
が
よ
く
な
る
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
し
て
い
な
い
。
長
浜
の
太
鼓
店

で
革
を
張
り
か
え
て
い
る
。
各
山
組
に
よ
っ
て
張
り
か
え
る
店
は
違
う
。
太
鼓

店
は
諫
皷
山
の
中
老
の
紹
介
で
あ
る
。

19:35

練
習
開
始 

　

若
い
衆
囃
子
方
が
「
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
と
、
小
学
生
の
男
子
が
「
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
い
、
皆
で
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
復
唱
す
る
。 

　

中
老
が
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
連
絡
す
る
。 

　

若
い
衆
囃
子
方
が
「
人
数
が
少
な
い
け
ど
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
。

19:20 19:15
時

　間

調
査
日

　

子
ど
も
た
ち
が
到
着
し
始
め
る
。
小
中
学
生
の
女
子
三
人
、
男
子
一
人
。
部
屋
の
隅

に
散
ら
ば
っ
て
正
座
で
待
機
す
る
。

　

指
導
す
る
中
老
と
若
い
衆
囃
子
方
が
到
着
す
る
。

内
容

平
成
二
三
年
一
月
二
三
日

場
所

御
堂
前
町
家

囃子練習 参与観察表  ( 諫皷山 )

19:42 19:38

「
神
楽
」
練
習 

　

一
回
と
お
す
。
若
い
衆
囃
子
方
以
外
は
徐
々
に
足
を
崩
す
。
途
中
中
学
生
の
女
子
が
到
着

し
、
そ
の
ま
ま
笛
を
吹
き
始
め
る
。
吹
き
終
わ
る
と
中
老
が
到
着
し
た
ば
か
り
の
女
子
に
楽

譜
を
渡
す
。

「
御
遣
り
」
練
習 

　

一
回
と
お
す
。
進
行
の
若
い
衆
囃
子
方
が
切
り
笛
を
指
名
す
る
。
子
ど
も
た
ち
は
保
存
会

が
作
成
し
た
五
線
譜
の
楽
譜
を
見
な
が
ら
吹
く
。
吹
け
な
い
子
は
楽
譜
を
見
な
が
ら
指
を
動

か
す
。
若
い
衆
囃
子
方
が
太
鼓
を
、
中
学
生
く
ら
い
の
女
子
が
す
り
鉦
を
担
当
す
る
。
ほ
か

の
人
は
笛
を
吹
く
。

20:30 20:26 20:22

練
習
終
了 

　

男
子
が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
い
、
続
け
て
全
員
で
復
唱
す
る
。

「
戻
り
山
」
練
習 

　

一
回
と
お
す
。
若
い
衆
囃
子
方
が
切
り
笛
を
若
い
衆
に
お
願
い
す
る
。

「
神
楽
」
練
習 

　

一
回
と
お
す
。
若
い
衆
囃
子
方
が
切
り
笛
を
副
筆
頭
に
お
願
い
す
る
。
途
中
で
若
い
衆
の

筆
頭
が
来
て
練
習
の
様
子
を
見
て
い
る
。

【
高
砂
山
（
宮
町
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
練
習
す
る
。
「
御
遣
り
」
と
「
神
楽
」
を
休
憩
を
挟
み
つ
つ

繰
り
返
し
練
習
し
、
最
後
に
「
戻
り
山
」
と
「
奉
演
間
」
を
練
習
す
る
。
練
習
は

初
心
者
と
上
級
者
に
分
か
れ
て
お
こ
な
う
。
初
心
者
は
主
な
練
習
は
ド
レ
ミ
の
音

階
で
う
た
い
、
上
級
者
は
笛
を
吹
く
。
指
導
は
高
砂
山
の
若
い
衆
が
主
に
お
こ
な
う
。

練
習
日
程　

基
本
的
に
は
第
二
、
四
土
曜
日
に
練
習
す
る
。
出
番
山
の
年
に
は
一

月
か
ら
毎
週
す
る
。
若
い
衆
も
練
習
に
出
る
。

指
導
者　

指
導
者
は
自
町
の
者
。
若
い
衆
が
主
に
し
て
い
る
が
、
若
い
衆
時
に

指
導
し
て
い
た
中
老
も
関
与
し
て
い
る
。

指
導
方
法　

初
心
者
と
あ
る
程
度
で
き
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
者
と
に
分
け
て

20:20 19:55 19:52 19:48

「
御
遺
り
」
練
習 

　

一
回
と
お
す
。
若
い
衆
囃
子
方
が
吹
け
な
い
子
に
付
き
添
っ
て
吹
く
の
で
、
か
わ
り
に
中

学
生
の
女
子
が
太
鼓
を
叩
く
。
し
か
し
自
分
の
テ
ン
ポ
が
正
し
い
か
気
に
な
っ
て
、
若
い
衆

囃
子
方
に
確
認
す
る
。
中
老
が
す
り
鉦
を
叩
く
。
副
筆
頭
も
一
緒
に
笛
を
吹
く
。

「
休
憩
」 

　

若
い
衆
囃
子
方
は
ま
だ
吹
け
な
い
子
に
音
の
出
し
方
を
教
え
る
。
ほ
か
の
子
た
ち
は
大
人

と
一
緒
に
雑
談
す
る
。
休
憩
中
、
若
い
衆
の
副
筆
頭
二
人
が
入
室
す
る
。
（
囃
子
の
稽
古
終
了

後
若
い
衆
で
会
議
が
あ
る
。
）

「
奉
演
間
」
練
習 

　

一
段
、
二
段
を
と
お
す
。
す
り
鉦
は
省
略
し
て
い
た
。

「
戻
り
山
」
練
習 

　

一
回
と
お
す
。
暗
譜
し
て
い
る
子
も
い
る
。
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調
査
日

平
成
二
三
年
三
月
一
二
日

場
所

宮
町
会
館
一
階
和
室

時

　間

内
容

18:58

　

男
子
五
人
、
女
子
二
人
。
男
子
の
一
人
が
太
鼓
、
ほ
か
は
笛
。
太
鼓
の
正
面
に
向
か

い
合
う
形
で
笛
の
奏
者
が
座
る
。
す
り
鉦
担
当
の
男
性
は
太
鼓
担
当
者
の
左
に
座
る
。

18:59

　

練
習
開
始
。
譜
面
を
使
用
し
て
い
る
が
、
暗
譜
し
て
い
る
女
子
は
使
っ
て
い
な
い
。

19:00

「
御
遣
り
」
練
習 

　

全
員
で
吹
く
。
指
導
者
、
ド
レ
ミ
の
音
階
で
指
導
。 

　

途
中
、
笛
担
当
の
男
子
、
女
子
が
一
人
ず
つ
新
た
に
加
わ
る
。 

　

「
御
遣
り
」
の
演
奏
終
了
後
、
中
老
は
若
い
衆
の
指
導
役
に
対
し
、
「
太
鼓
。
譜
面

ど
お
り
だ
け
ど
、
せ
き
こ
む
感
じ
が
な
い
で
。
チ
ャ
カ
ス
カ
、
チ
ャ
カ
ス
カ
チ
ャ
ン
、

教
え
と
い
て
や
」
、
子
ど
も
の
太
鼓
担
当
者
に
対
し
「
Ｃ
Ｄ
聴
い
て
み
」
と
指
導
す
る
。

指
導
す
る
。
起
し
太
鼓
は
子
ど
も
に
は
教
え
て
お
ら
ず
、
若
い
衆
に
教
え
て
い
る
。

楽
譜　

囃
子
保
存
会
の
楽
譜
を
使
う
。

笛 
囃
子
保
存
会
が
一
本
に
つ
き
三
三
〇
〇
円
補
助
し
、
四
〇
〇
〇
円
で
売
っ
て

い
る
。
種
類
は
、
太
い
も
の
と
細
い
も
の
が
あ
る
。
昔
の
値
段
は
三
〇
〇
〇
円
だ
っ

た
が
上
が
っ
て
き
た
。
常
磐
山
の
Ｍ
氏
が
保
存
会
の
注
文
を
扱
っ
て
い
る
。
一

時
は
名
古
屋
で
頼
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

太
鼓 

太
鼓
は
張
り
か
え
て
使
っ
て
い
る
。
船
町
に
太
鼓
屋
が
あ
っ
た
。
ほ
か
に

も
旧
長
浜
市
域
に
太
鼓
屋
が
あ
っ
た
。
張
り
か
え
は
高
い
の
で
、
今
は
保
存
会

が
修
理
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
大
太
鼓
は
六
年
前
に
張
り
か
え
た
。
高

速
道
路
に
乗
っ
て
美
川
（
石
川
県
）
ま
で
行
っ
た
。
締
め
太
鼓
は
新
調
し
た
。

古
い
方
は
残
っ
て
い
な
い
。

す
り
鉦 

す
り
鉦
は
二
組
あ
る
。
バ
チ
は
も
と
も
と
あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
は
六

角
ボ
ル
ト
で
叩
い
て
い
る
。
す
り
鉦
は
囃
子
保
存
会
が
頼
み
、
月
宮
殿
の
鉄
工

所
の
人
に
成
分
を
み
て
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
二
〇
個
程
作
り
、
欲
し
い
と
い
う

山
組
に
分
け
た
。

19:04

　

初
心
者
と
上
級
者
を
二
つ
に
分
け
る
。
指
導
者
と
笛
担
当
者
数
名
（
初
心
者
）
は
奥

の
部
屋
へ
移
動
し
、
指
導
者
と
向
か
い
合
う
形
で
笛
担
当
者
が
座
る
。 

　

上
級
者
：
太
鼓
（
小
学
生
中
学
年
の
男
子
）
、
笛
（
小
学
生
高
学
年
男
子
二
人
、
中

学
生
く
ら
い
の
女
子
一
人
） 

　

初
心
者
：
女
子
（
小
学
三
年
生
と
小
学
校
低
学
年
）
、
男
子
（
小
学
三
年
生
三
人
）

と
そ
の
父
親
・
母
親
。
今
日
初
め
て
参
加
し
た
子
ど
も
は
、
母
親
と
一
緒
に
、
笛
を
出

さ
ず
に
聞
い
て
い
る
。

19:06

「
神
楽
」
練
習 

　

奥
と
手
前
の
部
屋
を
仕
切
る
ふ
す
ま
は
開
け
ら
れ
た
ま
ま
。 

　

手
前
の
部
屋
（
上
級
者
）
で
「
神
楽
」
の
練
習
開
始
。
「
神
楽
」
は
、
保
存
会
の
譜

面
と
高
砂
山
の
曲
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
を
注
意
す
る
よ
う
に
指
導
。
「
よ
そ
の
山

組
の
（
節
で
）
吹
い
て
る
人
が
い
る
」
「
神
楽
の
一
四
小
節
目
、
ラ
ラ
ソ
ラ
ラ
ソ
ラ
ソ

ラ
、
ソ
ラ
ド
の
ソ
ラ
ド
の
前
を
ラ
で
迎
え
に
い
っ
て
い
る
、
し
っ
か
り
休
ん
で
。
」 

　

奥
の
部
屋
（
初
心
者
）
で
は
、
指
導
者
が
演
奏
に
合
わ
せ
て
音
階
を
歌
い
な
が
ら
、

指
の
形
を
教
え
る
。 

　

「
神
楽
」
の
音
階
を
一
段
ず
つ
口
で
う
た
い
、
指
導
者
が
笛
で
吹
き
、
み
ん
な
で

笛
を
吹
く
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
「
楽
譜
見
ん
と
、
先
生
の
指
見
て
吹
け
ば
い
い
よ
。
」

19:10

　

「
神
楽
」
演
奏
終
了
。
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
が
違
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
部
分
を
練
習
す
る
。

19:14

「
御
遣
り
」・「
神
楽
」
練
習 

　

手
前
の
部
屋
で
は
「
御
遣
り
」
と
「
神
楽
」
を
繰
り
返
し
練
習
。
途
中
、
笛
担
当

の
男
子
が
一
人
加
わ
る
（
一
六
分
頃
）
。
奥
の
部
屋
で
は
、
音
階
を
歌
い
な
が
ら
指

の
形
を
数
小
節
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
練
習
。

19:28

「
休
憩
」 

　

前
半
練
習
終
了
。
休
憩
中
は
自
主
練
習
。 

　

初
心
者
の
子
ど
も
は
休
憩
中
に
「
し
ん
ど
い
」
「
あ
ご
は
ず
れ
る
」
「
頭
痛
い
」
と

訴
え
る
。

19:31

奥
の
部
屋
で
練
習
再
開

囃子練習 参与観察表  ( 高砂山 )
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19:35

「
御
遣
り
」・「
神
楽
」
練
習 

　

手
前
の
部
屋
で
も
練
習
再
開
（
「
御
遣
り
」
、
「
神
楽
」
）
。
指
導
者
は
太
鼓
担
当
者

に
対
し
、
終
わ
り
を
急
が
な
い
よ
う
注
意
。

19:50

「
戻
り
山
」
練
習 

　

手
前
の
部
屋
で
戻
り
山
の
練
習
。
奥
の
部
屋
で
は
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
ド
レ
ミ
で

う
た
う
。
指
導
者
は
、
譜
面
を
指
し
て
う
た
っ
て
い
る
箇
所
を
示
す
。

19:53

「
奉
演
間
」
練
習 

　

奉
演
間
を
練
習
。
ま
ず
、
一
段
だ
け
を
う
た
う
。
太
鼓
は
打
た
ず
に
打
つ
恰
好
だ
け
。

次
に
、
太
鼓
の
演
奏
を
つ
け
て
も
う
一
度
一
段
を
う
た
い
、
二
段
も
う
た
う
。
そ
の
後
、

少
し
ゆ
っ
く
り
し
た
テ
ン
ポ
で
一
段
と
二
段
を
笛
で
吹
く
。 

「
「
奉
演
間
は
代
々
の
課
題
、
吹
く
機
会
が
少
な
く
、
な
か
な
か
う
ま
く
吹
け
な
い
子

ど
も
が
多
い
。
」
（
中
老
）

20:00

　

練
習
終
了
。
お
辞
儀
を
し
て
挨
拶
の
あ
と
、
片
づ
け
を
す
る
。

【
壽
山
（
大
手
町
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
練
習
す
る
。
「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
奉
演
間
」・「
戻
り
山
」

の
順
に
練
習
し
、
休
憩
を
挟
み
、
再
度
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
の
順

に
練
習
す
る
。
最
後
に
「
起
し
太
鼓
」
を
五
回
ほ
ど
練
習
し
て
終
わ
る
。
若
い
衆

囃
子
方
が
、
練
習
の
進
行
と
指
導
を
す
る
。
平
成
一
八
年
四
月
ま
で
常
磐
山
と
練

習
し
て
い
た
関
係
も
あ
り
、
常
磐
山
の
女
性
が
指
導
に
来
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

練
習
日
程　

毎
週
日
曜
の
一
九
時
半
〜
二
〇
時
半
。
以
前
は
隔
週
だ
っ
た
が
強

化
す
る
た
め
に
最
近
は
週
一
回
の
頻
度
で
練
習
し
て
い
る
。

指
導
者　

主
に
壽
山
若
い
衆
五
、
六
人
が
指
導
す
る
。
若
い
衆
の
囃
子
方
だ
け
で

な
く
、
笛
の
吹
け
る
若
い
衆
や
、
常
磐
山
の
二
〇
代
の
女
性
、
過
去
に
借
り
役

者
で
壽
山
に
出
演
し
た
ほ
か
の
山
組
の
高
校
生
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

は
平
成
一
八
年
ま
で
、
常
磐
山
と
壽
山
が
一
緒
に
練
習
を
し
て
い
た
こ
と
に
よ

る
。
現
在
は
人
数
が
増
え
た
の
で
分
か
れ
て
練
習
し
て
い
る
。

笛
の
指
導
方
法　

最
初
は
誰
で
も
笛
か
ら
練
習
を
始
め
る
。
笛
の
音
を
出
す
の

は
難
し
く
、
結
構
時
間
が
か
か
る
の
で
、
ま
ず
口
の
形
か
ら
指
導
す
る
。
入
会

し
た
ば
か
り
の
子
ど
も
は
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
が
合
奏
し
て
い
る
間
、
演
奏

に
合
わ
せ
て
カ
タ
カ
ナ
の
楽
譜
に
書
か
れ
た
音
を
声
に
出
し
て
読
み
、
覚
え
て

い
く
。
覚
え
た
ら
笛
を
持
っ
て
吹
け
る
子
の
指
を
見
て
、
ど
こ
を
押
さ
え
る
の

か
自
分
で
真
似
て
、
指
使
い
を
覚
え
さ
せ
る
。
た
だ
、
小
さ
い
子
ど
も
は
手
が

小
さ
く
、
笛
の
穴
を
塞
げ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

演
奏
時
の
姿
勢　

正
座
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
正
座
を
す
る
と
背
が
伸
び

て
笛
が
吹
き
や
す
い
。

高
い
音
の
出
し
方　

高
い
音
は
強
く
吹
か
な
い
と
出
な
い
。

笛
の
湿
気
と
音
の
関
係　

唾
で
あ
る
程
度
湿
っ
て
い
な
い
と
、
笛
は
よ
い
音
が

出
な
い
。
唾
は
軽
く
と
る
程
度
で
よ
い
。

演
奏
中
の
笛
の
唾
の
処
理　

笛
は
水
（
唾
）
が
溜
ま
っ
た
ら
、
傾
け
て
水
分
を

出
す
。
演
奏
会
な
ど
で
、
唾
を
出
す
た
め
に
笛
を
大
き
く
振
っ
た
り
す
る
子
も

い
る
。
自
分
の
口
元
と
、
笛
の
口
が
当
た
る
部
分
だ
け
拭
き
取
る
。

す
り
鉦
の
持
ち
方　

す
り
鉦
は
小
さ
い
子
は
そ
の
ま
ま
持
っ
て
鳴
ら
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
本
来
は
音
を
響
か
せ
な
い
た
め
に
、
中
指
と
薬
指
を
折
っ
て
残
り

の
指
で
支
え
る
と
い
う
決
ま
っ
た
持
ち
方
を
す
る
。

出
演
で
き
る
ま
で
の
期
間　

一
、
二
年
で
出
演
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
子
ど
も

に
よ
っ
て
覚
え
る
速
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
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シ
ャ
ギ
リ
の
覚
え
が
早
い
子
の
タ
イ
プ　

女
子
は
楽
器
の
習
得
が
早
い
。
ま
た

今
の
音
楽
に
強
い
子
は
楽
器
の
飲
み
込
み
が
早
い
。

習
得
す
る
楽
器
の
順
番　

最
初
は
誰
で
も
笛
か
ら
練
習
を
始
め
る
。
そ
の
後
個

人
の
能
力
に
応
じ
て
、
太
鼓
や
す
り
鉦
も
練
習
さ
せ
て
み
て
、
担
当
を
決
め
る
。

太
鼓
と
笛
の
関
係　

基
本
は
太
鼓
に
笛
の
音
を
合
わ
せ
る
。
太
鼓
で
先
導
し
て
、

笛
は
太
鼓
に
合
わ
せ
て
シ
ャ
ギ
リ
を
囃
す
。
た
だ
し
祭
り
の
と
き
は
、
亭
の
中

に
あ
る
太
鼓
の
音
は
笛
を
吹
く
子
ど
も
に
聞
こ
え
な
い
の
で
、
太
鼓
が
笛
に
合

わ
せ
る
方
法
を
採
る
。

シ
ャ
ギ
リ
の
テ
ン
ポ　

基
本
的
に
Ｃ
Ｄ
の
テ
ン
ポ
を
参
考
に
し
て
、
ゆ
っ
く
り

め
で
演
奏
し
て
い
る
。
速
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。「
御
遣
り
」・「
神

楽
」
は
や
や
ゆ
っ
く
り
、
「
戻
り
山
」
は
速
め
の
テ
ン
ポ
で
叩
く
。
シ
ャ
ギ
リ
の

テ
ン
ポ
は
太
鼓
に
合
わ
せ
る
も
の
だ
が
、
練
習
で
は
太
鼓
が
結
構
速
め
の
テ
ン

ポ
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
し
た
テ
ン
ポ
だ
と
息
を
続
け
る
の
が
難
し

く
、
テ
ン
ポ
が
速
い
方
が
楽
と
い
う
。
小
さ
い
子
は
息
が
続
か
な
い
の
で
大
変

で
あ
る
。
な
お
、
太
鼓
の
テ
ン
ポ
は
Ｃ
Ｄ
を
参
考
に
し
て
は
い
る
が
、
叩
く
人

に
よ
っ
て
差
が
出
て
し
ま
う
。

笛
に
よ
る
音
の
違
い　

笛
そ
の
も
の
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。
わ
ず
か
で

は
あ
る
が
、
太
い
も
の
、
穴
の
大
き
い
も
の
な
ど
が
あ
る
。
大
体
笛
が
太
い
方

が
吹
き
や
す
く
、
細
い
方
が
き
れ
い
な
音
が
出
る
。
小
さ
い
子
は
太
い
方
が
吹

き
や
す
い
。
笛
に
よ
っ
て
音
に
差
が
あ
る
た
め
、
他
人
と
音
を
比
べ
て
気
に
し

て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
る
。

切
笛　

曲
の
出
だ
し
で
一
人
で
二
小
節
く
ら
い
吹
く
。
切
笛
は
、
音
が
き
ち
ん

と
出
る
か
を
気
に
し
て
、
指
名
し
て
も
な
か
な
か
吹
き
出
さ
な
い
子
が
多
い
。

「
出
笛
」
の
吹
き
方
の
違
い　

狂
言
上
演
の
前
に
吹
く
「
出
笛
」
は
一
人
で
吹
く

も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
よ
う
に
吹
い
て
よ
い
。
上
手
い
大
人
の
ま
ね
を
す

る
子
も
い
れ
ば
、
楽
譜
ど
お
り
に
吹
く
子
も
い
る
。
「
あ
あ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

吹
く
の
か
」
と
思
っ
て
聴
く
も
の
で
あ
る
。　

「
奉
演
間
」
の
練
習　

奉
演
間
は
六
段
ま
で
あ
る
が
、
四
段
か
ら
複
雑
に
な
り
憶

え
て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
、
テ
ン
ポ
を
か
な
り
落
と
し
て
、
三
段
く
ら
い
ま

で
練
習
し
て
い
る
。
練
習
で
も
三
段
ま
で
に
し
て
い
る
。

楽
譜　

練
習
で
は
昭
和
四
〇
年
代
に
作
ら
れ
た
囃
子
保
存
会
の
楽
譜
を
用
い
て

い
る
。
楽
譜
は
笛
用
の
も
の
、
そ
れ
に
笛
の
音
程
も
書
か
れ
た
太
鼓
用
の
も
の

と
二
種
類
あ
る
。
基
本
的
に
子
ど
も
た
ち
は
笛
用
の
楽
譜
だ
け
を
用
い
る
。
太

鼓
用
の
楽
譜
の
場
合
に
は
下
向
き
の
音
符
で
笛
用
の
音
も
書
か
れ
て
い
る
。
祭

り
の
と
き
、
ど
こ
ま
で
い
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
笛
の
音
を
聞

い
て
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
ま
た
楽
譜
上
で
、
左
手
で
叩
く
こ

と
を
表
す
箇
所
に
は
○
印
が
入
っ
て
い
る
。

か
つ
て
の
笛
の
楽
譜
は
五
線
譜
だ
っ
た
が
、
現
在
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
も
の

を
用
い
て
い
る
。

楽
器　

笛
は
保
存
会
よ
り
各
自
購
入
す
る
。
大
太
鼓
一
台
・
締
め
太
鼓
一
台
・

す
り
鉦
一
つ
。
太
鼓
は
船
町
の
太
鼓
屋
で
作
ら
れ
て
い
る
。　

壽
山
の
太
鼓
の
音
の
特
徴　

壽
山
の
太
鼓
は
購
入
し
て
か
ら
ま
だ
二
、
三
年
目
く

ら
い
と
新
し
い
の
で
、
音
に
ま
だ
重
厚
さ
が
な
く
高
く
聞
こ
え
る
。
太
鼓
は
叩

け
ば
叩
く
ほ
ど
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
い
い
音
が
出
る
。
こ
の
音
の
差
は
観
光
客

に
は
わ
か
ら
な
い
。
普
段
か
ら
聞
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る
。
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20:08

休
憩 

　

休
憩
中
、
女
子
Ａ
は
学
校
で
「
神
楽
」
を
習
っ
て
い
る
た
め
、
若
い
衆
囃
子
方
に
太
鼓

を
教
わ
る
。
女
子
Ｂ
が
す
り
鉦
。
女
性
が
笛
を
す
る
。
若
い
衆
は
男
子
Ａ
の
横
に
つ
い
て

教
え
る
。

20:18

「
御
遣
り
」
練
習 

　
「
御
遺
り
」
の
と
お
し
練
習
を
二
回
す
る
。
若
い
衆
が
太
鼓
を
担
当
す
る
。
若
い
衆
囃

子
方
は
お
菓
子
を
買
い
に
外
出
す
る
。
女
子
Ｂ
が
す
り
鉦
を
担
当
す
る
。
女
子
Ａ
は
男
子

Ａ
の
譜
読
み
を
世
話
す
る
。

20:22

「
神
楽
」
練
習　

 

　
「
神
楽
」
を
と
お
し
練
習
す
る
。
女
子
Ａ
が
太
鼓
を
担
当
し
、
女
性
は
男
子
Ａ
の
譜
読

み
の
世
話
を
す
る
。

20:26

「
戻
り
山
」
練
習 

　
「
戻
り
山
」
の
練
習
を
す
る
。
若
い
衆
が
太
鼓
を
担
当
す
る
。
女
子
Ｂ
が
す
り
鉦
、
女

子
Ａ
は
男
子
Ａ
の
譜
読
み
の
世
話
を
す
る
。
若
い
衆
囃
子
方
が
途
中
で
戻
り
、
ほ
か
の
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
笛
を
吹
く
。

20:31

「
起
し
太
鼓
」
練
習 

　
「
起
し
太
鼓
」
を
練
習
す
る
。

20:33

練
習
終
了 

　

子
ど
も
た
ち
は
お
菓
子
を
貰
い
、
帰
宅
す
る
。

調
査
日

平
成
二
三
年
一
月
三
○
日

場
所

曳
山
博
物
館
ワ
ー
ク
ル
ー
ム

時

　間

内
容

19:30

練
習
準
備 

　

若
い
衆
囃
子
方
が
曳
山
博
物
館
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
の
鍵
を
開
け
、
太
鼓
を
出
す
。
ま
た
奥

の
押
し
入
れ
か
ら
座
布
団
を
出
し
て
き
て
並
べ
練
習
す
る
。

　

参
加
者
は
若
い
衆
囃
子
方
・
若
い
衆
筆
頭
・
若
い
衆
二
人
・
常
磐
山
の
町
内
在
住
の
女
性
・

女
子
Ａ
（
六
年
生　

シ
ャ
ギ
リ
開
始
年
齢
：
四
歳
）
・
男
子
Ａ
（
六
歳　

始
四
歳
）
・
女
子

Ｂ
（
五
年
生　

始
三
歳
）
・
男
子
Ｂ
（
三
年
生　

始
一
年
生
）
・
見
学
に
来
た
幼
稚
園
年
中

組
の
子
ど
も
一
人
で
あ
る
。

19:44

練
習
開
始
・「
御
遣
り
」
練
習 

　
「
御
遺
り
」
を
二
回
と
お
し
練
習
す
る
。
若
い
衆
囃
子
方
が
太
鼓
用
の
楽
譜
を
見
台
で

見
な
が
ら
太
鼓
を
担
当
し
、
ほ
か
は
全
員
が
笛
を
吹
く
。
大
人
・
子
ど
も
の
多
く
は
楽
譜

は
用
い
な
い
。
男
子
Ｂ
は
楽
譜
を
見
な
が
ら
演
奏
。
男
子
Ａ
は
、
女
性
に
楽
譜
の
該
当
箇

所
を
指
し
て
音
階
を
声
に
出
し
て
も
ら
い
な
が
ら
演
奏
す
る
。

19:48

「
神
楽
」
練
習 

　
「
神
楽
」を
二
回
と
お
し
練
習
す
る
。
こ
の
曲
か
ら
す
り
鉦
が
加
わ
る
（
若
い
衆
が
担
当
）
。

男
子
Ａ
の
面
倒
は
、
途
中
か
ら
女
子
Ａ
が
担
当
し
、
女
性
は
笛
に
加
わ
る
。
男
子
Ｂ
は
楽

譜
を
見
な
が
ら
演
奏
す
る
が
、
笛
は
ほ
か
全
員
が
暗
譜
し
て
い
る
。

19:54

「
奉
演
間
」 

練
習 

　
「
奉
演
間
」
の
一
段
〜
三
段
を
二
回
と
お
し
練
習
。
一
段
・
二
段
・
三
段
・
三
段
・
一
段
・

二
段
・
三
段
の
順
に
吹
い
た
。
段
の
間
に
、「
コ
ー
リ
ャ
！
」
と
い
う
掛
け
声
を
二
回
い
う
。 

男
子
Ｂ
と
入
会
間
も
な
い
男
性
は
楽
譜
を
見
な
が
ら
の
演
奏
。
男
子
Ａ
は
女
子
Ａ
と
一
緒

に
譜
読
み
を
す
る
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
で
ス
ピ
ー
ド
を
決
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

20:03

「
戻
り
山
」
練
習 

　
「
戻
り
山
」
を
二
回
と
お
し
練
習
す
る
。
女
子
Ｂ
が
す
り
鉦
を
担
当
す
る
。
男
子
Ａ
は

女
子
Ａ
と
一
緒
に
譜
読
み
を
す
る
。

【
猩
々
丸
（
船
町
組
）】

猩
々
丸
独
自
の
曲
を
練
習
す
る
。「
鶴
の
巣
ご
も
り
」・「
神
楽
」・「
ゆ
ず
り
は
」・「
出

笛
」・「
鶴
の
巣
ご
も
り
」
の
順
に
練
習
し
、
休
憩
を
挟
み
、
「
神
楽
」・「
ゆ
ず
り
は
」・

「
鶴
の
巣
ご
も
り
」
の
順
に
練
習
す
る
。
若
い
衆
が
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
練
習
の

進
行
と
指
導
を
す
る
。
「
出
笛
」
の
練
習
は
一
人
で
吹
か
せ
る
。

練
習
日
程　

暇
番
山
の
と
き
は
月
に
一
回
以
上
、
だ
い
た
い
第
二
週
目
か
第
三

囃子練習 参与観察表  ( 壽山 )
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笛　

囃
子
保
存
会
が
長
浜
曳
山
祭
の
囃
子
方
を
対
象
と
し
て
限
定
販
売
し
て
い

る
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

太
鼓 

大
太
鼓
は
一
台
。
革
部
分
の
直
径
三
二
セ
ン
チ
、
胴
部
分
の
直
径
三
七
セ

ン
チ
、
長
さ
四
〇
セ
ン
チ
、
全
高
（
木
製
の
台
に
載
せ
た
状
態
）
六
〇
セ
ン
チ
。

小
太
鼓
（
締
め
太
鼓
）は
一
台
。
革
部
分
の
直
径
三
五
セ
ン
チ
、
長
さ
一
六
セ
ン
チ
。

バ
チ
は
長
さ
三
四
セ
ン
チ
。
本
番
用
と
練
習
用
が
二
本
ず
つ
あ
る
。

す
り
鉦 

す
り
鉦
の
直
径
一
〇
セ
ン
チ
、
バ
チ
の
長
さ
一
六
セ
ン
チ
。

週
目
に
お
こ
な
う
。
第
二
、
三
週
の
土
曜
日
に
お
こ
な
う
と
い
う
の
は
、
昔
か
ら

慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
、
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
で
き
る
若
い
衆
に
合
わ

せ
て
稽
古
を
お
こ
な
う
。
練
習
す
る
日
が
決
め
て
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
曲
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
月
一
回
く
ら
い
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

出
番
山
の
と
き
は
、
祭
り
が
近
く
な
る
と
毎
週
稽
古
を
す
る
。

指
導
者　

笛
の
指
導
は
若
い
衆
筆
頭
と
、
若
い
衆
の
Ｆ
氏
が
す
る
。
Ｆ
氏
は
、

筆
頭
の
先
輩
に
あ
た
り
、
筆
頭
も
Ｆ
氏
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

F
氏
は
笛
と
太
鼓
の
両
方
が
演
奏
で
き
る
。

現
在
の
練
習
方
法　

昔
か
ら
の
方
法
で
伝
習
さ
せ
て
い
る
。
笛
は
、
指
の
カ
タ

を
見
な
が
ら
音
を
聞
い
て
覚
え
る
。
音
は
出
ず
と
も
指
の
カ
タ
か
ら
始
め
る
。

あ
と
は
、
先
に
習
い
始
め
た
子
た
ち
が
、
小
さ
い
子
に
教
え
る
。
若
い
衆
が
小

学
生
一
人
一
人
に
譜
面
や
音
階
図
を
使
っ
て
指
使
い
を
指
導
す
る
。
ま
た
若
い

衆
は
小
学
生
が
吹
く
笛
の
音
が
出
て
い
る
か
な
ど
を
、
そ
ば
で
聞
い
て
確
認
し
、

持
ち
方
や
吹
き
方
、
音
の
出
し
方
を
、
小
学
生
に
細
か
く
指
導
す
る
。

現
在
、
小
学
校
で
も
リ
コ
ー
ダ
ー
で
シ
ャ
ギ
リ
を
習
う
が
、
猩
々
丸
は
ほ
か

の
山
組
と
曲
が
違
う
の
で
、
あ
ま
り
役
に
立
っ
て
は
い
な
い
。
太
鼓
は
、
覚
え

た
い
子
が
す
る
が
、
現
在
は
大
人
が
す
る
。

以
前
の
練
習
方
法　

三
〇
年
く
ら
い
前
は
、
楽
譜
を
使
わ
ず
、
「
音
で
覚
え
な
さ

い
」
と
い
わ
れ
た
。
昔
は
、
シ
ャ
ギ
リ
の
稽
古
は
厳
し
か
っ
た
。
笛
は
音
楽
が

終
わ
る
ま
で
は
離
し
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
た
。

「
出
笛
」
の
練
習　

狂
言
を
す
る
前
に
演
奏
す
る
「
出
笛
」
は
、
一
人
で
演
奏
す

る
た
め
、
大
変
緊
張
す
る
曲
目
で
あ
る
。
年
長
者
は
、
Ｃ
Ｄ
で
出
笛
の
音
を
確

認
し
、
指
使
い
も
覚
え
て
い
く
。

教
材　

囃
子
保
存
会
が
作
成
し
た
譜
面
と
Ｃ
Ｄ
を
使
用
す
る
。

19:32

「
鶴
の
巣
ご
も
り
」
練
習 

　

Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
筆
頭
と
年
長
の
子
三
人
が
演
奏
す
る
。
年
少
の
子
は
聞
い
て
覚

え
る
。

　

こ
の
間
に
、
太
鼓
の
担
当
者
の
若
い
衆
が
締
め
太
鼓
を
用
意
す
る
。

19:37

「
神
楽
」
練
習 

　

一
回
と
お
し
た
あ
と
、
太
鼓
方
が
年
長
の
男
子
に
「
「
神
楽
」
、
や
っ
て
み
」
と

い
わ
れ
太
鼓
に
合
わ
せ
て
練
習
す
る
。
太
鼓
は
「
コ
ー
リ
ャ
」
と
掛
け
声
も
や
る
。

19:43

「
ゆ
ず
り
は
」
練
習 

　

二
年
生
の
男
子
に
音
出
し
の
指
南
を
す
る
。

19:50

「
出
笛
」
練
習 

　

年
長
の
子
が
Ｃ
Ｄ
で
音
を
確
認
し
吹
く
。 

　

若
い
衆
が
年
長
の
男
子
に
「
一
つ
の
音
を
長
く
出
し
て
み
」
と
指
摘
す
る
。 

　

「
出
笛
」
に
つ
い
て
、
若
い
衆
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
「
出
笛
は
一
人
で

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
。
み
ん
な
で
や
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
（
音
）
の
伸
ば
し
方
が
違
う
か
ら
合
わ
せ
ら
れ
な
い
。
」 

　

年
少
の
子
は
、
年
長
の
子
が
演
奏
す
る
の
を
聞
い
て
覚
え
る
。

調
査
日

平
成
二
三
年
三
月
一
二
日

場
所

船
町
会
館

時

　間

内
容

19:22

練
習
の
準
備 

　

若
い
衆
筆
頭
が
Ｃ
Ｄ
を
用
意
す
る
。 

　

ほ
か
に
若
い
衆
一
人
、
子
ど
も
七
人
が
参
加
し
て
い
る
。

囃子練習 参与観察表  ( 猩々丸 )
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【
鳳
凰
山
（
祝
町
組
・
魚
屋
町
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
演
奏
す
る
。
練
習
は
休
憩
を
挟
み
つ
つ
「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・

「
戻
り
山
」
を
二
巡
す
る
。
そ
の
後
「
桜
囃
子
」・「
菊
囃
子
」・「
奉
演
間
」
の
順
に
、

主
に
と
お
し
練
習
を
す
る
。
指
導
に
は
若
い
衆
の
ほ
か
に
女
性
も
関
与
す
る
。
初

心
者
の
子
に
は
大
人
が
横
に
つ
い
て
指
使
い
を
見
せ
て
教
え
る
。
子
ど
も
た
ち
の

練
習
中
の
座
り
方
は
様
々
で
あ
る
。
休
憩
中
は
花
札
や
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
。

練
習
日
程　

年
中
、
毎
週
土
曜
日
に
練
習
し
て
い
る
。
昔
は
毎
週
だ
っ
た
が
、

今
は
三
連
休
が
入
る
と
休
み
に
し
て
い
る
。

指
導
者　

中
老
の
一
人
が
太
鼓
を
叩
い
て
い
る
。
こ
の
人
は
シ
ャ
ギ
リ
に
つ
い

て
色
々
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
中
老
は
元
々
町
外
出
身
で
あ
る
。

19:52

「
鶴
の
巣
ご
も
り
」
練
習 

　

太
鼓
を
叩
く
人
は
「
ホ
イ
ナ
ァ
、
コ
ラ
シ
ョ
」
の
掛
け
声
を
す
る
。 

　

夕
渡
り
に
つ
い
て
、
若
い
衆
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
「
夕
渡
り
の
初
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
、
シ
ャ
ギ
リ
は
横
に
つ
い
て
吹
か
な
い
と
い
け
な
い
。
夕
渡
り
を

見
な
が
ら
吹
く
こ
と
に
な
る
。
」

19:57

休
憩 

　

子
ど
も
た
ち
に
お
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
が
振
舞
わ
れ
る
。

20:20

「
神
楽
」
練
習

20:22

「
ゆ
ず
り
は
」 

　

太
鼓
を
叩
く
若
い
衆
か
ら
、
「
ビ
シ
ッ
と
決
ま
っ
た
ら
、
次
で
終
わ
り
な
」

20:25

「
鶴
の
巣
ご
も
り
」
練
習 

　

二
回
と
お
す
。

20:30

終
了

シ
ャ
ギ
リ
の
指
導　

譜
面
で
教
え
て
い
る
が
、
譜
面
だ
け
だ
と
「
べ
た
べ
た
」
し

た
音
に
な
る
の
で
、
音
を
聞
い
て
覚
え
さ
せ
る
。
Ｃ
Ｄ
を
渡
し
て
「
聞
け
」と
言
う
。

譜
面
を
渡
す
が
、
あ
る
程
度
覚
え
る
と
暗
譜
さ
せ
る
。

女
の
子
は
覚
え
る
の
が
早
い
。
半
年
で
覚
え
る
が
、
男
の
子
は
二
年
く
ら
い

か
か
る
。
女
の
子
は
ま
じ
め
だ
か
ら
予
習
し
て
い
る
が
、
男
の
子
は
遊
ん
で
い

る
か
ら
だ
と
い
う
。

太
鼓
、
す
り
鉦
の
指
導
方
法　

太
鼓
は
「
琵
琶
湖
の
波
の
よ
う
に
」
強
弱
を
つ

け
て
、
波
が
よ
せ
る
よ
う
に
「
テ
ン
テ
テ
・
・
」
と
叩
く
。
強
弱
が
な
い
と
、
「
は

や
す
も
の
」
と
し
て
の
表
情
が
な
い
。
太
鼓
が
シ
ャ
ギ
リ
を
リ
ー
ド
す
る
。
太

鼓
を
早
く
す
る
と
シ
ャ
ギ
リ
も
早
く
な
る
。
太
鼓
は
「
ス
ッ
テ
ン
テ
レ
ス
ク
」

と
口
で
教
え
る
。

習
得
す
る
楽
器
の
順
番　

太
鼓
は
子
ど
も
に
も
教
え
て
い
る
。
笛
が
吹
け
る
（
＝

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
頭
に
入
る
）
よ
う
に
な
っ
た
ら
教
え
る
。
す
り
鉦
は
、
笛
が
吹

け
な
い
子
ど
も
に
持
た
せ
て
い
る
。
子
ど
も
は
肺
活
量
が
小
さ
い
の
で
、
息
が

続
か
ず
笛
は
き
つ
い
。

楽
器
の
担
当　

太
鼓
は
シ
ャ
ギ
リ
の
中
心
に
な
る
人
が
代
々
伝
え
て
い
く
。
す

り
鉦
は
簡
単
な
の
で
、
笛
が
吹
け
な
い
子
ど
も
が
担
当
す
る
。

練
習
す
る
曲
順　

シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
は
、
本
番
の
順
番
通
り
の
曲
順
。「
御
遣
り
」・

「
神
楽
」・「
出
笛
」・「
奉
演
間
（
ほ
え
ま
）
」・「
神
楽
」・「
御
遣
り
」・「
戻
り
山
」
。

楽
譜　

保
存
会
の
楽
譜
を
使
う
。

笛 

笛
は
個
人
の
持
ち
物
で
、
最
初
の
一
本
目
は
山
組
が
支
給
す
る
。
囃
子
保
存

会
の
笛
は
、
常
磐
山
の
Ｍ
氏
が
注
文
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

太
鼓 
小
太
鼓
は
シ
メ
ダ
イ
コ
、
大
太
鼓
は
タ
イ
コ
と
い
う
。
大
太
鼓
は
皮
を
張

り
か
え
て
何
十
年
間
か
使
っ
て
い
る
。
小
太
鼓
は
六
年
位
前
に
張
り
か
え
た
。

す
り
鉦 
す
り
鉦
は
カ
ネ
と
い
う
。



131 | 報告編

調
査
日

平
成
二
三
年
二
月
一
九
日

場
所

祝
町
会
館

時

　間

内
容

19:28

　

会
計
が
会
館
に
来
る
。

19:29

　

子
ど
も
た
ち
が
来
る
。
稽
古
場
に
入
る
の
に
「
こ
ん
ば
ん
は
」
と
い
う
子
ど
も

も
い
れ
ば
黙
っ
て
入
る
子
ど
も
も
い
る
。
中
学
生
？
（
太
鼓
担
当
）が
来
る
の
を
待
っ

て
い
た
よ
う
。
太
鼓
、
締
太
鼓
は
出
入
り
口
か
ら
入
っ
て
正
面
の
壁
側
に
置
か
れ
る
。

19:36

　

会
計
担
当
が
正
座
。
「
は
い
、
今
日
の
稽
古
始
め
ま
す
」 

　

す
り
鉦
を
小
さ
な
男
の
子
二
人
に
渡
す
。 

　

一
人
が
黙
っ
て
吹
き
始
め
、
み
ん
な
が
続
く
「
御
遣
り
」

（
男
子
七
人
、
女
子
五
人
） 

　

（
二
〇
歳
く
ら
い
の
女
性
一
人
、
若
い
衆
二
人
、
会
計
担
当
も
笛
を
吹
く
） 

　

譜
面
を
見
て
い
る
子
は
二
人
、
あ
と
は
暗
譜
し
て
い
る
。 

　

女
性
が
女
子
の
一
人
に
つ
い
て
教
え
る
。
曲
を
吹
き
な
が
ら
指
の
形
を
見
せ
る
。

　

譜
面
も
広
げ
て
い
る
。 

　

稽
古
中
は
、
正
座
し
て
笛
を
吹
く
が
、
中
に
は
足
を
立
て
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。

　

大
人
は
正
座
し
、
「
で
す
、
ま
す
」
調
で
説
明
す
る
。

19:40

「
神
楽
」
を
練
習

　

「
は
い
、
神
楽
、
〇
〇
ち
ゃ
ん
」
。
と
、
指
名
さ
れ
た
子
ど
も
が
、
切
笛
（
曲
の

冒
頭
に
あ
る
独
奏
部
分
）
を
吹
く
。

19:46

「
戻
り
山
」
を
練
習　

19:50

休
憩　

　

若
い
衆
が
一
人
来
る
。
子
ど
も
は
休
憩
時
間
は
花
札
を
し
た
り
、
暴
れ
た
り
し

て
い
る
。

20:10

「
御
遣
り
」
を
練
習

「
二
回
目
、「
御
遣
り
」
、
〇
〇
ち
ゃ
ん
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
つ
け
て
」
と
指
示
が
入
る
。

20:11

「
神
楽
」
を
練
習

　

「
神
楽
、
○
○
ち
ゃ
ん
。
」
練
習
中
、
筆
頭
が
来
る
。

20:16

「
戻
り
山
」
を
練
習

　

太
鼓
が
始
め
、
皆
が
続
く
。

20:19

「
桜
囃
子
」
を
練
習

20:20

「
桜
囃
子
」
を
練
習

20:24

「
〇
〇
〇
〇
〇
〇
ば
や
し
（
聞
き
取
れ
ず
）」「
奉
演
間
」
を
練
習
。

20:28

終
了

　

「
お
疲
れ
様
で
す
、
お
祭
り
ま
で
あ
と
二
か
月
、
最
後
に
入
っ
て
ま
す
。
」
と
締

め
の
言
葉
が
あ
り
、
終
了
す
る
。

【
翁
山
（
伊
部
町
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
練
習
す
る
。
「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
戻
り
山
」・「
奉
演
間
」・

「
起
し
太
鼓
」
の
順
に
練
習
し
、
休
憩
を
挟
み
、
再
度
「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
戻
り
山
」・

「
起
し
太
鼓
」
の
順
に
練
習
す
る
。
若
い
衆
筆
頭
が
、
練
習
の
進
行
と
指
導
を
す
る
。

保
存
会
の
楽
譜
を
用
い
て
練
習
す
る
。

練
習
日
程　

基
本
は
、
毎
週
土
曜
日
午
後
七
時
半
か
ら
練
習
す
る
。
出
番
の
年

は
五
月
、
六
月
は
休
み
に
し
て
、
六
月
末
～
七
月
頭
か
ら
再
開
す
る
。
毎
年
夏

休
み
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
の
と
き
は
休
み
で
あ
る
。
年
末
年
始
も
休
み

に
す
る
が
、
平
成
二
三
年
は
雪
が
降
っ
た
の
で
一
二
月
か
ら
休
み
に
し
、
二
月

五
日
が
最
初
の
練
習
だ
っ
た
。
通
常
は
一
月
二
〇
日
く
ら
い
か
ら
再
開
す
る
。

現
筆
頭
が
子
ど
も
の
頃
も
稽
古
は
週
一
回
の
頻
度
で
あ
っ
た
。

指
導
者　

若
い
衆
筆
頭
が
指
導
す
る
。
囃
子
方
の
二
人
は
出
欠
確
認
な
ど
の
事

務
を
し
た
り
、
一
緒
に
笛
を
吹
く
こ
と
も
あ
る
が
、
と
く
に
指
導
は
し
な
い
。

囃子練習 参与観察表  ( 鳳凰山 )
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ボ
ー
ル
を
敷
く
。

太
鼓
の
張
り
か
え　

前
々
回
の
出
番
の
と
き
に
新
し
い
革
に
張
り
か
え
た
。
桑

名
の
太
鼓
屋
に
張
り
か
え
て
も
ら
っ
た
。
修
理
代
の
半
分
は
保
存
会
に
出
し
て

も
ら
う
。

す
り
鉦　

山
組
所
有
。
二
組
（
実
際
使
う
の
は
一
組
）
直
径
一
二
・
六
セ
ン
チ
、

堀
り
込
ん
で
い
る
部
分
の
直
径
八
・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
八
セ
ン
チ
。
す
り
鉦

の
バ
チ
の
長
さ
一
三
セ
ン
チ
、
直
径
七
ミ
リ
。
両
端
が
太
く
な
っ
て
い
る
。
太

い
部
分
の
直
径
は
一
・
七
セ
ン
チ
。

調
査
日

平
成
二
三
年
二
月
一
二
日

場
所

三
ツ
矢
南
会
館

時

　間

内
容

19:45

　

若
い
衆
筆
頭
が
挨
拶
を
し
て
稽
古
を
始
め
る
。

19:47

「
御
遣
り
」
練
習 

　
「
御
遣
り
」
を
三
回
連
続
で
と
お
す
。 

　

吹
い
て
い
る
と
き
の
座
り
方
は
自
由
で
あ
る
。 

　

大
き
い
子
（
中
学
生
く
ら
い
）
は
暗
譜
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
子
は
五
線

譜
の
楽
譜
を
見
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
版
の
楽
譜
を
見
て
い
る
小
さ
い
子
も
い
る
。 

　

中
学
生
く
ら
い
の
子
が
太
鼓
、
そ
れ
以
外
の
子
ど
も
は
笛
。
筆
頭
は
笛
を
吹
き

つ
つ
と
き
ど
き
す
り
鉦
を
叩
く
。 

　

子
ど
も
た
ち
は
囃
子
保
存
会
の
作
成
し
た
五
線
譜
の
楽
譜
を
見
な
が
ら
吹
く
。

　

小
学
校
低
学
年
で
あ
ま
り
音
が
出
て
い
な
い
子
も
い
る
。 

　

時
折
筆
頭
が
テ
ン
ポ
や
、
吹
き
方
を
注
意
す
る
。
ま
た
、
間
違
い
は
か
ま
わ
な

い
と
励
ま
す
こ
と
も
あ
る
（
練
習
を
と
お
し
て
注
意
が
入
る
）
。

19:52

「
神
楽
」
練
習 

　
「
神
楽
」
を
三
回
連
続
で
と
お
す
。

指
導
方
法　

ま
ず
音
の
鳴
ら
し
方
、
息
の
入
れ
方
を
教
え
、
そ
し
て
音
階
を
教

え
る
。
最
初
は
で
き
な
く
て
も
い
い
の
で
指
を
覚
え
さ
せ
る
。
教
え
ら
れ
る
人

間
が
少
な
い
た
め
一
人
で
も
練
習
す
る
。
兄
弟
が
い
る
な
ら
兄
に
教
わ
り
な
が

ら
練
習
す
る
。
小
学
校
高
学
年
く
ら
い
に
な
る
と
大
分
吹
け
る
よ
う
に
な
る
。

「
奉
演
間
」
の
練
習　

三
段
ま
で
は
練
習
し
て
い
た
。
四
段
は
わ
か
ら
な
い
。

「
起
し
太
鼓
」
の
太
鼓　
「
起
し
太
鼓
」
は
太
鼓
が
主
役
で
あ
る
。
元
気
い
っ
ぱ

い
太
鼓
を
叩
か
な
い
と
起
き
ら
れ
な
い
。
眠
り
太
鼓
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

装
飾
音　

中
学
生
が
「
御
遣
り
」
に
「
レ
」
の
修
飾
音
を
入
れ
た
い
と
筆
頭
に

伺
う
と
、
筆
頭
は
翁
山
だ
け
で
吹
く
と
き
は
入
れ
て
も
い
い
と
指
示
す
る
。

練
習
の
雰
囲
気　

以
前
は
三
、
四
年
生
か
ら
加
入
し
た
が
、
最
近
は
子
ど
も
が
少

な
い
た
め
、
一
年
生
か
ら
加
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
遊

び
に
来
て
も
ら
っ
て
楽
し
い
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
し
た
ら

大
き
く
な
っ
て
か
ら
ま
た
来
て
も
ら
え
る
。

休
憩　

現
在
は
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
い
る
が
、
筆
頭
の
子
ど
も
の
頃
は
ピ
ン
ボ
ー

ル
を
持
っ
て
き
て
笛
で
打
っ
て
い
た
。
休
憩
が
楽
し
い
。

楽
譜　

昭
和
五
、
六
〇
年
代
か
ら
笛
、
太
鼓
が
併
記
さ
れ
た
五
線
譜
の
楽
譜
が

あ
っ
た
。
カ
タ
カ
ナ
で
は
覚
え
な
か
っ
た
。
今
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
楽
譜
も
使
っ

て
い
る
。

笛　

笛
は
若
い
衆
で
買
っ
て
無
料
で
配
布
す
る
。

太
鼓　

山
組
所
有
。
大
太
鼓
一
台
、
革
部
分
の
直
径
四
五
セ
ン
チ
、
長
さ
四
四

セ
ン
チ
。
締
め
太
鼓
（
小
太
鼓
と
よ
ん
で
い
る
）
一
台
、
革
部
分
の
直
径
三
五

セ
ン
チ
、
長
さ
一
六
セ
ン
チ
。
太
鼓
の
バ
チ
の
長
さ
三
二
・
三
セ
ン
チ
、
直
径
（
太

さ
）
一
・
八
セ
ン
チ
。

太
鼓
の
置
き
方　

練
習
の
と
き
に
畳
が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
大
太
鼓
の
下
に
段

囃子練習 参与観察表  ( 翁山 )
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19:57

「
戻
り
山
」
練
習 

　

三
回
連
続
で
と
お
す
。
筆
頭
が
指
名
し
た
子
が
切
笛
を
嫌
が
り
、
ほ
か
の
子
が

す
る
こ
と
に
。 

　

吹
き
終
わ
っ
た
あ
と
、
皆
、
笛
の
唾
を
落
と
す
た
め
に
し
き
り
に
笛
を
振
る
。 

　

笛
は
白
木
で
、
塗
装
や
装
飾
は
な
い
。

20:05

「
奉
演
間
」
練
習 

　
「
奉
演
間
」
一
・
二
段
を
一
回
と
お
す
。
「
二
段
が
わ
か
ら
な
い
人
は
聞
い
て
覚
え

る
。
（
筆
頭
）
」
大
き
い
子
以
外
、
二
段
を
吹
け
な
い
子
が
多
い
。 

　

実
際
二
段
目
を
本
番
で
吹
く
こ
と
は
な
い
。

20:08

「
桜
囃
子
」
練
習 

　

五
回
連
続
で
と
お
す
。
と
お
す
前
に
「
あ
ま
り
速
く
な
ら
な
い
で
ね
。
（
筆
頭
）
」 

　

と
お
し
た
あ
と
、
筆
頭
は
太
鼓
を
叩
く
子
に
「
大
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
な
。
大
太

鼓
多
く
な
い
か
？
」
、「
も
と
（
の
曲
）
が
わ
か
ら
ん
も
ん
（
太
鼓
担
当
の
子
ど
も
）
。
」

20:11

休
憩 

　

男
の
子
た
ち
は
ト
ラ
ン
プ
で
遊
ぶ
。

20:19

各
曲
を
と
お
し
練
習 

　

と
お
す
前
に
筆
頭
が
「
一
曲
集
中
」
と
い
う
。 

　

「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
、
し
か
し
切
り
笛
が
あ
ま
り
よ
く
な
く
て
筆
頭
は
苦
笑
い
。

「
戻
り
山
」
一
回
と
お
す
も
、
太
鼓
が
間
違
え
た
の
で
も
う
一
回
と
お
す
。
「
奉
演
間
」

の
一
段
を
一
回
と
お
し
練
習
す
る
。
「
起
し
太
鼓
」
を
三
回
と
お
し
練
習
す
る
。
「
起

し
太
鼓
」
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
太
鼓
担
当
の
子
が
筆
頭
に
「
わ
か
ら
ん
。
」
と
い
う
と
、

「
今
の
は
よ
か
っ
た
」
と
答
え
る
。

20:37

練
習
終
了 

　

例
年
年
末
に
配
っ
て
い
る
図
書
カ
ー
ド
を
若
い
衆
の
囃
子
方
が
子
ど
も
た
ち
に

渡
す
。

【
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
練
習
す
る
。
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
の
順
に

二
回
繰
り
返
し
練
習
し
、
休
憩
を
挟
み
、
再
度
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」

の
順
に
練
習
す
る
。
最
後
に
常
磐
山
と
壽
山
の
「
起
し
太
鼓
」
を
練
習
す
る
。
若

い
衆
副
筆
頭
以
外
に
町
内
に
住
む
女
性
が
指
導
す
る
。
ま
た
、
壽
山
と
シ
ャ
ギ
リ

の
応
援
を
し
合
っ
て
い
る
の
で
壽
山
の
「
起
し
太
鼓
」
を
練
習
す
る
。
人
数
が
多

い
の
で
、
年
長
の
子
ど
も
に
指
導
に
さ
せ
、
分
か
れ
て
練
習
す
る
こ
と
が
あ
る
。

練
習
日
程　

練
習
は
週
一
回
で
土
曜
の
夜
七
時
〜
八
時
半
。
休
み
の
場
合
は
前

の
週
に
伝
え
る
。

指
導
者　

主
な
指
導
は
若
い
衆
囃
子
方
が
お
こ
な
う
。
ほ
か
に
も
町
内
在
住
の

女
性
や
ほ
か
の
若
い
衆
も
来
て
指
導
を
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
を
注
意
し
た
り
、

一
緒
に
笛
を
吹
い
た
り
す
る
。
常
磐
会
館
は
若
い
衆
の
溜
ま
り
場
で
あ
る
。

囃
子
方
の
相
談
相
手　

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
年
配
の
人
に
聞
く
と
い
う
。

囃
子
方
の
低
年
齢
化　

二
〇
年
以
上
前
は
、
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
に
来
ら
れ
な
く

な
る
の
は
中
学
生
く
ら
い
か
ら
だ
っ
た
が
、
今
で
は
小
学
校
高
学
年
以
上
に
な

る
と
習
い
事
や
塾
な
ど
が
あ
る
た
め
練
習
に
来
ら
れ
ず
、
練
習
に
来
る
子
ど
も

が
低
学
年
化
し
て
い
る
。

楽
譜　

音
階
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
た
囃
子
保
存
会
の
楽
譜
を
使
う
。
十
数
年
前

に
は
楽
譜
に
息
継
ぎ
す
る
場
所
が
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

笛
の
指
導
法　

最
初
は
口
の
形
か
ら
指
導
す
る
。
曲
は
声
に
出
し
て
歌
っ
た
り
、

指
使
い
を
見
せ
た
り
す
る
こ
と
で
覚
え
さ
せ
る
。
シ
ャ
ギ
リ
は
、
で
き
な
い
人

は
で
き
る
人
の
右
側
に
座
っ
て
、
見
て
覚
え
る
。

唇
を
穴
に
近
づ
け
る
と
き
、
唇
を
穴
に
覆
い
か
ぶ
せ
す
ぎ
る
と
空
気
が
逆
に



第三章 囃子（シャギリ）/ 第二節 現状の囃子 | 134

の
お
披
露
目
や
時
間
の
調
整
に
使
う
の
で
ゆ
っ
く
り
吹
く
。

囃
子
の
テ
ン
ポ
の
山
組
に
よ
る
違
い
と
そ
の
要
因　

以
前
、
常
磐
山
と
合
同
で

練
習
し
て
い
た
と
き
は
壽
山
と
常
磐
山
で
は
テ
ン
ポ
は
一
緒
く
ら
い
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
常
磐
山
が
速
く
な
っ
た
。
太
鼓
を
担
当
す
る
人
に
よ
っ
て
、
早
さ
が
変

わ
っ
た
り
す
る
。

笛
の
購
入
と
手
入
れ　

笛
は
囃
子
保
存
会
を
通
じ
て
各
自
で
購
入
す
る
。
一
本

四
〇
〇
〇
円
。
笛
は
太
い
方
が
、
音
が
出
や
す
い
。
ま
た
小
さ
い
子
に
は
穴
が

小
さ
い
子
ど
も
用
を
渡
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
笛
は
穴
の
丸
い

も
の
が
多
い
。

か
つ
て
は
新
品
の
笛
を
酒
で
湿
ら
せ
て
音
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

太
鼓　

大
太
鼓
・
締
め
太
鼓
は
か
な
り
前
か
ら
の
も
の
で
、
十
数
年
前
か
ら
か

わ
っ
て
お
ら
ず
、
張
り
か
え
も
し
て
い
な
い
。
使
い
込
ん
で
よ
い
音
が
す
る
の

で
当
分
張
り
か
え
る
予
定
は
な
い
。
締
め
太
鼓
は
新
し
い
も
の
も
あ
り
、
一
時

期
は
太
鼓
を
二
つ
出
し
て
使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど

使
っ
て
い
な
い
。
壊
れ
た
ら
囃
子
保
存
会
か
ら
修
理
費
の
一
部
に
助
成
が
出
る
。

大
太
鼓
の
叩
く
面
の
直
径
三
五
・
六
セ
ン
チ
、
逆
側
の
直
径
三
五
・
五
セ
ン

チ
、
幅
三
五
セ
ン
チ
。
締
め
太
鼓
（
近
年
購
入
し
、
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
な
い
も

の
）
の
直
径
三
五
セ
ン
チ
、
幅
一
四
・
五
セ
ン
チ
。
現
在
使
っ
て
い
る
も
の
直
径

三
四
・
四
セ
ン
チ
、
幅
一
五
・
三
セ
ン
チ
。
太
鼓
の
撥
は
長
さ
三
二
セ
ン
チ
。

す
り
鉦　

二
つ
あ
り
、
普
段
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
直
径
一
二
・
一
セ
ン
チ
。

普
段
使
用
し
て
い
な
い
も
の
は
直
径
一
二
・
二
セ
ン
チ
。
す
り
鉦
の
バ
チ
は
ボ
ル

ト
を
利
用
し
、
長
さ
一
三
セ
ン
チ
。

跳
ね
返
っ
て
唇
に
当
た
り
、
空
気
で
唇
が
震
え
て
し
ま
う
。
練
習
し
て
口
の
角

度
を
覚
え
た
り
少
量
の
息
で
笛
を
吹
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
唇
の
震
え
は
改
善

さ
れ
る
。
な
る
べ
く
長
く
息
を
続
け
て
吹
け
る
よ
う
に
す
る
。
あ
ま
り
息
継
ぎ

を
す
る
と
、
音
が
途
切
れ
て
格
好
悪
く
な
る
。
楽
譜
に
は
ブ
レ
ス
が
表
記
し
て

あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
ブ
レ
ス
が
入
る
子
も
多
い
。

笛
は
ま
ず
音
を
出
す
の
が
難
し
い
。
ま
た
高
い
音
域
か
ら
低
い
音
域
に
移
る

と
こ
ろ
の
指
使
い
が
難
し
い
。
穴
は
指
の
腹
で
押
さ
え
る
。
指
先
で
押
さ
え
る

と
指
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
円
滑
に
演
奏
で
き
な
い
。
手
首
に

余
計
な
力
を
入
れ
な
い
。

以
前
の
指
導
方
法　

三
〇
年
前
に
は
個
人
指
導
も
よ
く
あ
っ
た
。
当
時
は
皆
、

上
手
な
人
ば
か
り
で
、
ス
パ
ル
タ
教
育
だ
っ
た
。
一
升
瓶
を
吹
い
て
練
習
を
す

る
と
音
が
出
る
よ
う
に
な
る
。
大
人
は
教
え
な
が
ら
お
酒
を
飲
ん
だ
。

「
出
笛
」
が
シ
ャ
ギ
リ
習
得
の
指
標　
「
出
笛
」
が
吹
け
た
ら
一
人
前
。

「
出
笛
」
の
吹
き
方
の
違
い　
「
出
笛
」
の
吹
き
方
は
自
由
、
楽
譜
の
と
お
り
吹

い
た
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
極
端
に
か
え
た
り
、
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
と
個
人
に
任
せ

ら
れ
る
。
時
間
が
追
し
て
い
る
と
き
は
「
巻
き
で
」
と
い
う
注
文
が
き
た
り
も

す
る
。

太
鼓
の
奏
者　

小
四
か
ら
上
の
男
子
に
さ
せ
る
。
子
ど
も
が
練
習
に
来
な
い
と

き
は
大
人
が
す
る
。

「
奉
演
間
」 

「
奉
演
間
」
は
、
一
～
三
段
は
皆
吹
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
四
～
六

段
は
音
が
や
や
こ
し
い
。
こ
れ
ら
の
段
が
吹
け
な
い
た
め
に
、
皆
一
～
三
段
を

あ
え
て
ゆ
っ
く
り
吹
き
、
一
～
三
段
で
吹
き
終
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

曲
に
よ
る
テ
ン
ポ
の
違
い　
「
戻
り
山
」
は
曳
山
が
御
旅
所
か
ら
山
蔵
に
戻
る
と

き
の
演
奏
な
の
で
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
て
も
構
わ
な
い
が
、
「
御
遣
り
」
な
ど
は
山
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調
査
日

平
成
二
三
年
二
月
一
九
日

場
所

常
磐
会
館

時

　間

内
容

19:00

準
備 

　

既
に
若
い
衆
副
筆
頭
が
太
鼓
の
準
備
を
始
め
て
い
た
。

19:10

「
御
遣
り
」
練
習 

　

練
習
開
始
。
太
鼓
は
副
筆
頭
が
担
当
。
女
子
六
人
・
男
子
三
人
。
「
御
遣
り
」
を

二
回
練
習
す
る
。
途
中
で
町
内
在
住
の
女
性
が
来
る
。
去
年
の
一
二
月
く
ら
い
に

入
っ
た
子
ど
も
も
多
く
、
満
足
に
音
を
出
せ
る
子
が
少
な
い
。
女
性
が
中
央
の
子

ど
も
三
人
に
対
し
て
、
音
を
声
に
出
し
て
読
み
な
が
ら
指
導
。
そ
の
後
、
右
側
の

男
子
に
対
し
て
指
使
い
を
見
せ
て
指
導
す
る
。
楽
譜
が
足
り
ず
、
二
、
三
人
で
一
つ

の
楽
譜
を
共
有
し
て
い
る
。

19:15

「
神
楽
」
練
習 

　

若
い
衆
が
一
人
入
室
し
、
笛
を
出
し
て
練
習
に
加
わ
っ
た
。
女
性
が
太
鼓
を
打
ち
、

副
筆
頭
は
中
央
の
子
ど
も
た
ち
に
指
使
い
を
教
え
る
。 

　

「
神
楽
」
を
二
回
練
習
す
る
。
副
筆
頭
・
女
性
が
音
階
を
声
に
出
し
て
読
み
、
副

筆
頭
は
笛
を
手
に
持
っ
て
指
使
い
を
教
え
る
。

19:22

「
戻
り
山
」
練
習 

　

戻
り
山
二
回
練
習
す
る
。
切
り
笛
を
す
る
小
学
生
を
副
筆
頭
が
指
名
し
た
。

19:27

「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
戻
り
山
」
練
習 

　

太
鼓
を
担
当
す
る
男
子
が
来
て
、
女
性
は
子
ど
も
た
ち
の
中
央
へ
。
「
御
遣
り
」

を
一
回
練
習
す
る
。
そ
の
後
、
「
神
楽
」
と
「
戻
り
山
」
を
一
回
ず
つ
練
習
す
る
。

暗
譜
で
演
奏
す
る
子
も
い
る
。 

　

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
副
筆
頭
は
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
か

ら
吹
い
て
み
て
」
と
い
う
。

19:36

休
憩 

　

調
査
者
は
簡
単
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
副
筆
頭
・
女
性
・
若
い
衆
に
対
し
て
お
こ

な
う
。

20:03

「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
戻
り
山
」
練
習 

　
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
・
「
戻
り
山
」
の
順
に
練
習
す
る
。 

　

年
長
の
女
子
の
一
人
が
「
先
生
に
昇
格
や
な
」
と
副
筆
頭
に
言
わ
れ
、
半
分
を

教
え
る
こ
と
に
。
副
筆
頭
が
も
う
半
分
の
子
に
指
使
い
を
見
せ
な
が
ら
指
導
。
女

性
は
左
端
の
子
を
指
導
。
副
筆
頭
が
「
集
中
し
て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
指
が
ず
れ
て

く
る
の
で
、
し
っ
か
り
押
さ
え
て
」
と
い
う
。

20:15

「
起
し
太
鼓
」
練
習 

　

常
磐
山
の
起
し
太
鼓
を
五
回
練
習
す
る
。
太
鼓
を
叩
く
子
に
「
ゆ
っ
く
り
と
」

と
女
性
が
指
示
す
る
。
女
性
は
「
常
磐
山
の
起
し
太
鼓
が
一
番
簡
単
」
と
い
う
。

そ
の
後
、
壽
山
の
「
起
し
太
鼓
」
に
つ
い
て
は
、
「
さ
っ
き
よ
り
早
く
し
て
も
い
い

か
ら
」
と
指
示
す
る
。
「
壽
山
の
「
起
し
太
鼓
」
は
す
こ
し
速
め
、
常
磐
は
ゆ
っ
く

り
で
い
い
」
と
の
こ
と
。 

　

壽
山
の
「
起
し
太
鼓
」
が
わ
か
ら
な
い
子
は
、
一
回
目
は
聞
い
て
、
二
回
目
か

ら
入
る
。

　

そ
の
後
、
も
う
一
回
演
奏
。
「
来
年
の
壽
山
の
応
援
の
と
き
に
吹
く
」
と
い
う
。 

　

た
だ
し
、
「
起
し
太
鼓
」
は
大
人
に
演
奏
し
て
も
ら
わ
な
い
と
無
理
な
の
で
、
実

際
に
子
ど
も
た
ち
が
演
奏
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
。

20:23

「
出
笛
」 

　

男
子
の
一
人
が
「
出
笛
」
を
吹
く
と
、
副
筆
頭
が
「
ち
ゃ
ん
と
吹
け
て
た
や
ん
」

と
褒
め
る
。
そ
の
後
、
女
子
の
一
人
が
「
出
笛
」
を
吹
く
。
最
後
に
女
性
が
「
最

終
的
に
み
ん
な
「
出
笛
」
を
一
人
で
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
す
」
と
い
う
。

20:31

練
習
終
了

【
孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）】

囃
子
保
存
会
の
曲
を
練
習
す
る
。「
御
遣
り
」・「
戻
り
山
」を
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
、

数
回
ず
つ
練
習
す
る
。
孔
雀
山
は
平
成
二
三
年
二
月
に
約
三
〇
年
ぶ
り
に
山
組
で

の
練
習
を
再
開
し
た
。
練
習
は
ほ
か
の
山
組
と
異
な
り
、
①
個
人
練
習
に
時
間
を

割
く
、
②
練
習
の
指
導
は
囃
子
保
存
会
を
と
お
し
て
諫
皷
山
の
中
老
と
若
い
衆
が

お
こ
な
う
、
③
若
い
衆
も
一
緒
に
指
導
を
受
け
る
、
な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

練
習
日
程　

平
成
二
三
年
二
月
一
六
日
か
ら
始
ま
る
。
場
所
は
神
戸
町
会
館
。

囃子練習 参与観察表  ( 常磐山 )
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19:39

「
御
遣
り
」
練
習 

　

最
初
に
「
御
遣
り
」
を
全
員
と
お
し
で
練
習
し
た
後
、
皆
で
合
わ
せ
る
と
い
う
形

に
は
せ
ず
、
各
自
で
指
の
確
認
や
、
音
の
確
認
と
い
っ
た
自
主
練
習
の
時
間
に
入
る
。

20:00

「
戻
り
山
」
練
習

20:10

「
戻
り
山
」
練
習
（
速
い
調
子
） 

　

諫
皷
山
中
老
は
「
正
規
の
調
子
で
は
な
い
。
（
曳
）
山
が
早
く
帰
る
よ
う
に
、
せ

か
す
感
じ
で
吹
い
て
い
る
」
と
い
う
。

20:14

太
鼓
の
練
習 

　

子
ど
も
二
人
が
太
鼓
を
習
い
始
め
る
。
（
遊
ぶ
よ
う
な
雰
囲
気
で
）

20:19

個
人
練
習　

　

若
い
衆
の
一
人
が
、
楽
譜
を
見
つ
つ
ド
レ
ミ
音
階
を
聞
き
な
が
ら
練
習
。

20:25

「
戻
り
山
」（
太
鼓
と
吹
け
る
人
で
）

調
査
日

平
成
二
三
年
三
月
九
日

場
所

神
戸
町
会
館

時

　間

内
容

19:33

諫
皷
山
中
老
が
中
心
で
締
め
太
鼓
を
準
備

　

会
館
の
二
階
は
一
〇
畳
ほ
ど
の
部
屋
と
五
畳
ほ
ど
の
部
屋
に
分
か
れ
て
お
り
、

一
〇
畳
ほ
ど
の
部
屋
で
練
習
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
中
央
に
机
が
揃
い
、
机
を
囲
み
皆

が
向
い
合
せ
に
な
る
よ
う
に
練
習
を
お
こ
な
う
。
東
方
向
を
上
座
と
し
て
太
鼓
を
置

い
て
い
る
。 

　

子
ど
も
三
人
（
男
子
二
人
・
女
子
一
人
）
・
大
人
男
性
三
人
（
孔
雀
山
若
い
衆
）

が
練
習
す
る
。 

　

囃
子
保
存
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
諫
皷
山
中
老
の
二
人
と
、
中
老
の
息
子
が
二
人
（
内

一
人
は
諫
皷
山
若
い
衆
）
が
指
導
す
る
。 

　

す
り
鉦
は
諫
皷
山
中
老
、
太
鼓
は
中
老
の
息
子
が
担
当
す
る
。

週
一
回
お
こ
な
う
。

指
導
者　

保
存
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
三
年
三
月
九
日
は
諫
皷
山
か

ら
四
名
が
指
導
役
と
し
て
来
た
。

練
習
方
法　

口
伝
、
主
に
指
の
確
認
で
シ
ャ
ギ
リ
を
覚
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
ド
レ
ミ
の
音
階
、
音
符
表
も
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
太
鼓
も
同
じ
で
あ
る
。

囃
子
保
存
会
の
出
し
て
い
る
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
て
音
の
確
認
を
す
る
人
も
い
る
。

習
得
す
る
曲
の
順
序　

基
本
と
し
て
い
る
曲
で
あ
る
「
御
遣
り
」
を
練
習
し
、

で
き
る
人
は
「
神
楽
」
や
「
起
し
太
鼓
」
・
「
戻
り
山
」
な
ど
を
練
習
す
る
。

長
浜
市
立
長
浜
小
学
校
の
小
学
生
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
で
「
神
楽
」
を
習
っ
て

い
る
た
め
、
覚
え
る
の
が
早
い
。

習
得
す
る
楽
器
の
順
序　

練
習
は
ま
ず
笛
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
太
鼓
・
す
り

鉦
の
順
に
練
習
す
る
。

シ
ャ
ギ
リ
の
復
活　

約
二
〇
年
ぶ
り
に
山
組
で
の
シ
ャ
ギ
リ
が
復
活
し
た
。
次

の
出
番
に
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
練
習
す
る
。
町
内
に
も
う
少
し

子
ど
も
が
い
る
の
で
誘
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
祭
り
は
継
承
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
実
際
の
と
こ
ろ
難
し
い
。

笛　

囃
子
保
存
会
が
仕
入
れ
て
い
る
篠
笛
を
使
っ
て
い
る
。

太
鼓　

大
太
鼓
の
革
部
分
の
直
径
三
六
セ
ン
チ
、
長
さ
四
五
セ
ン
チ
。
締
め
太

鼓
は
二
台
あ
り
、
現
在
使
用
中
の
も
の
は
直
径
三
四
セ
ン
チ
長
さ
一
五
セ
ン
チ
、

現
在
は
使
用
し
て
い
な
い
、
古
い
も
の
は
直
径
三
四
セ
ン
チ
長
さ
一
四
セ
ン
チ
。

太
鼓
は
船
町
の
太
鼓
屋
に
修
理
を
頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

す
り
鉦　

三
つ
あ
る
が
す
べ
て
直
径
一
三
セ
ン
チ
。
割
れ
て
い
る
も
の
が
一
つ

あ
る
。
バ
チ
は
一
八
セ
ン
チ
の
金
属
棒
と
一
一
セ
ン
チ
の
ボ
ル
ト
の
二
種
類
が

あ
る
。

囃子練習 参与観察表  ( 孔雀山 )
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20:27

「
御
遣
り
」
練
習 

　

諫
皷
山
中
老
が
「
「
御
遣
り
」
を
二
回
や
り
ま
す
」
と
指
示
す
る
。
「
御
遣
り
」
を

二
回
連
続
で
練
習
す
る
。

20:40

終
了

　

全
員
、
練
習
を
止
め
て
正
座
を
し
て
終
わ
り
の
挨
拶
を
す
る
。

【
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）】

萬
歳
樓
独
自
の
曲
を
練
習
す
る
。
「
起
し
太
鼓
」
・
「
御
遣
り
」
・
「
神
楽
」
を
休
憩

を
挟
み
つ
つ
練
習
す
る
。
二
度
目
の
休
憩
後
一
人
ず
つ
進
度
に
合
わ
せ
た
テ
ス
ト

を
す
る
。
合
格
者
は
若
い
衆
や
ほ
か
の
子
と
「
お
ち
つ
き
（
奉
演
間
）
」
を
合
奏
し
、

不
合
格
者
は
若
い
衆
と
一
対
一
で
課
題
の
曲
を
練
習
す
る
。
そ
の
後
再
度
テ
ス
ト

を
す
る
。
休
憩
中
に
「
別
嬪
（
桜
囃
子
）
」
を
遊
び
な
が
ら
演
奏
す
る
。

練
習
は
、
ま
ず
歌
を
う
た
い
、
そ
れ
か
ら
笛
を
吹
く
。
歌
を
う
た
う
こ
と
を
ク

チ
ョ
ウ
と
よ
ぶ
。
ク
チ
ョ
ウ
の
音
階
は
「
チ
ー
・
リ
ー
・
オ
ー
・
ウ
ー
・
ヒ
ャ
ー
」

な
ど
で
表
さ
れ
る
。
楽
譜
は
フ
チ
ョ
ウ
と
よ
ば
れ
、
笛
の
穴
を
塞
ぐ
位
置
を
表
し
、

横
に
音
階
が
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
。
太
鼓
の
指
導
は
二
組

太
鼓
を
並
べ
、
若
い
衆
と
子
ど
も
が
一
緒
に
叩
い
て
お
こ
な
う
。

指
導
は
主
に
シ
ャ
ギ
リ
の
役
に
就
い
た
若
い
衆
が
お
こ
な
う
が
、
役
職
以
外
の

人
も
多
く
指
導
に
携
わ
る
。

練
習
日
程　

一
年
中
。
毎
週
土
曜
日
一
九
時
か
ら
二
〇
時
半
ま
で
。
盆
と
正
月

は
休
み
。

練
習
場
所　

八
幡
町
会
館
。

指
導
者　

囃
子
会
長
・
補
佐
（
顧
問
）
・
副
会
長
が
主
に
指
導
す
る
。
と
く
に
副

会
長
の
二
人
が
指
導
の
中
心
と
な
る
。
役
員
以
外
の
若
い
衆
や
高
校
生
も
指
導

に
関
与
す
る
。
ま
た
、
高
校
生
や
若
手
の
若
い
衆
に
子
ど
も
を
一
対
一
で
教
え

さ
せ
る
。
教
え
る
こ
と
で
自
分
自
身
も
覚
え
る
し
、
若
い
衆
で
指
導
者
の
立
場

に
な
っ
た
と
き
に
経
験
が
生
か
さ
れ
る
。

現
在
の
練
習
方
法 

　

三
〇
年
前
に
は
既
に
現
在
の
練
習
方
法
で
お
こ
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
指
導
す
る
大
人
が
二
人
く
ら
い
し
か
い
な
か
っ
た
。
今
は
大
人

が
多
い
の
で
、
子
ど
も
の
進
度
に
合
わ
せ
て
別
々
に
練
習
が
で
き
る
。

練
習
方
法
の
変
化　

練
習
は
昔
の
方
が
メ
リ
ハ
リ
が
あ
っ
た
。
泣
き
な
が
ら
吹

い
た
。
何
も
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
の
に
い
つ
の
間
に
か
吹
け
る
よ
う
に
な
る
。

吹
け
る
子
は
座
布
団
、
吹
け
な
い
子
は
板
間
に
座
ら
せ
た
り
し
た
。
そ
う
し
て

奮
起
さ
せ
ら
れ
た
り
、
優
越
感
に
浸
ら
さ
れ
た
り
し
た
。
三
○
年
前
か
ら
テ
ス

ト
を
し
た
り
、
子
ど
も
の
進
度
に
合
わ
せ
て
分
か
れ
て
練
習
し
て
い
た
。
た
だ

会
長
に
よ
っ
て
練
習
方
法
は
か
え
る
こ
と
も
あ
る
。

昔
は
若
い
衆
が
茶
碗
を
叩
い
て
「
こ
の
音
を
出
せ
！
」
と
い
わ
れ
た
り
し
た
。

三
〇
年
前
は
酒
や
タ
バ
コ
を
や
り
な
が
ら
指
導
し
て
い
た
。
子
ど
も
の
送
り
迎

え
も
な
か
っ
た
。
今
は
酒
と
タ
バ
コ
を
禁
止
し
て
い
る
し
、
以
前
よ
り
丁
寧
に

教
え
て
い
る
。

昭
和
三
○
年
代
の
指
導
方
法　

笛
の
練
習
の
た
め
に
一
升
瓶
を
吹
く
よ
う
い
わ

れ
た
。
大
人
た
ち
は
練
習
中
に
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
笛
が
乾
い
た
と
い
っ
て
笛

に
酒
を
入
れ
て
飲
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
か
ら
試
験
形
式
で
吹
か
さ
れ
た
。

笛
の
指
導
方
法 

小
学
校
一
年
生
か
ら
始
め
る
。
ま
ず
は
笛
を
持
た
さ
ず
、ク
チ
ョ

ウ
と
い
っ
て
歌
を
う
た
う
よ
う
に
譜
面
（
フ
チ
ョ
ウ
）
を
読
む
こ
と
か
ら
始
め
る
。

そ
れ
か
ら
笛
を
持
た
し
て
指
使
い
だ
け
練
習
さ
せ
る
。
そ
れ
が
出
来
て
か
ら
笛

を
吹
か
せ
る
。

笛
の
指
の
押
さ
え
方　

右
手
の
人
差
指
と
小
指
は
塞
い
だ
ま
ま
に
す
る
。

自
主
練
習 
子
ど
も
は
笛
が
持
ち
た
い
か
ら
、
家
に
帰
っ
て
必
死
で
覚
え
た
。
親
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す
り
鉦
と
太
鼓
と
笛
の
関
係 

す
り
鉦
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
叩
く
。
す
り
鉦
が
主

導
権
を
握
る
。
そ
し
て
太
鼓
に
合
わ
せ
て
笛
を
吹
く
。

現
在
の
習
得
す
る
曲
の
順
番 

ま
ず
「
起
し
太
鼓
」
を
確
実
に
吹
け
る
ま
で
練
習

さ
せ
る
。
そ
の
あ
と
「
御
遣
り
」・「
神
楽
」・「
戻
り
山
」・「
お
ち
つ
き
（
奉
演
間
）
」

「
別
嬪
（
桜
囃
子
）
」
の
順
に
覚
え
る
。
奉
演
間
は
長
い
う
え
に
、
伸
ば
し
た
り
、
切
っ

た
り
、
音
を
上
げ
た
り
と
感
覚
を
つ
か
む
の
が
難
し
い
。

以
前
の
習
得
す
る
曲
の
順
番　

昭
和
五
〇
年
代
後
半
～
平
成
五
年
頃
は
、
ま
ず

起
し
太
鼓
を
覚
え
た
。
起
し
太
鼓
は
全
部
の
音
階
が
あ
る
。
そ
の
あ
と
は
好
き

な
曲
か
ら
練
習
す
る
。
そ
の
か
わ
り
、
起
し
太
鼓
の
ク
チ
ョ
ウ
を
完
璧
に
す
る

ま
で
絶
対
笛
を
さ
せ
な
い
。
こ
の
や
り
方
は
当
時
の
囃
子
会
長
が
決
め
た
。
昭

和
三
〇
年
代
は
、
ま
ず
起
し
太
鼓
を
練
習
し
て
、
そ
の
あ
と
大
人
の
指
示
に
し

た
が
っ
て
一
曲
ご
と
覚
え
て
い
っ
た
。
吹
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
次
の
曲
を
さ

せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

現
在
の
習
得
す
る
楽
器
の
順
番　

初
め
は
皆
笛
を
す
る
。
そ
の
な
か
で
リ
ズ
ム

感
の
よ
い
子
に
、
高
学
年
に
な
る
と
太
鼓
を
さ
せ
る
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
太

鼓
を
始
め
る
人
も
多
い
。
子
ど
も
の
練
習
後
に
若
い
衆
が
太
鼓
の
練
習
を
す
る
。

以
前
の
習
得
す
る
楽
器
の
順
番 

笛
、
太
鼓
、
す
り
鉦
の
順
に
練
習
す
る
。
笛
が

で
き
な
い
と
太
鼓
は
叩
け
な
い
。
太
鼓
を
し
な
が
ら
ク
チ
ョ
ウ
も
す
る
。
太
鼓

を
叩
け
な
い
と
す
り
鉦
を
叩
け
な
い
。

太
鼓
の
譜
面
は
な
い
。
聞
い
て
覚
え
る
。
横
に
並
ん
で
カ
ラ
バ
チ
で
練
習
さ

せ
た
。
太
鼓
は
花
形
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
つ
け
た
。
太
鼓
は
よ
く
怒
ら
れ

る
。
バ
チ
で
叩
か
れ
た
。
太
鼓
は
よ
く
注
意
さ
れ
練
習
し
た
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、

今
の
五
〇
歳
代
は
太
鼓
を
叩
け
な
い
人
が
多
い
。

笛　

子
ど
も
は
大
概
保
存
会
の
篠
笛
を
使
う
。
大
人
に
な
る
と
各
自
で
装
飾
つ

は
家
で
は
教
え
な
か
っ
た
。

ク
チ
ョ
ウ 

吹
け
る
よ
う
に
な
っ
た
子
で
も
ま
た
ク
チ
ョ
ウ
を
す
る
。
ク
チ
ョ

ウ
は
語
呂
合
わ
せ
の
よ
う
に
覚
え
る
。
大
体
指
は
決
ま
っ
て
い
る
が
、
チ
ー
と

ヒ
ャ
ー
は
上
と
下
（
オ
ク
タ
ー
ブ
）で
指
使
い
が
異
な
る
。
猩
々
丸
に
応
援
に
行
っ

た
と
き
、
ド
レ
ミ
の
音
階
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
萬
歳
樓
の
音
階
（
チ
ー
・

リ
ー
・
オ
ー
・
ウ
ー
・
ヒ
ャ
ー
な
ど
）
に
直
し
た
こ
と
が
あ
る
。
応
援
に
行
っ

た
萬
歳
樓
の
者
は
み
ん
な
共
通
の
チ
ー
・
ウ
ー
に
な
っ
た
。
笛
の
音
を
聞
い
た

ら
自
然
と
チ
ー
・
ウ
ー
に
聞
こ
え
る
。

ド
レ
ミ
の
音
階
に
な
る
と
、
ど
の
音
が
ド
で
ど
の
音
が
レ
か
わ
か
ら
な
い
。

運
指
の
図
を
つ
け
た
フ
チ
ョ
ウ　

昭
和
五
八
年
頃
一
人
覚
え
の
悪
い
子
が
い
た
。

彼
の
た
め
に
、
フ
チ
ョ
ウ
に
笛
の
穴
を
押
さ
え
る
図
を
つ
け
た
。
そ
の
後
、
作
っ

た
フ
チ
ョ
ウ
が
便
利
な
の
で
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
も
使
っ
て
練
習
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
図
に
頼
る
せ
い
で
譜
面
を
読
み
切
れ
な
い
子
が
出
て

き
た
。
だ
か
ら
五
、
六
年
生
に
小
さ
い
子
を
教
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
昭
和

四
〇
年
代
は
吹
け
る
人
の
前
で
指
を
見
な
が
ら
覚
え
た
。
運
指
の
図
以
外
に
も

「
ハ
バ
ラ
ス
」を
表
す
記
号
も
作
っ
た
。
ハ
バ
ラ
ス
と
は
指
を
一
瞬
押
さ
え
て
ヒ
ャ

ラ
ヒ
ャ
ラ
と
音
を
鳴
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
て
一
人
前 

萬
歳
樓
で
は
、
シ
ャ
ギ
リ
が
で
き
て
一
人
前
と
さ

れ
た
。
役
者
に
出
し
た
か
っ
た
ら
ま
ず
シ
ャ
ギ
リ
を
や
ら
せ
る
と
い
っ
た
。

太
鼓
の
系
統 

教
え
て
く
れ
た
人
の
系
統
に
よ
っ
て
マ
ン
ソ
ウ
一
派
、
ヨ
シ
ノ
ヤ

一
派
な
ど
と
よ
ば
れ
、
叩
き
方
が
違
う
。
太
鼓
の
名
手
だ
っ
た
人
が
い
て
こ
の

系
統
は
そ
の
人
の
屋
号
に
ち
な
ん
で
ヨ
シ
ノ
ヤ
一
派
と
よ
ば
れ
る
。

す
り
鉦
の
叩
き
方　

手
の
ひ
ら
と
指
で
し
っ
か
り
握
っ
て
音
を
響
か
せ
な
い
よ

う
に
す
る
。
凹
ん
で
い
る
部
分
の
側
面
を
叩
く
。
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す
り
鉦　

以
前
は
沢
山
あ
っ
た
が
今
は
二
つ
。
直
径
一
二
セ
ン
チ
、
凹
ん
で
い

る
部
分
の
直
径
八
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
二
セ
ン
チ
。
バ
チ
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ

は
真
直
ぐ
で
、
長
さ
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
も
う
一
つ
は
太
さ
が
均
一
で
な
く
、
長

さ
は
一
二
・
五
セ
ン
チ
。

し
つ
け 

子
ど
も
を
よ
く
見
て
い
る
。
大
人
が
子
ど
も
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
。

挨
拶
も
さ
せ
る
。
靴
も
揃
え
さ
せ
る
。
で
き
る
ま
で
何
回
も
注
意
す
る
。
泣
か

す
こ
と
も
あ
る
。
正
座
も
ず
っ
と
さ
せ
る
。

子
ど
も
の
成
長　

成
長
を
見
ら
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
子
ど
も
が
来
な
く
な
る

と
と
て
も
寂
し
く
な
る
。
祭
り
の
と
き
に
子
ど
も
は
急
に
吹
け
る
よ
う
に
な
る
。

亭
に
上
る
意
味 

昔
は
子
ど
も
の
数
が
多
く
て
亭
に
全
員
が
上
が
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
分
上
が
れ
る
こ
と
は
ス
テ
ー
タ
ス
だ
っ
た
。
萬
歳
樓
は
町
が
大
き
い
。
し

か
も
昭
和
五
〇
年
代
～
平
成
五
年
頃
は
子
ど
も
が
多
か
っ
た
。
亭
に
上
が
れ
な

い
子
が
出
る
の
で
、
交
代
で
上
が
ら
せ
た
。
亭
に
上
げ
る
の
は
上
手
い
下
手
で

は
な
い
と
思
う
。
毎
週
一
生
懸
命
練
習
に
来
る
姿
勢
を
買
っ
て
、
亭
に
上
げ
る
。

休
憩
の
過
ご
し
方　

後
掲
の
参
与
観
察
表
の
よ
う
に
個
人
練
習
し
た
り
自
然
発

生
的
に
「
別
嬪
（
桜
囃
子
）
」
を
吹
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
子
ど
も
が
大

人
に
じ
ゃ
れ
つ
い
て
遊
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

き
の
笛
を
購
入
す
る
。
笛
を
入
れ
る
袋
つ
き
で
三
〇
〇
〇
〇
円
く
ら
い
で
あ
る
。

装
飾
付
き
の
笛
の
方
が
上
手
そ
う
に
み
え
る
。
現
筆
頭
が
蒔
絵
師
で
、
漆
を
塗
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
螺
鈿
で
萬
歳
樓
の
紋
や
名
前
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
。

太
鼓　

大
太
鼓
は
二
台
あ
る
。
新
し
い
方
の
太
鼓
の
胴
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
、

二
〇
年
以
上
前
に
革
を
張
り
か
え
た
が
、
ま
だ
音
が
高
く
未
完
成
で
あ
る
。
張

り
か
え
た
と
き
に
清
め
だ
と
い
っ
て
革
に
酒
を
か
け
た
ら
し
い
。
練
習
で
主
に

使
う
。
祭
り
本
日
に
は
亭
に
載
せ
る
。
祭
り
の
と
き
は
み
ん
な
飲
ん
で
い
て
い

ち
い
ち
曳
山
に
載
せ
る
の
が
面
倒
な
た
め
ず
っ
と
亭
に
上
げ
っ
ぱ
な
し
に
し
て

い
る
。
革
部
分
直
径
三
四
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
四
三
セ
ン
チ
、
高
さ
（
台
を
含
め
）

六
七
セ
ン
チ
。

古
い
方
の
太
鼓
の
年
代
は
分
か
ら
な
い
。
革
の
張
り
か
え
も
い
つ
お
こ
な
っ

た
か
わ
か
ら
な
い
。
三
〇
代
の
若
い
衆
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
既
に
今
と
同
じ

く
ら
い
革
が
茶
色
く
変
色
し
て
い
た
の
で
、
張
り
か
え
た
の
は
五
〇
年
以
上
前

く
ら
い
だ
ろ
う
。
革
が
よ
く
伸
び
て
い
る
か
ら
音
が
響
く
。
祭
り
の
と
き
は
シ
ャ

ギ
リ
ヤ
タ
イ
に
載
せ
る
。
年
配
の
方
は
古
い
太
鼓
を
使
い
た
が
る
。
革
部
分
の

直
径
四
三
セ
ン
チ
、
胴
部
分
の
直
径
約
四
五
セ
ン
チ
。
長
さ
四
三
セ
ン
チ
。
胴

部
分
の
膨
ら
み
が
新
し
い
方
に
比
べ
小
さ
い
。
大
太
鼓
は
叩
く
面
を
少
し
下
に

傾
け
て
使
う
。

小
太
鼓
（
締
め
太
鼓
）
も
二
台
あ
る
。
古
い
方
は
保
存
会
が
で
き
た
と
き
（
昭

和
四
六
年
）
に
作
り
、
張
り
か
え
は
し
て
い
な
い
。
胴
の
蒔
絵
は
現
筆
頭
の
祖

父
が
制
作
し
た
。
新
し
い
方
は
一
昨
年
桑
名
で
作
っ
た
。
ま
だ
音
が
「
カ
ン
カ
ン
」

と
固
い
。
練
習
で
主
に
使
っ
て
い
る
。
新
し
い
締
め
太
鼓
の
直
径
三
五
セ
ン
チ
、

長
さ
一
五
セ
ン
チ
。
最
近
使
わ
な
い
と
き
に
紐
を
緩
め
な
く
て
い
い
こ
と
を
知
っ

た
。
バ
チ
長
さ
三
二
セ
ン
チ
、
直
径
二
セ
ン
チ
。
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19:14

　

さ
ら
に
三
○
代
く
ら
い
の
若
い
衆
が
来
る
。
す
り
鉦
を
す
る
若
い
衆
の
横
に
座

り
、
「
元
気
な
い
な
あ
」
と
言
う
。
そ
れ
か
ら
、
若
い
衆
に
す
り
鉦
の
叩
き
方
を
教

え
る
。

19:17

休
憩 

　

休
憩
中
一
番
大
き
な
子
が
「
別
嬪
（
桜
囃
子
）
」
を
吹
き
始
め
る
と
、
ほ
か
の
人

が
そ
れ
に
加
わ
る
。
段
々
テ
ン
ポ
が
速
く
な
る
。
吹
き
終
わ
る
と
、
若
い
衆
が
「
（
テ

ン
ポ
が
）
早
い
わ
」
と
い
っ
て
、
一
同
笑
う
。 

　

若
い
衆
が
一
番
大
き
い
子
に
太
鼓
を
教
え
る
た
め
、
古
い
大
太
鼓
と
締
め
太
鼓

を
押
し
入
れ
か
ら
出
す
。 

　

そ
の
後
雑
談
を
す
る
。
子
ど
も
が
若
い
衆
に
「
○
○
（
飲
食
店
の
店
名
）
で
飲

ん
で
た
や
ろ
」
若
い
衆
は
「
な
ん
で
も
知
っ
て
る
な
あ
」
と
笑
う
。

19:26

「
御
遣
り
」
練
習 

　
「
御
遣
り
」
を
笛
で
練
習
す
る
。
副
会
長
「
集
中
し
て
真
剣
に
い
こ
う
。
」
一
番

大
き
い
子
が
副
会
長
の
横
に
置
か
れ
た
太
鼓
で
一
緒
に
太
鼓
を
叩
く
。

19:33

「
神
楽
」
練
習 

　
「
神
楽
」
を
ク
チ
ョ
ウ
で
練
習
す
る
。
副
会
長
が
切
笛
を
吹
く
子
を
指
名
す
る
。

そ
の
後
、
「
神
楽
」
を
笛
で
一
回
と
お
す
。

19:45

休
憩 

　

休
憩
中
も
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
練
習
し
て
い
る
。
太
鼓
を
若
い
衆
が
交
代
交

代
で
練
習
し
て
い
る
。

　

若
い
衆
曰
く
「
（
ク
チ
ョ
ウ
で
発
す
る
「
チ
ー
」
や
「
ヒ
ャ
ー
」
に
つ
い
て
）
僕

ら
に
は
（
笛
の
音
が
）
「
チ
ー
」
「
ヒ
ャ
ー
」
に
聞
こ
え
る
ん
で
す
。
」 

　

さ
ら
に
若
い
衆
が
二
人
来
る
。 

　

休
憩
中
も
部
屋
の
隅
で
は
低
学
年
の
子
ど
も
二
人
を
若
い
衆
一
人
が
付
き
っ
き

り
で
教
え
て
い
る
。

調
査
日

平
成
二
三
年
三
月
五
日

場
所

八
幡
町
会
館

時

　間

内
容

18:50

　

小
学
生
男
子
二
人
、
若
い
衆
四
人
（
囃
子
副
会
長
二
人
と
顧
問
一
人
、
若
い
衆

一
人
。
囃
子
会
長
は
仕
事
の
た
め
休
み
）
既
に
到
着
し
て
、
太
鼓
の
設
置
を
し
て

い
る
。

18:55

　

小
学
生
男
子
四
人
到
着
。
到
着
す
る
と
手
洗
い
う
が
い
し
て
、
若
い
衆
た
ち
と

話
し
て
い
る
。

19:00

挨
拶 

　

稽
古
開
始
。
一
番
大
き
い
子
が
「
こ
れ
か
ら
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
を
始
め
ま
す
」

と
い
う
と
、
子
ど
も
全
員
で
「
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
と
に
続
く
。
若
い
衆
が
「
声

が
小
さ
い
！
一
二
基
で
一
番
元
気
な
の
は
萬
歳
樓
だ
ろ
」
と
い
い
、
も
う
一
度
挨

拶
を
さ
せ
る
。
子
ど
も
は
六
人
で
、
全
員
男
子
で
あ
る
。

　　19:03

「
起
し
太
鼓
」
練
習 

　

子
ど
も
の
一
人
「
ウ
ー
ヒ
ョ
ー
リ
ヒ
ャ
ー
」
と
出
笛
部
分
を
う
た
う
と
、
ほ
か

の
子
が
続
い
て
う
た
う
。
若
い
衆
は
太
鼓
や
す
り
鉦
を
し
な
が
ら
「
ソ
ー
リ
ャ
」

と
合
の
手
を
入
れ
る
。
ク
チ
ョ
ウ
に
は
音
程
が
つ
い
て
い
る
。
「
起
し
太
鼓
」
を
一

と
お
り
ク
チ
ョ
ウ
す
る
と
、
笛
で
吹
く
。
吹
く
前
に
若
い
衆
た
ち
が
「
ウ
ー
の
音

は
出
る
か
」
と
尋
ね
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
「
ウ
ー
」
の
音
を
出
し
始
め
る
。
そ

れ
か
ら
「
起
し
太
鼓
」
を
笛
で
一
回
吹
く
。
練
習
中
、
子
ど
も
は
正
座
を
し
続
け
る
。

楽
譜
も
見
な
い
。

19:07

　

二
○
代
く
ら
い
の
若
い
衆
が
到
着
。
笛
は
き
ん
ち
ゃ
く
袋
に
入
れ
て
首
か
ら
背

中
に
挿
し
て
い
る
。

19:08

「
御
遣
り
」
練
習 

　
「
御
遣
り
」
。
囃
子
副
会
長
が
「
口
か
ら
。
大
き
な
声
で
や
で
」
と
い
う
と
子
ど

も
は
元
気
よ
く
「
ウ
ー
ヒ
ョ
ー
」
と
う
た
う
。
若
い
衆
は
微
笑
み
な
が
ら
子
ど
も

が
う
た
う
の
を
見
て
い
る
。
ク
チ
ョ
ウ
が
終
わ
る
と
、
囃
子
顧
問
が
「
今
、
息
継

ぎ
を
ち
ゃ
ん
と
意
識
で
き
て
た
か
。
要
ら
ん
と
こ
で
息
継
ぎ
し
て
い
た
ぞ
」
と
指

摘
す
る
。
顧
問
が
あ
と
か
ら
来
た
若
い
衆
と
す
り
鉦
を
交
代
し
、
笛
を
一
緒
に
吹
く
。

囃子練習 参与観察表  ( 萬歳樓 )
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　20:05

テ
ス
ト
・
個
人
指
導 

　

子
ど
も
が
一
人
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
進
度
に
よ
っ
て
「
神
楽
」
や
「
戻
り
山
」
を

テ
ス
ト
す
る
。
あ
る
子
は
笛
で
、
あ
る
子
は
ク
チ
ョ
ウ
で
。
若
い
衆
や
大
き
い
子

が
脇
に
座
り
合
の
手
を
入
れ
た
り
、「
自
信
持
っ
て
や
れ
」「
い
い
ぞ
」
な
ど
励
ま
す
。

審
査
は
太
鼓
を
叩
く
副
会
長
。
順
番
を
待
つ
子
は
部
屋
の
隅
の
ほ
う
で
若
い
衆
に

教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
う
ま
く
い
け
ば
「
い
い
音
や
っ
た
、
い
い
ん
ち
ゃ
う
？
」

な
ど
と
褒
め
る
。
不
合
格
の
場
合
、
テ
ス
ト
の
あ
と
、
若
手
の
若
い
衆
が
一
対
一

で
子
ど
も
に
指
導
す
る
。
ク
チ
ョ
ウ
を
し
な
が
ら
指
だ
け
を
習
う
。
笛
は
吹
か
な
い
。

20:10

「
お
ち
つ
き
」
練
習 

　

合
格
し
た
子
と
若
い
衆
で
「
お
ち
つ
き
（
ほ
か
の
山
組
で
は
「
奉
演
間
」
と
よ

ば
れ
る
）
」
を
笛
で
吹
く
。
四
段
ま
で
吹
く
。
そ
の
後
四
段
ま
で
ク
チ
ョ
ウ
を
す
る
。

楽
譜
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

20:26

テ
ス
ト 

　

一
同
集
合
し
、
再
度
テ
ス
ト
を
す
る
。
別
で
練
習
し
て
い
た
子
ど
も
の
う
ち
一

人
は
「
神
楽
」
の
笛
が
不
合
格
だ
っ
た
。
も
う
一
人
は
「
神
楽
」
の
ク
チ
ョ
ウ
を

合
格
す
る
。

20:34

挨
拶 

　

整
列
す
る
。
若
い
衆
か
ら
「
三
月
に
入
り
ま
し
た
。
祭
り
ま
で
一
カ
月
ち
ょ
っ

と
で
す
。
締
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め
の
言
葉
が
あ
る
。
子
ど
も
が
「
こ
れ

で
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
を
終
わ
り
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
。
そ
の
後
、
若
い
衆
が
テ
ス

ト
で
合
格
し
た
子
ど
も
に
籤
引
き
を
さ
せ
て
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を
渡
す
。
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稽古（春日山）  「奉演間（ほえま）」を一人ずつ吹く（平成
23 年 2 月 5 日 19:29 撮影）

稽古（諫皷山）  女子が太鼓を叩くこともある（平成 23 年 1
月 23 日 20:25 撮影）

稽古（青海山）  若い衆がメロディーを口伝えで教える（平成
23 年 2 月 13 日 19:19 撮影）

稽古（春日山）  音階をうたう練習。前列に男子、後列に女子
が座る（平成 23 年 2 月 5 日 19:01 撮影）

稽古（月宮殿）  指導者の後ろで指使いを覚える（平成 23 年
3 月 12 日 19:08 撮影）

大太鼓の台（諫皷山）  曳山に固定する留め具がある（平成
23 年 1 月 30 日 19:21 撮影）

稽古（青海山）  若い衆が横に付き添って手と口伝えで太鼓を
指導（平成 23 年 2 月 13 日 20:31 撮影）

稽古（高砂山）  初心者と上級者が分かれて練習（平成 23 年
3 月 12 日 19:07 撮影）
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すり鉦の持ち方（常磐山）  5 指すべてを使い持つ（平成 23
年 2 月 19 日 20:33 撮影）

稽古（翁山）  男女離れて 2 列で座る。座り方は自由（平成
23 年 2 月 12 日 19:33 撮影）

稽古（常磐山）  指導者が子どもたちと対面して吹く（平成
23 年 2 月 19 日 20:20 撮影）

休憩（翁山）  トランプで遊ぶ（平成 23 年 2 月 13 日 19:58 撮影）

稽古（猩々丸）  指使いを見せて指導（平成 23 年 3 月 12 日
20:17 撮影）

稽古（猩々丸）  稽古で CD を利用する。太鼓の担当者の右横
に音響機器がある（平成 23 年 3 月 12 日 20:27 撮影）

稽古（鳳凰山）  女性が笛の指導に参加（平成 23 年 2 月 18
日 20:10 撮影）

休憩（鳳凰山）  花札をしたり、体を動かしたりする（平成
23 年 2 月 18 日 19:53 撮影）
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稽古（萬歳樓）  太鼓を横に並べて練習（平成 23 年 3 月 5 日
19:11 撮影）

稽古（萬歳樓）  譜面（フチョウ）を閉じてクチョウする（平
成 23 年 3 月 5 日 19:34 撮影）

稽古（壽山）  吹けない子の横で一緒に譜読みをする（左奥）（平
成 23 年 1 月 30 日 20:14 撮影）

稽古（孔雀山）  各自で自主練習をする（平成 23 年 3 月 9 日
19:51 撮影）

テスト（萬歳樓）  1 人ずつテストをおこなう（平成 23 年 3
月 5 日 20:04 撮影）

すり鉦の持ち方（壽山）  中指と薬指を折り、ほかの指で支え
る（平成 23 年 1 月 30 日 21:11 撮影）

すり鉦とバチ（孔雀山）  割れたものもある。 バチは金属棒
（上）とボルト（下）（平成 23 年 3 月 9 日 19:46 撮影）

稽古（孔雀山）  机を囲んで練習（平成 23 年 3 月 9 日 20:32 撮影）


